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現 場 説 明 書 

 
１ 工 事 名  山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事 
 

２ 工事場所  山梨県中央市下河東１１１０ 山梨大学下河東団地構内 

 

３ 完成期限  令和４年 ３月３１日（木） 

 

４ 一般事項 

現場説明書の適用方法 

(1) ・印で始まる事項については、〇印を付した事項のみ適用する。 

(2) 文中及び表中の各欄に数字、文字、記号等を記入する事項については記入してある事

項のみ適用する。 

(3) ＝印又は×印で抹消した事項は全て適用しない。 

 

５ 施工に関する事項 

(1) 工事用地 

範囲は別図のとおりとし、使用にあたっては「工事用地使用許可願」を監督職員に提

出して、発注者等の承諾を得ること。ただし、工事用地の借料は無償とする。 

(2) 仮設物の設置等 

① 仮設建物等 

仮設建物等を設置するときは、「仮設物設置許可願」を監督職員に提出して発注者

等の承諾を得ること。 

② 障害物の撤去又は移設 

障害物の撤去又は移設をするときは、別図及び監督職員の指示により行うこと。 

③ 仮囲い等 

仮囲い等を設けるときは、別図の位置に、図示の種類によること。 

④ 監督職員事務所 

・設ける（  号）  ☉設けない 

号 1 2 3 4 5 6 

規 模 
（㎡） 

10 内外 20 内外 35 内外 65 内外 100 内外   

⑤ 仮設物の維持管理等 

仮設物は、施工、監督及び検査に便利かつ安全な材料構造でかつ関係法規に準拠し

て設置するものとし、常に維持保全に注意すること。 

⑥ その他 

                                     

                                     

(3) 工事用電力等 

① 工事用電力、電話、給水、排水等は受注者において手続きの上設置し、その費用及

び使用料は受注者の負担とする。特記の項目は除く）メーター設置のこと。 

② 工事用電力 

☉電力会社と協議の上引き込む  ・構内より分岐できる 

③ 工事用電話 
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☉構外より引込む。        

   ④ 工事用給水 

・構外より引込む。       ☉構内より分岐できる。 

・さく井する。         ・ 

⑤ 工事用電力、電話、給水の引き込み位置は別図により、排水は別図又は監督職員の

支持による。 

⑥ 工事に際して、構内の電力を使用するときは「電気使用願」を、上水道、下水道施

設を使用するときは「上(下)水道使用願」を監督職員に提出して、発注者等の承諾を

得ること。 

⑦ その他 

 構内より分岐する電力・給水等はメーターを取付け使用する。電力、上下水道等料

金は山梨大学財務管理部会計課に支払うものとする。               

 

(4) 工事写真等 

① 工事写真等 

工事写真等は、文部科学省が定めた「工事記録写真撮影要領」により撮影し、次表

のものを提出すること。 

区   分 大 き さ 種   類 組 

敷地状況写真 サービス判 カラー   １ 

   着 工 前 写 真  サービス判 カラー   １ 

工 事 写 真  サービス判 カラー   １ 

完 成 写 真  キャビネ判 カラー   １ 

※ 完成写真はファイルし、表紙に工事名称、工期を記入し、撮影方向等を明示し

た配置図、平面図を添付すること。 

② 完成建物等概要図書 

     完成建物等概要図書は、文部科学省が定めた「完成建物等概要図書作成要領」に

より作成し、原図を提出すること。 

③ その他 

                                        

                                        

 (5) その他 

鍵は、各組（一組は同一鍵３本）毎に鍵札（アクリル製）を付け、キープラン及び鍵

リストを添えて鍵箱（鍵掛け付き）に納めて提出すること。 

製本は、Ａ１判二つ折り製本１部、設計図をＡ３判に縮小した原図１部とＡ３判二つ

折り製本２部を提出する。 

 

６ 契約に関する事項 

(1) 工事請負契約基準の運用 

① 工事請負契約基準第３の規定による、 

mutsumik
ハイライト

mutsumik
下線
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            ☉提出する。 

工事費内訳明細書 

            ・提出しない。 

※内訳書には、健康保険、厚生年金保険及び雇用保険に係る法定福利費を明示す

ること。 
 

            ☉提出する。 

工   程   表 

            ・提出しない。 

 

② 工事請負契約基準第２５第１項の規定により請負代金額の変更を請求する場合は、

発注者又は受注者から請求のあった日から起算して、残工事の工期が２月以上ある

場合とする。 

③ 工事請負契約基準第２５第２項の残工事代金額を算出する根拠となる残工事量を

確認する場合において、工事の工程が受注者の責により遅延していると認められる

場合は遅延していると認められる工事量を残工事量に含めないものとする。 

④ 工事請負契約基準第２９第４項にいう「請負代金額」とは、損害を負担する時点

における請負代金額をいう。 

⑤ 天災、その他不可抗力による１回の損害合計額が前項にいう請負代金額の１０００

分の５の額（この額が２０万円を越えるときは２０万円）に満たないものは損害合計

額とみなさないものとする。 

(2)入札の保証について 

   競争入札に参加しようとする者（以下「競争加入者」という。）は、以下の①から⑤ 

までのいずれかを提出しなければならない。 

① 入札保証金及び入札保証金納付者 

ア 入札保証金は、競争加入者の見積る入札金額（税込み）（以下「見積金額」と 

いう。）の100分の5の金額以上に相当する金額の金銭を入札保証金納付書を添付 

して国立大学法人 山梨大学長 島田 眞路 に納付すること。 

    イ 落札者が契約を結ばないときは、入札保証金は、国立大学法人山梨大学契約規程

（以下、「契約規程」という。）第28条第3項の規定により本学に帰属する。 

ウ 競争加入者は、入札執行後、保管金の払渡を求める旨の保管金払渡請求書を本学

へ提出すること。なお、落札者は、工事請負契約書案の提出と同時に提出すること。 

   ② 入札保証金の納付に代わる担保が利付国債の場合は、政府保管有価証券払込済通知 

   書及び入札保証金納付書 

    ア 政府保管有価証券払込済通知書は、（保管有価証券取扱店名）に見積金額の100

     分の5の金額以上に相当する金額の利付国債を払い込んで、交付を受けること。 

    イ 政府保管有価証券払込済通知書の宛名の欄には、国立大学法人 山梨大学長 島

田 眞路と記載するように申し込むこと。 

    ウ 落札者が契約を結ばないときは、保管有価証券は契約規程第28条第3項の規定に

より本学の帰属する。 

    エ 競争加入者は、入札執行後、本学へ政府保管有価証券払渡請求書を提出すること。 

      なお、落札者は工事請負契約書案の提出と同時に提出すること。 

   ③ 入札保証金の納付に代わる担保が落札者が契約を結ばないことによる損害金の支払 

mutsumik
ハイライト

mutsumik
ハイライト

mutsumik
ハイライト

mutsumik
ハイライト

mutsumik
下線

mutsumik
下線

mutsumik
下線

mutsumik
下線
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    いを保証する銀行等の保証の場合は、当該保証書及び入札保証金納付書 

    ア 債務不履行により生ずる損害金の支払の保証ができる者は、出資の受入れ、預 

り金及び金利等の取締りに関する法律（昭和29年法律第195号）第3条に規定する金 

融機関（以下「銀行等」という。）とする。 

    イ 保証書の宛名の欄には、国立大学法人 山梨大学長 島田 眞路と記載する 

よう申し込むこと。 

    ウ 保証債務の内容は落札者が契約を結ばないことによる損害金の支払いである 

こと。 

    エ 保証書上の保証に係る工事の工事名の欄には、入札公告に記載される工事名 

     が記載されるように申し込むこと。 

    オ 保証金額は、見積金額の100分の5の金額以上とすること。 

    カ 保証期間は、書類の提出日から入札執行の日から7日を経過した日以降の日で 

あって、本学が指定する日までを含むものとする。 

    キ 保証債務履行の請求の有効期間は、保証期間経過後6ヶ月以上確保されるもの 

とすること。 

 ク 落札者が契約を結ばないときは、銀行等から支払われた、保証金は、契約規程第

28条第3項の規定により本学に帰属する。 

    ケ 競争加入者は、入札執行後、本学から保証書の返還を受け、銀行等に返還するも

のとする。ただし、落札者については、工事請負契約書案提出後、本学から保証書

の返還を受け、銀行等に返還するものとする。 

 コ 保証期間の不足により保証期間を変更する場合の取扱いについては本学の指示

に従うこと。 

   ④ 落札者が契約を結ばないことにより生ずる損害をてん補する入札保証保険契約 

に係る証券 

ア 入札保証保険とは、落札者が契約を結ばない場合に、保険会社が保険金を支払う 

 ことを約する保険である。 

イ 入札保証保険は、定額てん補方式を申し込むこと。 

ウ 保険証券の宛名の欄には、国立大学法人 山梨大学長 島田 眞路と記載す 

るように申し込むこと。 

    エ 証券上の契約の内容としての工事名の欄には、入札公告に記載される工事名が 

記載されるように申し込むこと。 

    オ 保険金額は、見積金額の100分の5以上の金額以上とすること。 

    カ 保険期間は、書類の提出日から入札執行の日から7日以上を経過した日以降の日 

     であって、本学が指定する日までを含むものとすること。 

キ 落札者が契約を結ばないときは、保険会社から支払われた保険金は、契約規程第

28条第3項の規定により本学に帰属する。 

   ⑤ 契約保証を予約する金融機関等の契約保証予約証書 

ア 契約保証を予約する金融機関等は、銀行等又は公共工事の前払金保証事業に関す 

る法律（昭和27年法律第184号）第2条第4項に規定する保証事業会社とする。 

    イ 契約保証予約証書の宛名の欄には国立大学法人 山梨大学長 島田 眞路と記 

     載するように申し込むこと。 

    ウ 契約保証の予約の内容は、金融機関等と競争加入者である予約契約者との間で 

予約に係る工事について契約保証の予約を行ったことであること。 

    エ 契約保証予約証書上の契約保証の予約に係る工事の工事名の欄には、入札公告に 
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     記載される工事名が記載されるように申し込むこと。 

    オ 金融機関等の契約保証の予約に係る契約希望金額は見積金額以上、又は保証金額 

    は見積金額の100分の30の金額以上とすること。 

    カ 予約する契約保証が停止条件付契約保証でないこと。 

    キ 予約契約者が予約完結権を行使するに当たっていかなる留保も付されていない 

こと。 

    ク 「低入札価格調査対象工事に係る特別重点調査の試行について」（平成21年3月 

31日付け大臣官房文教施設企画部通知）に基づく特別重点調査を受け、本学の指示が

あった場合には、予約に係る保証金額が見積金額の100分の30以上となるよう、増額

変更を行うこととし、別途定める日までに、予約に係る保証金額を増額変更する旨の

金融機関等が交付する変更契約保証予約証書を提出すること。 

ただし、契約保証予約証書において予約に係る保証金額が明記されている場合に限る。 

     ⑥ 入札保証金の還付について 

     競争参加資格がないと認められた者に対しては、当該者が競争参加資格の確保の結 

    果の通知を受けた以降、入札書を提出しなかった者に対しては、入札執行日以降、入 

    札保証金又は入札保証金の納付に代えて提供された担保の還付を行う。 

(3) 契約の保証について 

落札者は、工事請負契約書案の提出とともに、次の①から⑦のいずれかの書類を提出 

しなければならない。 

① 契約保証金として納付するものが、現金の場合は、本学の発行する領収書 

ア 領収書は、本学の指定する金融機関に契約保証金の金額に相当する金額の現金を

払い込んで交付を受けること。    

イ 請負代金額の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては、

本学の指示に従うこと。 

ウ 受注者の責に帰すべき事由により契約が解除されたとき、契約保証金は、国立大

学法人山梨大学契約細則（以下「契約細則」という。）第４１条第１項の規定によ

り本学に帰属する。なお、違約金の金額が契約保証金の金額を超過している場合は、

別途、超過分を徴収する。 

エ 受注者は、工事完成後、請負代金額の支払請求書の提出とともに払渡請求書を提

出すること。 

② 契約保証金の納付に代わる担保が、国債、政府の保証のある債券、銀行、株式会社

商工中央金庫、農林中央金庫、又は全国を地区とする信用金庫連合会の発行する債券、

日本国有鉄道改革法（昭和６１年法律第８７号）附則第２項の規定による廃止前の日

本国有鉄道法（昭和２３年法律第２５６号）第１条の規定により設立された日本国有

鉄道及び日本電信電話株式会社等に関する法律（昭和５９年法律第８５号）附則第４

条第１項の規定による解散前の日本電信電話公社が発行した債券で政府の保証のある

債券以外のもの、地方債及び本学が確実と認める社債の場合は、本学の発行する領収

書 

ア 請負代金額の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては、

本学の指示に従うこと。 

イ 政府保管有価証券払込済通知書の宛名の欄には、国立大学法人 山梨大学長 島

田 眞路と記載するように申し込むこと。 

ウ 請負金額の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては、本 

学の指示に従うこと。 
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エ 受注者の責めに帰すべき事由により契約が解除されたとき、保管有価証券は、本

学に帰属する。なお、違約金の金額が契約保証金の金額を超過している場合は、別

途、超過分を徴収する。 

オ 受注者は、工事完成後、請負代金額の支払請求書の提出とともに払渡請求書を提

出すること。 

③ 契約保証金の納入に代わる担保が、銀行又は本学が確実と認める金融機関が振り出

し又は支払を保証した小切手、銀行又は本学が確実と認める金融機関が引き受け又は

保証若しくは裏書をした手形である場合は、当該有価証券及び本学の発行する領収書 

ア 請負代金額の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては、

本学の指示に従うこと。 

イ 受注者の責に帰すべき事由により契約が解除されたとき、当該有価証券は、契約

細則第４１条第１項の規定により本学に帰属する。なお、違約金の金額が契約保証

金の金額を超過している場合は、別途、超過分を徴収する。 

ウ 受注者は、工事完成後、請負代金額の支払請求書の提出とともに払渡請求書を提

出すること。 

④ 契約保証金の納入に代わる担保が、銀行又は本学が確実と認める金融機関に対する

定期預金債権の場合は、当該債権に係る証書及び当該債権に係る債権者である銀行又

は本学が確実と認める金融機関の承諾を証する確定日付のある書面及び本学の発行す

る領収書 

ア 当該債権に質権を設定し提出すること。 

イ 請負代金額の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては、

本学の指示に従うこと。 

ウ 受注者の責に帰すべき事由により契約が解除されたとき、当該債権は、契約細則

第４１条第１項の規定により本学に帰属する。なお、違約金の金額が契約保証金の

金額を超過している場合は、別途、超過分を徴収する。 

エ 受注者は、工事完成後、本学から当該債権に係る証書及び当該債権に係る債権者

である銀行又は本学が確実と認める金融機関の承諾を証する確定日付のある書面の

返還を受けるものとする。 

⑤ 債務不履行による損害金の支払を保証する金融機関等の保証に係る保証書及び本学

の発行する領収書 

ア 債務不履行による損害金の支払の保証ができる者は、出資の受入れ預り金及び金

利等の取締りに関する法律（昭和２９年法律第１９５号）第３条に規定する金融機

関である銀行、信託会社、保険会社、信用金庫、信用金庫連合会、労働金庫、労働

金庫連合会、農林中央金庫、株式会社商工組合中央金庫、株式会社日本政策投資銀

行並びに信用協同組合及び農業協同組合、水産業協同組合その他の貯金の受入れを

行う組合（以下「銀行等」という。）又は公共工事の前払金保証事業に関する法律

（昭和２７年法律第１８４号）第２条第４項に規定する保証事業会社（以下「金融

機関等」と総称する。）とする。 

イ 保証書の宛名の欄には、国立大学法人 山梨大学長 島田 眞路と記載するよう

に申し込むこと。 

ウ 保証債務の内容は、工事請負契約書に基づく債務の不履行による損害金の支払い

であること。 

エ 保証書上の保証に係る工事の工事名の欄には、工事請負契約書に記載される工事

名が記載されるように申し込むこと。 
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オ 保証金額は、契約保証金の金額以上とすること。 

カ 保証期間は、工期を含むものとすること。 

キ 保証債務履行請求の有効期間は、保証期間経過後６カ月以上確保されるものとす

ること。 

ク 請負代金額の変更又は工期の変更等により保証金額又は保証期間を変更する場合

等の取扱いについては、本学の指示に従うこと。 

ケ 受注者の責に帰すべき事由により契約が解除されたとき、金融機関等から支払わ

れた保証金は、契約細則第４１条第１項の規定により本学に帰属する。なお、違約

金の金額が保証金額を超過している場合は、別途、超過分を徴収する。 

コ 受注者は、銀行等が保証した場合にあっては、工事完成後、本学から保証書（変

更契約書を含む。）の返還を受け、銀行等に返還すること｡ 

⑥ 債務の不履行により生ずる損害をてん補する履行保証保険契約に係る証券 

ア 履行保証保険とは、保険会社が債務不履行時に保険金を支払うことを約する保険

である。 

イ 履行保証保険は、定額てん補方式を申し込むこと。 

ウ 保険証券の宛名の欄には、 国立大学法人 山梨大学長 島田 眞路 と記載す

るように申し込むこと。 

エ 証券上の契約の内容としての工事名の欄には、工事請負契約書に記載される工事

名が記載されるように申し込むこと。 

オ 保険金額は、請負代金額の１０分の３の金額以上とする。 

カ 保険期間は、工期を含むものとすること。 

キ 請負代金額の変更により保険金額を変更する場合の取扱いについては、本学の指

示に従うこと。 

ク 受注者の責に帰すべき事由により契約が解除されたとき、保険会社から支払われ

た保険金は、契約細則第４１条第１項の規定により本学に帰属する。なお、違約金

の金額が保険金額を超過している場合は、別途、超過分を徴収する。 

⑦ 債務の履行を保証する公共工事履行保証証券による保証に係る証券 

ア 公共工事履行保証証券とは、保険会社が保証金額を限度として債務の履行を保証

する証券である。 

イ  公共工事履行保証証券の宛名の欄には、国立大学法人 山梨大学長 島田 眞路

と記載するように申し込むこと。 

ウ 証券上の主契約の内容としての工事名の欄には、工事請負契約書に記載される工

事名が記載されるように申し込むこと。 

エ 保証金額は、請負代金額の１０分の３の金額以上とする。 

オ 保証期間は、工期を含むものとすること。 

カ 請負代金額の変更又は工期の変更等により保証金額又は保証期間を変更する場合

等の取扱いについては、本学の指示に従うこと。 

キ 受注者の責に帰すべき事由により契約が解除されたとき、保険会社から支払われ

た保証金は、契約細則第４１条第１項の規定により本学に帰属する。なお、違約金

の金額が保証金額を超過している場合は、別途、超過分を徴収する。 

(4) 請負代金債権の債権譲渡 

この工事の受注者は、下請セーフティーネット債務保証又は地域建設業経営強化融資

制度のいずれかに係る融資を受けることを目的として、請負代金債権の債権譲渡を申し

出ることができるものとする。 
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(5) 下請契約の締結 

受注者は、下請負人を使用する場合は、「建設工事標準下請契約約款」（昭和５２年

４月２６日中央建設業審議会決定）に準拠した適切な下請契約を締結すること。また、

「建設業法令遵守ガイドライン（改訂）－元請負人と下請負人の関係にかかる留意点－」

（平成２０年９月国土交通省総合政策局建設業課）により適切な取引をすること。 

(6) 下請負人の健康保険等加入義務等について 
工事請負契約基準第７の２第１項の規定により、社会保険等未加入建設業者を下請負

人としてはならない。ただし、第２項による場合は、社会保険等未加入建設業者を下請

負人とすることができる。なお、受注者は、第３項に該当する場合は、違約罰として当

該各号に定める額を発注者に支払わなければならない。 
 

(7) 建設産業における生産システム合理化指針の遵守等について 

工事の適正かつ円滑な施工を確保するため、「建設産業における生産システム合理化

指針について」（平成３年２月５日付け建設省経構発第２号の３建設省建設経済局長通

知）において明確にされている総合・専門工事業者の役割に応じた責任を的確に果たす

とともに、適正な契約の締結、適正な施工体制の確立、建設労働者の雇用条件等の改善

等に努めること。また、下請代金の支払については発注者から受取った前払金の下請建

設業者に対する均てん、下請代金における現金比率の改善、手形期間の短縮等その適正

化について特段の配慮をすること。 

(8) 監督職員の権限 

工事請負契約基準第９第２項第１号から第３号に示す範囲とする。 

(9)－1 工事出来高予定額及び支払限度額 

   ① 工事は、各年度毎に表に示す日までに全工事に対する出来高割合以上完成するもの

とする。 

   ② 請負代金額(A)に当該年度の出来高割合を乗じた額をその年度の工事出来高予定額

とする。 

   ③ 各年度の支払限度額は表による。なお、残額は令和３年度に支払う。 

     

年度 令和2年度   令和 3 年度 

年度毎年月日  令和3年3月31日 令和4年3月31日 

工事出来高割合 

     （％） 
(B)＝35  

年度工事出来高 

 割合   （％） 
(C)＝(B)  (E)＝100-(C) 

年度工事出来高 

  予定額（円） 
(F)＝(A)×(C)％ (G)＝(A)－（F）％ 

年度支払限度額 

      （円) 
(I)＝(F)×9/10     残額 

 

(9)－2 請負代金の支払 

請負代金は、山梨大学財務管理部会計課から ４回に支払うものとする。 

ただし、その支払いは令和２年度は２回以内（年度前金払い、部分払い）、令和３年

度は２回以内（年度前金払い、完成払い）とする。 

(10) 請負代金の前払い 
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公共工事の前払金保証事業会社と保険契約を締結し、当該保証証書を添えて工事請負

代金額の「10分の４」以内の額の前払金を請求することが出来る。 

ただし、その支払いは各年度の工事出来高予定額の10分の4以内の額をそれぞれの年

度に行う。なお令和３年度における前払金は、前年度の工事出来高予定額が完成した後

でなければ支払わない。 

(11) 瑕疵担保 

① 工事請負契約基準第３９第２項ただし書に規定する構造耐力上主要な部分とは、建

物の基礎、基礎ぐい、壁、柱、小屋組、土台、斜材（筋かい、方づえ、火打材、その

他これらに類するものをいう。）、床版、屋根版又は横架材（はり、けたその他これ

らに類するものをいう。）で、当該建物の自重若しくは積載荷重、積雪、風圧、土圧

若しくは水圧又は地震その他の震動若しくは衝撃を支えるものとする。 

② 工事請負契約基準第３９第２項ただし書に規定する雨水の浸入を防止する部分とは、

以下のものとする。 

ア 建物の屋根若しくは外壁又はこれらの開口部に設ける戸、わくその他の建具 

イ 雨水を排除するため建物に設ける排水管のうち、当該建物の屋根若しくは外壁の内

部又は屋内にある部分 

(12) 工事関係保険の締結 

この工事の受注者は、速やかに、次の付保条件により、建設工事保険契約（共済その

他これに準じる機能を有するものを含む。）締結すること。 

① 保険対象 

工事請負契約の対象となっている工事全体とすること。 

② 保険契約者 

受注者とすること。 

③ 被保険者 

発注者並びに受注者及びそのすべての下請負人（リース仮設材を使用する場合には、

リース業者を含む。）とすること。 

④ 保険金額 

請負代金額と同額とすること。ただし、支給材料又は貸与品の価額が算入されてい

ないときはその新調達価額を加算し、保険の目的に含まれない工事の費用（解体撤去

工事費、用地費、補償費等をいう。）が算入されているときはその金額を控除するこ

と。 

⑤ 保険金支払額の控除額（免責額） 

請負代金額の１０００分の５の額（この額が２０万円を超えるときは２０万円）未

満とすること。 

⑥ 保険金請求者 

受注者とすること。 

⑦ 保険期間 

工事着手の日から工事目的物の完成引渡しの日までの期間とすること。 

⑧ 特約条項 

ア 同一発注者による同一工事場内における分離発注工事の隣接工区受注者相互間の

求償権不行使特約を付帯すること。 

イ 水災危険担保特約を付帯すること。 

ウ 次の付保条件により、損害賠償責任担保特約を付帯（請負業者賠償責任保険その

他これに準じる機能を有するものを付保することを含む。）すること。 
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(ア) 対人賠償保険金額は、１名につき１億円以上かつ１事故につき１０億円以上と

すること。 

(イ) 対物賠償保険金額は、１事故につき１億円以上とすること。 

(ウ) 発注者受注者相互間の交差責任担保特約を付帯すること。 

(エ) 分離発注工事の隣接工区に対する賠償責任担保特約を付帯すること。 

⑨ その他 

ア ここで示す付保条件は、工事関係保険として最低限必要と思われる付保条件であ

り、受注者が受注者の判断でこれ以上の付保条件で工事関係保険を付保することを

妨げるものでない。ただし、当該付保条件についても発注者が指示したものとみな

す。 

イ 建物の建築工事の受注者は、分離発注される当該建物の付帯設備工事の受注者と

協議の上、建築工事の受注者が保険契約者となり、付帯設備工事の受注者を被保険

者に加え、一括して建設工事保険契約を締結することも可能である。 

ウ 受注者が工事関係保険契約を締結したときは、遅滞なく、その保険証券を発注者

に提示すること。ただし、総括契約方式による付保の場合は、保険会社の引受証明

を発注者に提示すること。 

エ 工事関係保険契約締結後に設計変更等により工事期間又は請負代金額に変更を生

じた場合などには、速やかに、付保条件について変更の手続をとること。 

（13）設計図書に対して疑念があった場合の対応  

  ① 受注者は、設計図書通りに施工すると多額の維持管理費が必要となる場合等には、

必ず、発注者に対して、その旨及び維持管理の見積金額を報告・助言し、設計図書

通りに施工するか否かについて確認することを義務付けるものとする。 

  ② 受注者は、漫然と設計図書に従って施工するのではなく、設計図書、建材等に内

在する危険性や瑕疵等があるときには、必ず、発注者にその旨を報告・助言し、設

計図書通りに施工するか否かについての確認をすることを義務付けるものとする。 

（14）工事請負契約基準第１８の補足  

    設計図書の内容に疑念が生じた場合は、直ちに監督職員に通知し、その確認を請求し

なければならない。 

 

７ 暴力団による不当介入を受けた場合の措置について 

（1）山梨大学が発注する建設工事（以下「発注工事」という。）において、暴力団員、暴

力団準構成員又は暴力団関係者（以下「暴力団員等」という。）による不当要求又は

工事妨害（以下「不当介入」という。）を受けた場合は、断固としてこれを拒否する

とともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要

な協力を行うこと。 

（2）（1）により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速や

かにその内容を記載した書面により発注者に報告すること。 

（3） 発注工事において、暴力団員等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生 

じる等の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。 

 

８ その他 

(1) 工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）への登録 

この工事の受注者は、工事契約内容及び施工内容について契約締結後１０日以内に、

登録内容に変更があったときは登録内容に変更が生じた日から１０日以内に、完成引渡
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しについて完成引渡し後10日以内にそれぞれの情報を財団法人日本建設情報総合センタ

ーの工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）への登録をすること。 

(2) 公共事業労務費調査への協力 

  毎年定期的に実施される公共事業労務費調査への協力を依頼することがあるので、労

働基準法第１０８条による賃金台帳を整備しておくこと。 

  なお、賃金台帳の整備にあたっては、全国建設業協会刊「建設現場の賃金管理の手引

き」によること。 

(3) 建設業退職金共済制度について 

建設業退職金共済組合に加入するとともに、その建設業退職金共済制度の対象となる

労働者について証紙を購入し、当該労働者の共済手帳に証紙を貼付すること。また、「建

設業退職金共済制度適用事業主工事現場」の標識を掲示すること。 

(4)  工事成績評定について 

   この工事は、「公共工事の品質確保の促進に関する施策を総合的に推進するための基本

的な方針について」（平成１７年８月２６日閣議決定）及び「公共工事の入札及び契約

の適正化を図るための処置に関する指針」（平成１８年５月２３日閣議決定）に基づき、

文部科学省が定めた工事成績評定要領（平成２０年１月１７付け１９文科施第３７０号）

による工事成績評定の対象工事である。 

(5) ワンデーレスポンス 

本工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事である。 

① ワンデーレスポンスとは、受注者からの質問、協議に対して、発注者は、基本的に

「その日のうちに」回答するよう対応することである。なお、即日回答が困難な場

合に、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議のうえ、回答期限を設けるなど、

何らかの回答を「その日のうちに」することを含むものとする。 

② 受注者は、実施工程表の提出にあたって、作業間の関連把握や工事の進捗状況等を

把握できる工程管理方法について、監督職員と協議を行うこと。 

③ 受注者は、工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比

較照査し、差異が生じた場合は速やかに文書にて監督職員へ報告すること。 

 （6）主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間について 
 ① 請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の 

搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術 
者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契 
約の締結後、監督職員と協議の上、定める。 

②  工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務 
手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理技術者の工事

現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、発注者が工事の完成を確認した

旨、受注者に通知した日とする。 
（7） 現場代理人の工事現場における常駐を要しない期間について 

① 工事請負契約基準第１０第３項に規定する現場代理人の工事現場における運営、取 
締り及び権限の行使に支障がないとは、以下のものとする。 
ア 請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機   
材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間。）。なお、現場施工に着手する   
日については、請負契約の締結後、監督職員と協議の上、定める。 

イ 工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、   
事務手続、後片付け等のみが残っている期間。なお、検査が終了した日は、発注   
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者が工事の完成を確認した旨、発注者に通知した日とする。 
ウ 工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行われている期間。 
エ 工事現場において作業等が行われていない期間。 

② 工事請負契約基準第１０条第３項に規定する発注者との連絡体制が確保されるとは、 
発注者又は監督職員と携帯電話等で常に連絡が取られること、かつ、発注者又は監督 
職員が求めたときは、工事現場に速やかに向かう等の対応が取られることとする。 

③ その他請負契約の締結後、監督職員と協議の上、現場代理人の工事現場における常 
駐を要しない期間を定める。 

 （8）特別重点調査を受けた者との契約について 

 （9）喫煙場所について 

  学内は全面禁煙となっています。 

(10) 質疑回答 

① 提出期間（質疑の有無にかかわらず、必ず提出すること。） 

令和２年 ８ 月 ２８ 日１７時まで。持参する場合は、上記期間の日曜日、

土曜日及び祝日を除く毎日の９時から１７時までに行うこと。 

② 提出先 

山梨大学施設・環境部施設企画課総務グループ（甲府キャンパス） 

③ 提出方法 

書面を持参又は郵送（書留郵便等の配達記録が残るものに限る。提出期間内必

着。）することにより提出するものとする。 

④ 質疑回答の閲覧日時及び場所 

質問内容及び回答内容は次のとおり山梨大学施設・環境部ＨＰにおいて閲覧に供

する。 

令和２年  ９月 ２日 ９時～令和２年 ９月 ４ 日１７時まで 

（11）数量公開について 

   本工事は、数量公開の対象工事であり、予定価格のもととなる工事費内訳書等から単

価及び金額等を削除するなどの加工・編集を施したもの（以下「数量書」という。）を

参考資料（参考数量）として公開、提供する。数量書は、見積りを行うために必要な図

面及び仕様書の交付と同時に公開する。 

   この数量書に対する質問がある場合においては、次により提出するものとする。 

   なお、上記（10）質問書と数量書に対する質問書は区別して提出するものとする。 

   また、数量書に対する質問書において、数量の差異等に係わる質問については、差異

の根拠となる数量を算出した過程を示す資料も併せて提出するものとする。 

① 提出期間 

書面により令和２年 ８ 月 ２８ 日１７時まで。持参する場合は、上記期間の

日曜日、土曜日及び祝日を除く毎日の９時から１７時までに行うこと。 

② 提出先 

山梨大学施設・環境部施設企画課総務グループ（甲府部キャンパス） 

③ 提出方法 

     持参又は郵送（書留郵便等の配達記録が残るものに限る。提出期間内必着。）に 

より提出するものとする。 

④ 回答書 

数量書に対する質問書への回答書は、山梨大学施設・環境部ＨＰにおいて閲覧に供

する。 
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山留計画図（参考図）

図面番号 図　面　名　称 縮尺通し番号 図面番号 図　面　名　称 縮尺通し番号 図面番号 図　面　名　称 縮尺通し番号 図面番号 図　面　名　称 縮尺通し番号

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

図面リスト（２）

2L

-A2：

A3 :

A1：

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

-

-

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

設計者氏名

設計者氏名

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事
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２．特記仕様

・　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

章 項　目 特　　記　　事　　項

1

各
章
共
通
事
項

・　適用区分

　・　風圧力

　　　　地表面粗度区分（ ・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ）

　・　積雪荷重

この工事現場に下記いずれかの資格を有する電気保安技術者を選任する。

 技術者

1　　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

3　　高等学校又はこれらと同等以上の教育施設において、電気事業法の規

　　 定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第７条第１項各号の科目

　　 を修めて卒業した者

4　　旧電気工事技術者検定規定規則による高圧電気工事技術者の検定に合

　　 格した者

5　　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合格した者

6　　第１種電気工事士の資格を有する者

7　　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

9　　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施設の電

　　 気工学以外の工学に関する学科において一般電気工学（実験を含む）

　　 に関する科目を修めて卒業した者

8　　第２種電気工事士以上の資格を有する者

項　目　名 電気保安

(1.3.3～4)

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。

　　保安責任者

・　電気保安技術者、

　　工事用電力設備の

・　施工条件 (1.3.5)

この工事現場では、次の施工条件による。

　　　　風速（Vo=　　　　m/s）

　　　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　）

・　完成時の提出図書 (1.7.1～3)

　次の図書を監督職員に提出する。また、それらを本工事目的物に関し使用するための権

利については、発注者に委譲する。

・ 完成図（施工図、施工計画書を除く。）

・ 施工計画書

・ 保全に関する資料

・ 施工図（次に示すものを標準とし、提出部数等は監督職員と協議による。）

・ 工事写真（「工事写真撮影要領」による。）

・ 完成写真

　　工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出する。

撮影部位
形式・サイズ 撮影者

提出 画素数

及び箇所数 セット数 及び画質等

・　他工事又は他工種

　　との取合い 　工事区分表による。これにより難い場合は監督職員と協議する。

　電子納品は次の規定に従うものとする。

　１）　貸与する設計図のＣＡＤデータは以下による。

　　　　　貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図の作成の

　　　　　　　　　　ため以外に使用しないこと。

　２）　完成写真の撮影に関する著作者の権利等については次のi）及びii）によることと

　　　し、受注者は撮影者等との契約に当たってもそれらの承諾を条件とする。

　　　　ことができるものとする。この際、著作者名を表示しないこと及びその利用に必要

　　　i ）提出された写真は、国が行う事務及び国が認めた用途に関して、無償で利用する

　　　　な範囲で改変を行うことができるものとする。

　　　ii）受注者及び撮影者等は、撮影時に取得した全ての写真（提出していないものを含

　　　　む。）及びその改変物、複製物を公表、閲覧、譲渡その他一切の方法により第三者

　　　　に使用させてはならない。ただし、あらかじめ発注者の承諾を受けた場合は、この

　　　　限りではない。

　　　エラーがないことを確認した後、ウイルス対策を実施したうえで監督職員に提出する。

　３）　電子納品の対象は上記によるほか、監督職員と受注者で協議を行う。

　４）　電子成果品は、提出前に電子成果品作成支援・検査システムによるチェックを行い、

　　　　　電子媒体：ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ

　５）　提出方法及びファイル形式は以下による。

　　　　　ＣＡＤデータ：ＪＷＷ、ＤＸＦ及びＰＤＦ

　　　　　上記の他、監督職員が認めた形式

  外観正面

　　鉄筋配筋図（納まり図含む）　一式

　　コンクリート躯体図　　　　　一式

　　鉄骨製作図　　　　　　　　　一式

　　カーテンウォール製作図　　　一式

　　機器製作図　　　　　　　　　一式

　　制御システム図　　　　　　　一式

　　試験成績書　　　　　　　　　一式

　　機器・配管固定の施工図　　　一式

　　アルバム（紙又は電子媒体）　１部

　カラー印画紙キャビネ判

　Ａ４アルバム綴じ ※

　電子データ（JPEGフル 　建築完成写真   １箇所 　4500×3000

　カラー・圧縮率1/4程度） 　の撮影実績が　ピクセル以

　カラー木製パネル半切 　ある者で、監　上で画像補

　（324×400mm） 　督職員が承諾　正を行った

　する撮影業者　もの

 上記と異なる

　カラー印画紙キャビネ判

　電子データ（JPEGフル

　カラー・圧縮率1/4程度）

　1280× 960　カラー印画紙キャビネ判

　ピクセル以　Ａ４アルバム綴じ

　上かつ撮影　電子データ

　したデジタ 　　　任意　（JPEGフルカラー） 程度

　ルカメラの

　設定のうち

　最高の画質

注：※ のアルバムは併せて作成する。

　カラー印画紙キャビネ判

　カラー印画紙キャビネ判

　Ａ４アルバム綴じ ※

　　原本（電子媒体）　　　　　　１部

　　　　　ファイル形式：

　　　　　著作者名：

　　CADデータ（電子納品）　　　 　部

　　A3版原図　　　　　　　　　　　部

　　A1版原図　　　　　　　　　　　部

　　A3複写図（製本）　　　　　　　部

　　A1複写図（製本）　　　　　　　部

　　A4ファイル綴じ　　　　　　　　部

　　A4ファイル綴じ　　　　　　　　部

2　　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

 外部：　箇所

 内部：　箇所

 外部：　箇所

 内部：　箇所

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

建築工事特記仕様書（１）

1T

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当
A2：

―A1：

A3：
―

―

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

設計者氏名

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

ＤＡＴＥ
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山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他

30

3

国立大学法人山梨大学
ＪＷＷまたはＤＸＦ及びＰＤＦ

27

 ・ 工事車両の出入りについては、交通誘導員等を配置し、事故等の防止に努めること。 
 ・ 既設附属の診療に影響を与える作業(騒音、振動、粉じん、臭気等)を行う場合は、

 ・ 学校行事により作業中止の場合もある。 
監督職員と相談すること

・　本工事の仮設計画について提示し、監督職員と協議の上、了承を得ること。

・　東病棟の制振補強とりこわし後、存置される杭について、杭位置について作図し、

　　監督職員立合いのもと、現地確認を行うこと。

・　建築物除却届の提出を行うこと。

・　解体工事の際、解体範囲と範囲外の境界部分については、電気・機械各設備の切り離しを行うこと。 

 工 事 仕 様
１．共通仕様

文部科学省発注工事請負等契約規則（文部科学省訓令第二十二号）別記第１号の工事請負

ものを適用する。

（１）

Ⅱ

・ 
・ 

公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成31年版)(以下「標準仕様書」という。)

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事は、
それぞれの工事特記仕様書を適用する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　　　　　）図、
機械設備工事の特記仕様書は（　　　　　）図による。

契約基準、現場説明書、図面　　　枚及び本特記仕様書　　　枚によるほか、○印の付いた

Ⅰ 工 事 概 要

完成期限２．

工事場所１． 山梨県中央市下河東1110（山梨大学下河東団地構内）

令和 ４年 ３月 ３１日（木曜日） 

概成工期

５．

４．

有指定部分

工　事　種　目

有

建物別及び屋外 工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

６．

工事種目（ ・ 印の付いたものが対象工事種目）

・  2 仮設工事

・  3 土工事

・  4 地業工事

・  5 鉄筋工事

・  6 コンクリート工事

・  7 鉄骨工事

・  8 

・  9 防水工事

・ 10 石工事

・ 11 タイル工事

・ 12 木工事

・ 13 屋根及びとい工事

・ 14 金属工事

・ 15 左官工事

・ 16 建具工事

・ 17 カーテンウォール工事

・ 18 塗装工事

・ 19 内装工事

・ 21 排水工事

・ 22 舗装工事

・ 23 植栽及び屋上緑化工事

・ プール工事

・ 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCパネル
・押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

・ 20 ﾕﾆｯﾄ及びその他の工事

・ 

・ 無

無・ 

・ 

対象部分（　　　　　　　　　　　　　　　）

（1.2.1）

指定部分工期　令和　　年　　月　　日（　曜日）

令和　　年　　月　　日（　曜日）

病棟Ⅲ 病棟Ⅲ（耐震棟）

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

一式 一式

階数

構造

工種

建築面積(m2)
建築基準法による

３．建物概要

附属病院

(

( 西病棟

中央診療棟一部棟
東病棟

とりこわし

ＳＲＳＲ

建物名称

とりこわし

７階 ７階

延べ面積(m2)

m210,624

m2（　2,262　　）

m232,258

m2

m21,334

m2

m27,027

m2

（　　620　　）

（　2,692　　）

延べ面積計（㎡） 39,285㎡

※（　　）内は、とりこわし面積

・ 
・ 建築物解体工事共通仕様書(平成31年版)

・ 
・ 

・ 

建築工事標準詳細図(平成28年版)(以下「標準詳細図」という。)

文部科学省建築工事標準仕様書(特記基準)(建築工事編)(平成31年版)(以下「文科仕様書」と

公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(電気設備工事編)(機械設備工事編)(平成31年版)
(以下「改修標準仕様書」という。)

・ 文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(建築工事編)(平成31年版)(以下「文科改修仕
様書」という。)

・ 文部科学省機械設備工事標準仕様書(特記基準)(平成31年版)(以下「文科仕様書」という。)
・ 公共建築設備工事標準図(設備工事編)(統一基準)(平成31年版)

工事写真撮影要領(令和元年7月)
文部科学省機械設備工事標準図(特記基準)(平成31年版)

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

・　材料の検査等 (1.4.4)

材料名 備考

・　技能士 (1.5.2)

技能検定の種別

　仮設工事

　鉄筋工事

　コンクリート工事

適用工事種別

　鉄骨工事

　ブロック・ＡＬＣパネル工事

　ＰＣカーテンウォール工事

　防水工事

　石工事

　タイル工事

　木工事

　屋根、とい工事

　金属工事

　左官工事

　建具工事

　塗装工事

　内装工事

　植栽工事

(1.5.7)

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工事段階及び事項については、監督職員の

立会いを受ける。

・　施工の立会い

備考

(1.5.9)・　化学物質の濃度測定

（１）室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン等

　　　の濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

3　ホルムアルデヒド 　100μg/m　(0.08ppm)以下

指針値（両単位の換算は、25℃の場合による。）

　トルエン 3
　260μg/m　(0.07ppm)以下

　キシレン 3
　200μg/m　(0.05ppm)以下

3　エチルベンゼン 　3800μg/m　(0.88ppm)以下
　スチレン 3

　220μg/m　(0.08ppm)以下

測定対象化学物質

（２）測定対象室及び測定箇所数は以下表による。

階棟名称 採取本数室名

施工の立会いを行う工程

免　震　材　料
Ｐ　Ｃ　板

・とび　　・　

・とび　　・鉄工

・鉄筋施工

・　
・防水施工　　・　
・石材施工　　・　
・ﾀｲﾙ張り　　・　
・建築大工　　・　

・左官　　・　

・塗装　　・　

・基礎位置及び基準地盤高さの設定時
・躯体コンクリートの試料採取時及び各種試験時
・鉄筋圧接試験片採取時、超音波探傷試験及び簡易引張試験時
・鉄骨製品検査
・鉄骨建方受け入れ検査及び高力ボルト締付け検査時
・免震装置受け入れ検査時
・ＰＣ板受け入れ検査及びＰＣ板接続時

病棟Ⅲ

1階

2階

調剤室
薬品倉庫

1検体

保管室
注射薬調整室

3階
サーバー室１
看護部管理室１

4階 安全管理部事務室

5階
共用会議室兼共用ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室
看護師休憩室

6階
看護師休憩室
共用カンファレンス室

7階
看護師休憩室

― 薬剤部搬入口前屋　外

共用カンファレンス室

タスクトレーニングルーム１

1検体
1検体
1検体
1検体
1検体
1検体
1検体
1検体

1検体
1検体
1検体
1検体
1検体

1検体

病棟Ⅲ（耐震棟）

・左官　・型枠施工　・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

・ﾌﾞﾛｯｸ建築・ALCﾊﾟﾈﾙ施工・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工

 ・建築板金　　・ｽﾚｰﾄ施工　　・　
・内装仕上げ施工(鋼製下地)　　・　

・ｻｯｼ施工　　・ｶﾞﾗｽ施工　　・　

・造園　　・　

・内装仕上げ施工(床，天井仕上等)・表装

・　材料の品質等 (1.4.2)

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及

　　　び性能を有するものとする。

（２）備考欄に商品名が記載された材料は、同等品を使用するものとし、同等品を使用する

　　　場合は監督職員の承諾を受ける。

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する

　　　工法とする。

（４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者は、次の①から⑥す

　　　べての事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び

　　　性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製

　　　る。

　　　造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができ

　　　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　③安定的な供給が可能であること。

　　　④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

（３）測定方法は、（・吸引方式（アクティブ法）・拡散方式（パッシブ法））により行う。

（４）文部科学省の「学校環境衛生基準」に基づき、採取は室内の温度が高い時期に行い、

　　　吸引方式では30分間で２回以上、拡散方式では８時間以上行う。

（５）測定結果が指針値を超えていた場合は、発生源を特定し、換気等の措置を講じた後、

　　　再度測定し、基準値以下であることを確認してから引渡しを行う。

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」

　　　とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当

　　　する材料を指す。

　　　①建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアル

　　　　デヒド発散建築材料以外の材料

　　　②建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　③建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　　④建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

・　環境への配慮 (1.4.1)

（１）建築物内部に使用する材料等とは、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

　　　と共に、次の①から④を満たすものとする。

　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断

　　　熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極

　　　めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じ

　　　た材料を使用する。

　②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

　　　使用する。

　③　接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－ｎ－エチルヘキシル等

　　　を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデ

　　　ヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使

　　　用したものとする。

（３）現場において再利用を図るもの

　　２）処理方法

・　発生材の処理等 (1.3.11)

（１）引渡しを要するもの

（２）特別管理産業廃棄物

　　１）品名　　　　　

　　２）引渡し先　　　

　　３）集積場所　　　

　　１）品名　　　　　

（４）再資源化を図るもの

　　１）品名　　　　　

　　２）使用箇所　　　

　　１）品名　　　　　

（５）その他発生材については、標準仕様書に従い、適切に処理する。
金属類、コンクリート、木材、アスファルト塊、発生土

特別管理産業廃棄物「廃石綿等」
５章　特別管理産業廃棄物等の処理による

コンクリート屑
ピット部〈解体作業を行うための埋め戻し用〉

23420

病棟Ⅲ（免震・耐震）

新築

Ｓ

７階・塔屋１

1,469.00㎡

7,951.63㎡

7,951.63㎡ （　12,956㎡　）

（　10,264　　）

（１）本特記仕様書の表記
　　１）項目は、・ 印の付いたものを適用する。
　　２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。
　　　　・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。
　　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　　　　特記事項に記載の　[　　]　内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。
　　３）特記事項に記載の　(　　)　内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　　特記事項に記載の ((　　)) 内表示番号は、文科仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。
　　　　特記事項に記載の [[　　]] 内表示番号は、文科改修仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　４） Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に
　　　　基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成31年2月8日変更閣議決定）」に定める
　　　　特定調達物品における判断の基準（特定調達品目「公共工事」においては表１中の品目ごとの判
　　　　断の基準）を満たすものを示す。

　　　　特記事項に記載の [　　] 内表示番号は、　建築物解体工事共通仕様書(平成31年版)

　　粉じん対策等を図ること。

・　本工事の増築取り合い部については、適宜、仮設間仕切壁（LGS+GB-Rｱ12.5×2）を設置の上、四周目張りを行い、

・　平成１２年建設省告示第2009号第４の五の規定

「出入口その他見やすい場所に、免震建築物であることその他必要な事項を表記すること。」にならい、免震建築物の外壁面に高さ

約60㎝×幅40㎝程度のサインを2か所設置すること。

・　「中央診療棟等改修工事」＜工期：令和4 年3 月31 日（木）＞と工期が　ラップするため、工程及び安全対策等について、調整を図ること。

・　東病棟及び中央診療棟5～6階における内部取り壊し着手は、令和2年11月1日とする。

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形



　厚さ　　　　　　　　　　・　　　　　　mm以上

　材料構成による区分　　　※R種

　厚さ　　　　　　　　　　・　　　　　　mm以上

型枠締付け材にコーンが使用されている部分及び防水材の塗布面以外の下地処理

・ 

・ 

防水

合成高分子系

ルーフィングシート

改質アスファルト

シート防水

・ 

・ 

・ 

シーリング

ケイ酸質系塗布防水

塗膜防水

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

 仕様

 の製造所の

 ングシート

 ※ルーフィ

 仕様

 の製造所の

 ングシート

 ・ルーフィ

 ート

 エチレンシ

 ※発泡ポリ

 仕様

 の製造所の

 ングシート

 ※ルーフィ

 仕様

 の製造所の

 ングシート

 ・ルーフィ

 ート

 エチレンシ

 ※発泡ポリ

 仕様

 の製造所の

 ングシート

 ※ルーフィ

 仕様

 の製造所の

 ングシート

　シートの

（種類）

　シート

 9.4.2(3)(ｴ)(b)

※標準仕様書

 ・ルーフィ

  防湿用

 所の仕様

 ートの製造

 ファルトシ

 ※改質アス

 所の仕様

 ートの製造

 ファルトシ

 ・ 

 ・改質アス

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 使用量 種類

  仕上塗料

  使用量  種類

、 )

の適用
射率防水
高日射反

(9.4.2～4) (9.4.1～3)

(9.3.2　3)

の適用トの材質

  る）

  仕様によ

 箇所

射率防水
高日射反

絶縁用シー   　　　   断熱材施工箇所
　 種  別

   仕上塗料

・Ｓ-Ｍ２

・Ｓ-Ｍ１

・Ｓ-Ｆ２

・Ｓ-Ｆ１

・Ｓ-Ｍ３

  製造所の

  ファルト

　防水層の種別

（改質アス

   断熱材 施工

・ＡＳＩ-Ｊ１

・ＡＳＩ-Ｔ１

　 種   別

・ＡＳ-Ｔ３

・ＡＳ-Ｊ１

・ＡＳ-Ｔ２

・ＡＳ-Ｔ１

・ＡＳ-Ｔ４

(表{ 9.3.1～3)

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　　

・Ｅ－１ ・Ｅ－２

　       施工個所　   種別 　種   別 　        施工個所

保護層　・設ける（※図示　・　　　　）　・設けない

屋根排水溝　※図示　

　防水層の種別

　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

防水層の下地のモルタル塗り　・適用する（施工範囲　※図示　・　　　　　）

押え金物の材質、形状及び寸法

防水層の下地の立上り

※コンクリート打放し仕上げ　標準仕様書表{6.2.4[打放し仕上げ種別]のB種　・ 

屋内防水

　設置数量　　・　　　　　個　　※改質アスファルトシートの製造所の指定

　種類　・　　　　　　　　　　　※改質アスファルトシートの製造所の指定

屋根露出防水絶縁工法及び屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

　用途による区分　　　　　

　厚さ　　　　　　　　　　・　　　　　　mm以上

　材料構成による区分　　　※R種

　用途による区分　　　　　

　材料構成による区分　　　※R種

　用途による区分　　　　　

  ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度

押え金物の材質、形状及び寸法

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ
※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　　　・機械的固定方法

　　　・接着工法　　立上り面のシート厚さ　・　　　※1.5mm

　　　・設ける

　　　・設けない

　Ｓ-Ｍ２またはＳＩ-Ｍ２の立上り部の工法

　ＳＩ-Ｆ1､ＳＩ-Ｆ２､ＳＩ-Ｍ１及びＳＩ-Ｍ２における防湿用フィルムの設置

屋内防水

　防水層の種別

・ Ｓ－Ｃ1

平場のモルタル塗り 施工箇所　  種別

　　　　　　　　　　　　　　　保護層

 立上り部の保護

塗厚 モルタル塗厚

・ 

※7ｍｍ以下　・床塗り工法

・下地モルタル塗り

屋内保護密着工法

平場のモルタル塗りの目地　　・種類　　・目地割　　・図示

Ｇ

　・引張接着性試験

　※簡易接着性試験

接着性試験

※標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による

・図示 

・ 

　・図示

　　防水材の製造所の指定する材料を充填

　※打継ぎ部分に対し、幅30mm及び深さ30mmにＶ形にはつり、水洗い清掃した後、

　・図示

コンクリートの打継ぎ箇所の処理

下地処理

　天井部　（・　　　　　　　※コンクリート打放し仕上げ (表{6.2.4　B種)）

　壁　　　（・　　　　　　　※コンクリート打放し仕上げ (表{6.2.4　B種)）

防水層の下地

　※主材料の製造所の仕様

　工程数及び各工程の使用量

ゴムアスファルト系塗膜防水Ｙ-１､Ｙ-２

　　　　　　※主材料の製造所の仕様

　　　　　　※主材料の製造所の仕様

　設置数量　・　　　　　個

　種類　　　

ウレタンゴム系塗膜防水Ｘ-１（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量

　　　　　　※ルーフィングシートの製造所の仕様

　　　　　　※ルーフィングシートの製造所の仕様

　設置数量　

　種類　　　

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

　　厚さ　

　　種類　

 造所の仕様

※主材料の製

 造所の仕様

・主材料の製

 造所の仕様

※主材料の製

 造所の仕様

・主材料の製

　・行う（・図示　　・　　　　　　　）　

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）

　・行う（・図示　　・　　　　　　　）　　

接着工法においてプレキャストコンクリート部材下地の目地処理 

固定金具の材質、形状及び寸法

シーリング材の目地寸法

・ Ｃ－ＵＩ

・ ・ 

・ 

  使用量 種類

　※標準仕様書表{9.4.1、表{9.4.2及び表{9.4.3による　・ 

(9.6.1、3、4)(表{9.6.1、2)

・ 

(9.5.3)(表{ 9.5.1、2)

・ 

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

下表以外は、標準仕様書表{ 9.7.1による

防水の適用
高日射反射率

・ 

・ 適用しない

  建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

防水層の種別

防水層の種別

※屋内防水　

※地下外壁防水

　 仕上塗料

ルーフィングシートの種類及び厚さ

　　　　　施工箇所　　種別　   　種別 　　　　施工箇所

・ Ｃ－ＵＰ

(9.7.2、3、5)(表{ 9.7.1)

・ 適用する

    保護層

・Ｙ-２

　　　　　　シーリング材の種類（記号）　　　　　　施工箇所

　 種別 　　 施工個所

・Ｙ-１

・Ｘ-２

・Ｘ-１

標準仕様書

 9.3.2(3)(ｳ)

（種類）

・設ける 

・設けない 

　※厚さ0.4ｍｍ以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは

　  両面に樹脂を積層加工したもの

ただし、外壁タイル接着剤張り目地の場合のシーリングは11章に、カーテンウォール目地の

場合のシーリングは17章による

足場その他・ (2.2.4)

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライン

の別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方

式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

2
仮
設
工
事

埋戻し及び盛土

帳壁及び塀

コンクリートブロック

ブロック造

補強コンクリート

パネル

・ 

・ 

・ 

・ ALC

特記仕様書（構造関係）による

特記仕様書（構造関係）による

特記仕様書（構造関係）による

・ C種 ・ D種 ・間仕切壁パネル

・床パネル

・屋根パネル

（N/m2）

・外壁パネル

 正味厚さ

・ A種 ・ B種

 厚さ   　 構法の種別

 (8.4.2～5)

   F種

目地幅（mm） 

・ 

 断面形状及び圧縮強さ 正味厚さ ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

  化粧の有無

  長さ   高さ

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

  長さ   (mm)   高さ

・無　・有

   (mm)

・無　・有

(表{8.3.1)以外
の適用箇所 

単位荷重    耐火性能

有（１）時間

・有（　）時間

 (mm)
 長さ

・120

・ 

・ 

・ 

  加工

  表面

・平

・意匠 

・平

・意匠 

 適用箇所 

  平

・有（１）時間 

有（0.5）時間

による区分

 断面形状及び圧縮強さ
による区分

　 備考

　 備考

 ・無　・有

・無 

  化粧の有無

・無　・有

・無　・有

・ E種　

(3.2.3)

外壁、屋根パネルの工法

パネルの区分

・パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合

     建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・　　

パネルと他部材との取り合い部の

・ 

ブロックの種類等 (8.3.2)

 (8.3.2、3、4)

 (8.2.2、3、5)

パネル短辺小口相互の接合部、外壁、間仕切壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部並びに

モルタルの調合（容積比）　(8.2.3)

　　　　　　　　・ 　　　　　　　　※10～20

 (mm)

ブロックの種類等 (8.2.2)

塀の厚さ　(8.3.2)

外壁、間仕切壁パネルの伸縮調整目地への耐火目地材の充填　・適用する　・適用しない

各部の配筋　(8.2.5)

　・セメント（　　　　　　　）：砂（　　　　　　　）

　※図示による（　　　　　）　

壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　(8.3.4)

各部の配筋　(8.3.4)

　※図示による（　　　　　）　

　※図示による（　　　　　）　

 (mm)
幅

パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材

3
土
工
事

鉄
筋
工
事

5

6
コ
ン
ク
リ
｜
ト
工
事

7
鉄
骨
工
事

8
コ
ン
ク
リ
｜
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

アスファルト防水

押出成形セメント板

・ 

・ 
（ＥＣＰ）

(9.2.2～5)(表{ 9.2.3～9)

・　Ａ－１

・  Ｂ－１

・　Ｂ－３

・  Ａ－２

・  Ａ－３

　 種   別    施工箇所    　　　断熱材

・  Ｂ－２

・　ＡＩ－１

・　ＡI－２

・　ＡI－３

・　ＢＩ－１

・　ＢＩ－２

・　ＢＩ－３

・間仕切壁パネル

・外壁パネル

　パネルの種類  　厚さ(mm）

・B 種

・C 種

(8.5.2～5)

  幅(mm）

・B 種

・A 種

 工法の種別

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　※標準仕様書表9.2.5から標準仕様書表9.2.8による　　

平場の保護コンクリートの厚さ

　防水層の種別

屋根保護防水

　600・50 ・60 

・60 

・50 ・60 

外壁パネルの工法

 長辺

 短辺パネルに開口

　　　　開口の大きさ   切断後のパネルの残り部分の幅

　・      　・図示

を設ける場合

パネルを切り

欠く場合  長辺

 短辺

　・      　・図示

　・      　・図示

　・      　・図示

　・      　・図示

　・      　・図示

　・      　・図示

　・      　・図示

　 備考

　※標準仕様書表9.2.3から標準仕様書表9.2.8による　　

・Ｔ(ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）  

・Ｄ(ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）   

・Ｆ(ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）    

・Ｔ(ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）  

・Ｄ(ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）   

・Ｆ(ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）    

・50mm

     建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　600

（厚さ）

・25mm　

　　形状

パネル相互の目地幅(mm)　・長辺　　　、短辺　　　

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)　※15程度　・ 

パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合 ・　　　　

耐火構造以外の目地及び隙間の処理　・　　　※パネルの製造所の仕様

50mm 

　用途による区分　　　　　

　厚さ　　　　　　　　　　・　　　　　　mm以上

　材料構成による区分　　　※R種

　用途による区分　　　　　

　材料構成による区分　　　※R種

　厚さ　　　　　　　　　　・　　　　　　mm以上

Ｇ

・乾式保護材 　

　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの。 

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を考慮した

強度を確認のうえ、施工計画書を提出する。

(種類)※JIS A 9521に基づく

断熱材３種bA(スキン層付き)

押出法ポリスチレンフォーム 

・　ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

   70g/m2程度

※JIS R 1250

・ 砂付ｱｽﾌｧﾙﾄ

・　れんが押え

保護方法

・  乾式保護材

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

厚さ0.15mm以上

 絶縁用シート
 立上り部の

　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ

　　　　　　　　養生したもの。 

9
防
水
工
事 ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　

　床タイル張り　※水下　60mm以上　・　

特記仕様書（構造関係）による4
地
業
工
事

・空洞ブロックＣ(16)　　

・型枠状ブロック 20　　

・100

・100

・100

・100

・50 ・60 ・　

・50 ・60 ・　

・ 50ｍｍ

・ 25ｍｍ

・ 

（厚さ）

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　

※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

(厚さ）

 ート

 エチレンシ

 ※発泡ポリ

 仕様

 の製造所の

 ングシート

 ※ルーフィ

 仕様

 の製造所の

 ングシート

 ・ルーフィ

（種類）
 9.4.2(3)(ｴ)(a)

※標準仕様書  ・ ・ 

・ 
(厚さ）

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

防水の適用

仕上塗料
　 種別 施工箇所   　　　     断熱材

種類 使用量

・ 

　防水層の種別

屋根露出防水

・ 50ｍｍ

・ 

高日射反射率

        ・ 

        ・ 

        ・ 

        ・ 

        ・ 

        ・ 

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじま

い位置     ※図示　・ 

標準仕様書 9.2.2(9)

（種類）

・ 25ｍｍ

(厚さ）　

・ 

屋根露出防水絶縁工法及び屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

　種類　・　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　設置数量　　・　　　　　個　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　類の製造

　所の仕様

　類の製造

　所の仕様

・Ｄ－１

・Ｄ－２

・Ｄ－３

・Ｄ－４

・DI－２

・DI－１

・ｱｽﾌｧﾙﾄ

　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

※ｱｽﾌｧﾙﾄ

　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

Ｇ
Ｇ

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

建築工事特記仕様書（２）

2T

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当
A2：

―A1：

A3：
―

―

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

設計者氏名

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

ＤＡＴＥ

'20 3

屋根Ⅲ-3

各ｼｰﾄ防水
(立上り部)

屋根Ⅲ-1

・ 

・ 

屋根Ⅲ-4

・ 

屋根Ⅲ-5

図中　Ｔ防　記載部

屋根Ⅲ-2

製造所・製品名

クリオン（株）　：　クリオン厚形パネル

旭化成建材（株）　：　へーベル

住友金属鉱山シポレックス（株）　：　シポレックス 同等品

・60 

  ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

3種bA

・ 

・ 

（スキン層付）

50mm

・ＳＩ-Ｆ２

・ＳＩ-Ｆ１

・ＳＩ-Ｍ１

・ＳＩ-Ｍ２

材料及び工法

・ Ａ 種 　適用場所（　　　　　　　　　）　

・ Ｂ 種 　適用場所（　　　　　　　　　）　

細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。

・ Ｄ 種

種別　

・ 材料（　　　　　　　　　）　工法（　　　　　　　　　）

※表{3.2.1による

品質
           適用場所（    　　　　　　　）

・ Ｃ 種 　適用場所（　　　　　　　　　）土質（　　　　　　）受渡場所（　　　　　）　

・ 山留めの撤去 (3.3.3)

鋼矢板等の抜き後の処理　・　　　　　　　　※ 直ちに砂等で充填する

山留めの在置

・行う　　（在置範囲　　※図示　　　　　　　　　　　　　）

建設発生土の処理・                      ・構内指示の場所に堆積  ・構内指示の場所に敷き均し※ (1.3.11) による  (3.2.5)

・東病棟基礎部解体前に行う山留を打ち込む前に、躯体解体で発生するコンクリート屑と

構内に体積している良質な根切土を仮設的な埋戻し用として利用し、解体終了後はすべて

使用し、埋戻しを行うこと。

撤去処分とする。また、制振装置撤去部については、同様に構内にたい積良質な根切土を

mutsumik
四角形



・ 木質系セメント板

・ 

合板張り

せっこうボード、

その他のボード及び

・ 
フリーアクセスフロア

・ せっこうボード

・ 9.5（準不燃）　・ 12.5（不燃）・ 15（不燃）

※規制対象外　

合板類、MDF及びパーティクルボード、接着剤のホルムアルデヒド放散量

防虫処理　・行う　・行わない

接着の程度　・1類　・2類  

厚さ　※図示　

・ 特殊加工化粧合板

化粧板の樹種名　・ 天然木化粧合板

防虫処理　・行う　・行わない

接着の程度　・1類　・2類  

厚さ　※図示　

板面の品質（　　　） 

表板の樹種名　・ ・ 普通合板

 ・ 9.5（不燃） 

・ 

　・ 化粧せっこう吸音板（ＧＢ-ＰＤ）

　・ 化粧せっこうボード（ＧＢ-Ｄ）

・ ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様　9.5 (不燃) 

9.5

12.5（・不燃　・準不燃）

　　　　　　　・化粧無（下地張り用） 

 　　・化粧有（トラバーチン模様）

9.5 (不燃) 

　 　模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り

・ 木目　12.5（不燃）幅 440mm 程度

　・ せっこうラスボード

　・ 強化せっこうボード（ＧＢ-Ｒ（Ｈ））

　・ ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうボード（ＧＢ-Ｓ）

　・ 不燃積層せっこうボード

・ せっこうボード（ＧＢ-Ｒ）

・ 25 (ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　　・ 

・ 25　　・ 

　　　　   　　・　　　　　　　　　　 　）

　　　　　　　   　・　　　　　　　　　　）

・ フラットタイプ（・ 9(不燃）・ 12(不燃）

・ 凹凸タイプ（・ 12(不燃）　・ 15(不燃）

　・ ロックウール吸音ボード（1号）

　・ ロックウール化粧吸音板

・ 吸音材料

・ 

・ 　・ 

ＤＣ
ＤＶ

・ 10（難燃）・ 12（難燃）・  

・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ     ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ 

・ 塗装 

ＶＮ・ 無研磨板     　　・ 研磨板

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18      

　・ 化粧パーティクルボード

　・ 単板張りパーティクルボード

・ パーティクルボード

・内装用　　 ・外装用 

　・ 

　・ インシュレーションボード

　・ ハードボード（化粧）

　・ ハードボード（素地）

　・ ＭＤＦ（普通）

　・ 木片セメント板

　　・ 硬質　　・ 普通

　・ 木毛セメント板

・ 繊維板

A級（天井仕上げ　・内装仕上げ　・　　　）

　未

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18  

・研磨板　（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ） 

・　研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ） 

　　・ 硬質　　・ 中質　　・ 普通

厚さ(mm)、規格等

・ 15　　・ 20　　・ 25　　

・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 21　 ・30　 

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12      

・ 2.5　・ 3.5　・ 5　・ 7 

種類等

(19.7.2、3)(表{ 19.7.1)

・現場発泡断熱材 

  吹き付け厚さ（mm）　　・25　・30　・ 50  　

  断熱材の種類　・A種1　　・A種1またはA種1H　　

　　※　±0.5mm以内

  フリーアクセスフロアの高さ

　　　　　　　　　500mm以下の場合　　±0.5mm以内

　　※各辺の長さが500mmを超える場合　±0.1％以内

　パネルの平面形状（角度）

　　　　　　　　　500mm以下の場合　　±0.5mm以内

　　※各辺の長さが500mmを超える場合　±0.1％以内

　・　　　　　　　　　※標準仕様書20.2.2(2)(オ)(a)～(c)による　 

　パネルの長さ

・ 

・ 

  施工箇所　・図示　・ 　 

・断熱材現場発泡工法 　　

備考

・5000N

・ 

寸法精度 

・ 
・500×500

(mm)

寸法

(mm)

・3000N

耐震性能 所定荷重
高さ

  整式

・支柱調

施工箇所

(20.2.2)

表面仕上材

・1.0Ｇ ・帯電防止床ﾀｲﾙ

工法

・置敷式

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ・0.6Ｇ

ＤＯ

ＲＳ
ＲＮ

 ＤＥＤＩ

ＶＳ

　・ ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（32K）（ＧＷ-Ｂ）

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ・ 

・ 

断熱材

壁紙張り

・ 6　　・ 8　　

・ ポリエステル樹脂化粧板

・ メラミン樹脂化粧板

・ けい酸カルシウム板（タイプ 2）

防虫処理　・行う　・行わない

接着の程度　・1類　・2類  

厚さ　※図示　

表面性能　

JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・　　　）

せっこうボード等の下地は図示による。

せっこうボードの目地工法　・仕上表による　

合板類の張付け　　※B種 　・A種　

 　　　　　　　　 ・適用しない 

遮音シール材　　　・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

・ 

フェノールフォーム、を使用した断熱材のホルムアルデヒド放散量

の素地ごしらえ　※B種 　・A種　

・ 

・ 

・ 

・ 

・ ・ 

・ フェノールフォーム断熱材

・硬質ウレタンフォーム断熱材

　(スキン層なし)

・ 

・ ・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材

・ ・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・断熱材打込み工法 

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　　※B種 　・A種　

コンクリート　

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　※B種 　・A種　

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

(19.8.2、3)

無機質
防火性能

・ 不燃・ 準不燃

繊維 ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ

その他

種類 厚さ(mm) 施工箇所

(19.9.2、3)

備考
紙

施工箇所
壁紙の種類

化粧加工の方法 

 （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装　・　　　 ） 

20
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 

・ 

・ 

・ 

表示

鏡

ホワイトボード

黒板及び

煙突ライニング

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

ト間知ブロック積み

間知石及びコンクリー

           コンクリート

プレキャスト

旗竿

フェンス

旗竿受金物

車止め支柱

ジョイント金物

エキスパンション

止水板

耐震スリット

流し台ユニット

くつふきマット

　　材質　　　　（　・ステンレス製　　　・　　　　　　　　　　）
　　形状・寸法　（　・３０φ　　　・　　　　　　　　　）

・衝突防止表示

その他の表示　※図示

・適用する（※消防法に適合する市販品　・　　　　　　　　　） 

誘導標識、非常用進入口等の表示

・ホワイトボード

　　色　　　・　　　　　※緑
　　種類　　・　　　　　・鋼製黒板　　　・ほうろう黒板　　　

　　区分　　・　　　　　※焼き付け

・黒板　

取付箇所　（　　　　　　　　　　　　）

色、書体、印刷等の種別、取付け形式等は図示による。

案内用図記号はJIS Z 8210による。 

(20.2.8)

　(20.2.10)

(20.2.9)

寸法（mm）    ・ 図示        

厚さ（mm）    ※ 5           

　(20.2.11)

・ 煙突用成形ライニング材

伸縮調整目地　　

式

目地材の材質は標準仕様書表{9.7.1による

・ 垂直方向

（２） 構成材は、JIS A 4420の8により試験を行ったとき、表{1の規定による。

（１） 外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1による。

(品質・性能{)　 

(20.4.2、3)

(20.3.3、4)

　・Ｂ 

・ ・ 

・ 

厚さ　　・図示　　・ 

材種　　・図示　　・ 　　　　　　

目塗り　・図示

積み方　※谷積み　・布積み 

　・Ａ 　　　－
　間知ブロック

・コンクリート

　　　－ 　　　 －

質量区分
・間知石

・凝灰岩 

・花こう岩 

備考種類材種

・ 

  ※図示 

取付け方法 　

  ・図示 

  ※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する。 　

備考

配筋 　

　・図示 

コンクリートの設計基準強度 

高さ　　　　　　　・図示　　・ 

　　　　　　　　  ・アルミフェンス

　                ・鋼管フェンス 　

 　　　　　　　　 ・樹脂塗装メッシュフェンス 　　　　　　　　

フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・ 

・ 

・ステンレス製 ・ 

柱径、肉厚(mm)

・上下式鎖内蔵式

・スプリング式 

・標準品 

高さ(mm)材種形式

・バンド式 

・ベース式 

・埋込式 ・ハンドル式 

・ロープ式 

操作方法
・アルミニウム合金製

・同一断面式 

・テーパー式 

高さ(mm) 固定方法形式材種

材　種　・ ステンレス製 (SUS 304)  

外部は防水型とする

・無し 

・アルミニウム製

・ステンレス製 ・150  

・50　・100 ・有り（　　　　）

耐火性能 備考クリアランス(mm)材種

施工箇所　　・ 図示　　　

・ 

・ 

目地

　　　　目地

・幅20×深さ10

           　内壁            　外壁

目地寸法（mm）

・ 完全（全貫通型）

・シーリング材(見え掛かりのみ）

・幅20×深さ10

形状　　　　※図示　　　

天板ステンレス製

天板ステンレス製

・620

・670

・1段式　・ 

ステンレス製 

バックガード有り

市販品 

市販品 

市販品 

    -    -

・600 

・1200 

・900 

・1200 

・900 ・700 

・500・450 

・550 

・650 

・600 

・600 

市販品 

トラップ付き  

・800 

・850 

・550 

・600 

・650 

・1200 

・1500 

備考
ＨＤＷ

寸法(mm)

・1800 

・水切り 

・つり戸棚 

・流し台 

・コンロ台 

材種

・ 

・ 

・ステンレス鋼（SUS304)製 

・塩化ビニル又はゴム製 

・硬質アルミニウム合金製 ・硬質アルミニウム合金  

・ステンレス鋼（SUS304） 

備考受け枠材種

形　　　　　・ 差込式　　・ 据置式　　・ 壁張り式

・シーリング材（内外とも）

備考

・シーリング材(見え掛かりのみ）

・ 有り

・ 無し

防水性能

・ 耐火型

タイプ方　向

・ 水平方向

目地材

・ 非耐火型

耐火性能

　※水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/m2を満足する調合強度 

・ 

・ 可動間仕切

移動間仕切

・   

・ 

耐力及び変形量が使用上支障のないものとする。  

　※パネル重量の５倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナー数で除した値に対して、

ランナー

よる種類

よる種類

パネル圧接 
操作方法に

パネル表面仕上材

仕上げ

構造形式に

パネル材料のホルムアルデヒド放出量　※JIS A 6512によりＦ☆☆☆☆以上

対応する材質とする。

ドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、標準仕様書16章8節の建具用金物に

  ・図示 

操作方法 

・不燃

性能
防火

・ 

・鋼板

 ｱｸﾘﾙ樹脂焼

    補強する。 　　

  ※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように

ハンガーレールの取付け下地の補強 　

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする 　

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能は標準仕様書19章による 　

・ 

・ハンドル式 

・プッシュ式

・部分電動式 

・電動式 

・手動式 

装置の

・ 36以上

・ 36未満

材質
(mm)
総厚さ

(db/500Hz)

・ 二方向 移動式 

・焼付塗装 

・壁紙張り 

遮音性
構造形式

・ 平行方向 移動式 

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による 

表面仕上材

・ 36

・ 28

・ 20

・ 12

・ 0

(db/500Hz)
パネル

パネル表面仕上げ

・ スタッド式(露出）

パネル内に取付ける建具 ・あり（※図示　・　　　） ・なし 

・ 壁紙張り  

構成基材の種類

スタッド

・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付又は

遮音性

・ スタッドパネル式

・ スタッド式(内蔵）

・ パネル式

(20.2.3)

(20.2.4)

・ トイレブース

表面材の材料

・ ・ 表面材と同材 

・ ステンレス製 

・ アルミニウム製 

・ Ｒ・ 

材質形状形状

脚部

・ 標準 ※幅木タイプ  

・ ポリエステル樹脂系化粧板  

・ メラミン樹脂系化粧板 

ドアエッジ

(20.2.5)

・ 

・ 

手すり

階段滑り止め

・  

幅(mm)　・　　　　　端部フラットエンド（・あり　・なし）

取付け工法　　※接着工法　　・埋め込み工法

　　　　　　材質　（　ゴム又は合成樹脂　）

滑り止め材　形状　（　・ひも型　　・タイヤ型　　）

・ビニル製ハンドレール

・ 

直径(mm) 取付箇所

・集成材 

備考

・クリアラッカー 

材種 表面仕上げ

　(20.2.6）

・35   

・45   

材種　　（・ステンレス製　・黄銅製押出型材　・アルミニウム製押出型材　・　　　　）

Ｇ

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

及びカーテンボックス

ブラインドボックス

カーテンレール

カーテン

ロールスクリーン

ブラインド

Ｇ

Ｇ

色合い　　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　　）
種別（標準仕様書表{14.2.1）　・BC-1

※アルミニウム又はアルミニウム合金の押出し成型材　

材料による区分　　　　　　　　　　　

その他の材料　・　　　　　　　　　　　※ロールスクリーンの製造所の仕様による
品質等　　　  

材種　　　　  ・ガラス繊維製　　・合成・天然繊維製　　・木製

幅・高さ　　  ・図示

操作方式　    ・スプリング式　　・コード式　　・電動式

スラットの材質

・クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工 

・アルミスラット　焼付け塗装仕上げ 

幅・高さ

・縦形

・横形

する場合は    とする。

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用
（暗幕）

箇所

        ・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

　　　  ・アルミニウム製　押出し型材（市販品） 　　　　　　

材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　） 　

溝型×深さ（mm）　・90×150　・120×80　・120×150　・150×80　・図示 

形状　　　　　　　　※角形　　　　　　・ 

仕上げ　　　　　　　※アルマイト　　　・ 

強さによる区分　　　※10-90　　　　 　・ 

品質、特殊加工等
きれ地の種別、

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上　

・ 

・図示

・プレーンひだ、片ひだ 

・箱ひだ、つまひだ 

・電動

・ひも引き

・手引き

開閉操作 ひだの種類

・フランスひだ 

取付

・引分け・ダブル

・シングル

備考

・片引き

形式

・手動

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　　とする。

・ 
・図示ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製

・ ・ 
※鋼製 ・図示

取付箇所 の材種

ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙｽﾗｯﾄ幅

・ 　－・電動

・ 

　－・電動

・手動

操作方法
(mm)

スラットの材種

　　　　　　　　　　・ステンレス製

　(20.2.14)

　(20.2.14)

   合金製・コード式

　(20.2.13)

　(20.2.12)

・ 80

・ 100

※ 25

・ クロススラット
・ アルミスラット

・ 

種　類形　式

・１本操作ｺｰﾄﾞ式

※２本操作ｺｰﾄﾞ式

・操作棒式

※ギヤ式　 ※ アルミニウム

Ｇ

・額縁タイプ 

・目地タイプ 

・額縁タイプ ・アルミニウム製
内枠

・屋内用 ・目地タイプ ・ 

・ 

・600×600  

・450×450 

・気密形

・一般形 ・屋内外用 

形式 外枠寸法材種

・BC-2

・ 天井点検口

・鋼製 

・密閉形 

・鍵付き・アルミニウム製

・屋内用 ・ステンレス製 

・ 

・600×600  

・450×450 ・一般形 ・屋内外用 

形式 備考寸法材種
・ 床点検口

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

建築工事特記仕様書（７）
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ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当
A2：

―A1：

A3：
―

―

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

設計者氏名

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

ＤＡＴＥ

'20 3

Ｇ

　・ 強化せっこうボード（ＧＢ-Ｆ）

　・ 強化せっこうボード（ＧＢ-Ｆ（Ｖ））

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）   ・21（不燃）

図示による50

・900

・図示・図示

・ 

製造所・製品名

ＶＣ-１ 東リ（株）：フィルム抗菌汚れ防止エバールスーパーハード

サンゲツ（株）：フィルム汚れ防止壁紙

同等品

図中　ＶＣ-１

製造所・製品名

化粧せっこう吸音板（?

化粧けい酸カルシウム板（1.0FK）

同等品吉野石膏（株）　：　スクエアトーンＤ

（株）エーアンドエーマテリアル　：　ステンド♯500 同等品

FAF下地
VT(KT)ｧ2.0
静電ﾀｲﾌﾟ
(工場張り)

・ 

・ 

・5000N

・ 
・ 
・500×500

・3000N
  整式

・支柱調
・1.0Ｇ ・帯電防止床ﾀｲﾙ・置敷式

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ・0.6Ｇ

・図示・図示

FAF下地
CAR（A）

製造所・製品名

ＦＡＦ ニチアス（株）　：　ニチアスオメガフロア

同等品

・ LGF部　1箇所／20㎡

・ 9.5（不燃）

mutsumik
四角形



　   

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

改修工事特記仕様書（2）

13T
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－

－

A2：

A3 :

A1：

3

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧ ＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

設計者氏名

設計者氏名

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

－

・

表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

形状寸法等を調査する。

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

錆汁の流出の有無を調査する。

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

調査内容

施工数量調査

調査報告書の部数　・ ２部　

調査範囲　・ 外壁改修範囲　・図示の範囲

 [1.5.2、3]

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　

・充填工法 　

　・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル 

　既製目地材　・使用する（形状　･図示　　・　　　） 　

　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示　・ 

 [4.1.4][4.2.2][4.4.10～15]

注入量
(ml/箇所)

・ ・

※ 25

・

※ 25

・

※ 50

・

・

※ 25

・

※ 50

・充填工法

・モルタル塗替え工法

欠損部改修工法

浮き部改修工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数 注入口の箇所数

(本/㎡) (箇所/㎡)工法の種類

一般部 指定部 一般部 指定部

・アンカーピンニング部分 ・

※ 16 エポキシ樹脂注入工法

・・アンカーピンニング全面 ・ ・ ・

 エポキシ樹脂注入工法 ※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20

・アンカーピンニング全面 ・・ ・ ・

※ 13 ポリマーセメントスラリー注入工法 ※ 20 ※ 12 ※ 20

・注入口付アンカーピンニング部分 ・ ・

 エポキシ樹脂注入工法 ※ 9 ※ 16

・注入口付アンカーピンニング全面 ・ ・ ・ ・

 エポキシ樹脂注入工法 ※ 9 ※ 16 ※ 9 ※ 16

・注入口付アンカーピンニング全面 ・ ・ ・ ・

 ポリマーセメントスラリー注入工法 ※ 9 ※ 16 ※ 9 ※ 16

・

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

・

・

（モルタルを撤去しない場合）

[4.1.4][4.4.2][4.4.9]

・モルタル塗替え工法 　

　　・現場調合材料 　

　　　（セメントは改修特記仕様書８－２　コンクリート工事による）

　　・既調合材料（　　　　　　　　　　　　　）

※ 25

※ 25

アンカーピンの材質

・ シール工法

・ パテ状エポキシ樹脂

・ 可とう性エポキシ樹脂

・ 130　・　

・ 70　・　

・ 40　・　

・ 130　・　

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度　・　

・

注入口付アンカーピンの材質

充填工法  　

　・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル

モルタル塗替え工法 

  仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示　・ 

 [4.1.4][4.2.2][4.5.5、6]

・ 樹脂注入工法 

工法の種類

・

・

・ 50～100

・

・ 100～200

・

・ 150～250

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形 　

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・ 　　

　抜取り部の補修方法　・図示　・ 

　・シーリング材 　　

　・可とう性エポキシ樹脂 

　　接着剤の種類 　

　　・ポリマーセメントモルタル 　

ひび割れ部改修工法

改修箇所　※ 既存タイル張り面

          ・ 既存タイル撤去面（・ コンクリート面　・ モルタル面）

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量（mlm）

※ 自動式低圧エポキシ

樹脂注入工法

・ 手動式エポキシ樹脂 0.2以上～0.3 未満

注入工法

・ 機械式エポキシ樹脂 0.3以上～0.5 未満

注入工法

・ Ｕカットシール材充てん工法

欠損部改修工法

・ タイル部分張替え工法

                             （既存タイル張り撤去面）

・ 既存タイル張りの撤去 ・ 外壁タイル張り全面　・ 図示の範囲

   撤去範囲　※ 下地モルタルまで　・ 張付けモルタルまで　・ タイルのみ

・

・

　　・現場調合材料

　　　（セメントは改修特記仕様書８－２　コンクリート工事による）

　　・既調合材料（　　　　　　　　　　　　　）

　既製目地材　・使用する（形状・図示　　　　　　）

0.2以上～1.0 以下

※ 200～300

0.5以上～1.0 以下

注入状況の確認方法　　　　※コア抜取り検査を行う　・ 

　　　充填材料の種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・ 　　　

　　　シーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填　・行う　・行わない 　

[4.1.4][4.2.2][4.5.8]

　　・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

　　・張付けモルタル　（・現場調合材料　　・既調合モルタル）

　　・接着剤JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系　

　　張替え用材料 　

・ タイル張替え工法

　シーリングのその他事項は、改修特記仕様書３章　防水改修工事による

　 　

　　・目荒らし工法（改修標準仕様書4.4.9(3)による）

　モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　シーリング　改修特記仕様書３章　防水改修工事による 　 

　　・ユニットタイル　（・マスク張り　・モザイクタイル張り） 　 

　　・外装タイル　（・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り） 　

　・

　・目荒らし工法（改修標準仕様書4.4.9(3)による）

　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　　

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り 

外装タイル張り下地等モルタル及び下地調整剤塗りの接着力試験　 　

　・図示

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置 　　

（タイルを撤去しない場合）

・

 ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

 エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

 エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

 ポリマーセメントスラリー注入工法

・アンカーピンニング全面

 エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

 エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング部分

工法の種類

浮き部改修工法

・タイル張り替え工法

・タイル部分張り替え工法

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

・注入口付アンカーピンニング

[4.1.4][4.2.2][4.5.9～15]

　　伸縮調整目地その他の目地　　　・　　　　　　　　※変成シリコーン系

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　・　　　　　　　　※ポリウレタン系　

　シーリング材の種類

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り 　

　タイル張りの工法 　　

　・行う　　　・行わない

　※改修標準仕様書表4.5.1による　・ 　

※ 25

・

※ 25

※ 25

※ 16※ 9※ 16※ 9

・・・・

※ 16※ 9※ 16※ 9

・・・・

※ 16※ 9

・・

※ 20※ 12※ 20※ 13

・・・ ・

※ 20※ 12※ 20※ 13

・・・ ・

※ 25※ 16

・・

指定部一般部指定部一般部

(箇所/㎡)(本/㎡)

注入口の箇所数ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

・・

※ 50

・

※ 25

・

・

※ 50

・

※ 25

・

・

(ml/箇所)
注入量

見本焼き　・行う　・行わない 

吸水率による区分

Ｇ

外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験

　・図示

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置 　　

　・張付けモルタル　（・現場調合材料　　・既調合モルタル）　

  ・接着剤JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

張替え用材料　

　・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

施工箇所

・

・

適用特注標準(mm)
備考

耐凍害性再生材の色役物形状寸法 うわぐすり

シーリングは、改修特記仕様書第３章　防水改修工事による

・ 伸縮調整目地改修工法

・ 目地ひび割れ部改修工法

目地改修工法

試験張り　・行う　・行わない 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

無有無有

 ［4.2.2]タイルの形状、寸法等

[4.1.4][4.5.16]

　　　シーリングのその他事項は、改修特記仕様書第３章　防水改修工事による　

　　　　伸縮調整目地その他の目地　　　・　　　　　　※変成シリコーン系

 　 　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　・　　　　※ポリウレタン系

　　　シーリング材の種類

　・

　・目荒らし工法（改修標準仕様書4.4.9(3)による）

　・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り 　

　　シーリング　改修特記仕様書３章　防水改修工事による

　　　　・ユニットタイル　（・マスク張り　・モザイクタイル張り） 　 

　　　　・外装タイル　（・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り） 　

　　タイル張りの工法 　　

　・

　・目荒らし工法（改修標準仕様書4.4.9(3)による）

　　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　　・　

　・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り 

　　　　・行う　　　　　　　　　・行わない

　※改修標準仕様書表4.5.1による　・ 　

・ タイル張替え工法

　・ポリマーセメントモルタル 　

接着剤の種類 　

・ タイル部分張替え工法

注入口付アンカーピンの材質

・

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度　・　

アンカーピンの材質

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

・

　　　モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　　・　

　 伸縮調整目地の位置及び寸法　・図示　・　

施ゆう 無ゆうⅢ類Ⅱ類Ⅰ類

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

　（・吹付け　・こて塗り）

・着色骨材砂壁状

　（・吹付け　・こて塗り） 

・・凹凸状・外装薄塗材Ｓ

・・平たん状 ・防水形外装薄塗材Ｅ

・・さざ波状・可とう形外装薄塗材Ｅ

・　（・吹付け　・ローラー塗り）・外装薄塗材Ｅ

・・適用しない・ゆず肌状・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・・適用する・砂壁状・・外装薄塗材Ｓｉ

防火材料吸放湿材仕上げの形状・工法種類（呼び名）

・薄付け仕上塗材

　 　 　  

加圧力 ※30～50MPa程度

・

・

　　改修工法

・欠損部

　　改修工法

・浮き部

　　改修工法

・ひび割部

・

仕上塗材仕上げ

・ ポリマーセメントモルタル

※ 下地調整塗材

・ 水洗い工法

・ 塗膜はく離剤工法

・ サンダー工法

下地面の補修処理範囲工　法下地処理及び下地調整

既存塗膜等の除去

新規仕上塗材の種類 

  ※規制対象外　・ 

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

[4.1.5][4.2.2][4.6.5][表4.2.4]

下地調整塗材 [4.6.3]

工法の処理範囲以外の既存仕上面全面

※サンダー工法、高圧水洗工法、塗膜はく離剤

・ 図示

※既存仕上げ面全体

・ 図示

※既存仕上げ面全体

・ 図示 ・ 高圧水洗工法

※既存仕上げ面全体

・ 図示

[4.6.3]

・

・

　　（塗仕上げ外壁等）による

　　既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

　　（コンクリート打ち放し仕上げ外壁）による

　　コンクリート面のひび割れ部及び欠損部の処理は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

　　外壁用仕上塗料の種類　　　・　　　　　　　・所要量　　　　　  (kg/㎡)

　　吹付け工法の模様材の種類　・　　　　　　　・所要量　　　　　　(kg/㎡)

　　下地挙動緩衝材の適用　・適用する　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　※JIS A 6909の耐候形1種相当

　　外壁用仕上塗材の耐候性　　

　仕上げの形状・　　　　　　　　工法・　　　　　　　　　　　

外壁用塗膜防水塗り

外壁用塗膜防水材塗り [4.1.5][4.2.2][4.8.2][表4.2.6]

種別　・Ａ種　・Ｂ種

マスチック塗材塗り [4.1.5][4.7.2][表4.7.1]

　　モルタル面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、改修特記仕様書4章　外壁改修工

　　事（モルタル塗り仕上げ外壁）による

・かき落とし

　（・こて塗り　・ローラー塗り） 

・ひき起こし

　（・こて塗り　・ローラー塗り） 

・凹凸状

　（・こて塗り　・ローラー塗り） 

・平たん状・外装厚塗材Ｅ

・凸部処理・外装厚塗材Ｓｉ

・吹放し・外装厚塗材Ｃ

防火材料仕上げの形状・工法種類（呼び名）

・厚付け仕上塗材

・

・

・・適用しない・適用しない

・・適用する・適用する

上塗材吸放湿材

　・

　・メタリック

　※つやあり・防水形複層塗材ＲＥ

外観・防水形複層塗材Ｅ

　・・防水形複層塗材ＣＥ

　※アクリル系・複層塗材ＲＥ

樹脂・ 複層塗材Ｅ

※耐候形３種　・・ 凹凸状  　・複層塗材Ｓｉ

　※水系・凸部処理・可とう形複層塗材ＣＥ

・溶媒・ゆず肌状・複層塗材ＣＥ

防火材料耐候性上塗材の種類仕上げの形状・工法種類（呼び名）

・ 複層仕上塗材

・

・

・

・

・

・

・

・

　・

　・メタリック

　※つやあり

外観

　・

　※アクリル系

樹脂

※耐候形３種　・・ゆず肌状  　・可とう形改修塗材ＣＥ

　※水系・さざ波状・可とう形改修塗材ＲＥ

・溶媒・平たん状・可とう形改修塗材Ｅ

防火材料耐候性上塗材の種類仕上げの形状・工法種類（呼び名）

・可とう形改修用仕上塗材

・

・

・

剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和

2 2 2

ポリマーセメント

　　　　　　スラリー

 [4.2.2]既調合モルタル

 [4.2.2]

広がり速度 長さ変化率 引張接着性 曲げ性能 吸水性 耐久性

(cm/s) （収縮） （材齢２８日） （材齢２８日） （７２時間） （劣化曲げ強さ）

３ ０．５ N/mm ５．０ N/mm １５％ 以下 ５．０ N/mm

以上 以上 以上

保水係数 ０．３５～０．５５

粘調係数 ０．５０～１．００

・

・

　 以下 　 以下３％ 

・ 充填工法

・ 

 [4.1.4][4.2.2]

　  シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填 　

    充填材料の種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・ 　　

注入状況の確認方法　　　　　　　　※コアの抜取りを行う 　　

0.5以上～1.0 以下

0.2以上～1.0 以下

　[4.2.2][4.3.4～5][4.3.4]

・

・

・ 

・ ポリマーセメントモルタル

・ エポキシ樹脂モルタル

欠損部改修工法

・ パテ状エポキシ樹脂  ・ 可とう性エポキシ樹脂

・ シール工法

・

130

注入工法

700.3以上～0.5 未満・ 機械式エポキシ樹脂

注入工法

400.2以上～0.3 未満・ 手動式エポキシ樹脂

・樹脂注入工法

・※ 自動式低圧エポキシ

工法の種類 注入量（ml/m）注入口間隔(mm)ひび割れ幅(mm)

ひび割れ部改修工法

  ・可とう性エポキシ樹脂 

　　　・行う　　・行わない

  ・シーリング材 　　　

・Ｕカットシール材充填工法 　

  抜取り部の補修方法　※図示　・ 

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・ 　　

　　　　　　　　

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形 　

・ 

・ 150～250　 ・

・ ・

・ 100～200　 ・

・・ 

・・ 50～100　

※ 200～300  

130　・

・ 樹脂注入工法

　  シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填 　

　　充填材料の種類　　・　　　　　　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・ 　　

注入状況の確認方法　　※コアの抜取りを行う　 　　

0.5以上～1.0 以下

0.2以上～1.0 以下

[4.1.4][4.4.2][4.4.5、6]・

撤去

・行う（※ 全面　・ 図示の範囲）既存モルタル塗りの・

・注入工法

・130・ 機械式エポキシ樹脂

・700.3以上～0.5 未満注入工法

・400.2以上～0.3 未満・ 手動式エポキシ樹脂

・樹脂注入工法

・※ 自動式低圧エポキシ

工法の種類 注入量（ml/m）注入口間隔(mm)ひび割れ幅(mm)

ひび割れ部改修工法

  ・可とう性エポキシ樹脂 

　　　・行う　　・行わない

  ・シーリング材 　　　

・ Ｕカットシール材充填工法 　

  抜取り部の補修方法　※図示　・ 

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・ 　　

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形 　

・

・

・

130

・ 樹脂注入工法

※ 200～300  ・　

・ 50～100　・　

・ 100～200　・　

・ 150～250　・　
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・ 改修範囲の外壁について、各種部材との取合い状況を確認する。
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四角形
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位　置 場　所 仕　上 位　置 場　所 仕　上 位　置 場　所 仕　上 位　置 場　所 仕　上

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

設計者氏名

設計者氏名

平場 塩ビ系シート防水ァ1.5（機械的固定工法）（ＳＩ－Ｍ２）　歩行用

（断熱材　硬質ウレタンフォームァ50）

C-F（B）打増ァ10

立上り部 C-W（B）　塩ビ系シート防水ァ1.5（接着工法）（Ｓ-Ｆ２）

笠木 アルミ笠木　W=400

ルーフドレイン 鋳鉄製シート防水コンクリート打込用（横型）　　100A

竪樋

オーバーフロー管 塩ビ製　φ５０　　既製品全ての屋根部

カラーVP　100A、125A

鋳鉄製シート防水コンクリート打込用（横型）　　100A

バルコニー庇 鋳鉄製Ｔ防水コンクリート打込用（竪型）　　75A

鋳鉄製シート防水コンクリート打込用（竪型）（ヨコ型）　　100A

外壁 北側

腰壁部

西側

屋上機械室等

免震用EXP．J

平場 塩ビ系シート防水ァ1.5（機械的固定工法）（ＳＩ－Ｍ２）　歩行用

（断熱材　硬質ウレタンフォームァ50）

C-F（B）打増ァ10

立上り部 C-W（B）　塩ビ系シート防水ァ1.5（接着工法）（Ｓ-Ｆ２）

笠木 コンクリート笠木　W=265　　T防（X-2）

ルーフドレイン 鋳鉄製シート防水コンクリート打込用（横型）　　100A

竪樋 カラーVP　100A、125A

オーバーフロー管 塩ビ製　φ５０　　既製品全ての屋根部

丸環 ステンレス製（ＳＵＳ３０４）　１９Φ　ＳＵＳ．ＦＢ-９×５０×２５０図示による

打込型（既製品）

外壁 北側

南側

西側

各屋上機械室等

腰部

複層塗材Ｅ　　ＰＣ版ァ175

複層塗材Ｅ　Ｃ-Ｗ（Ａ）打増ァ25

複層塗材Ｅ　ＡＬＣァ100（タテ張り）

複層塗材Ｅ　　ＡＬＣァ150（タテ張り）

複層塗材Ｅ　　ＡＬＣァ120（タテ張り）

複層塗材Ｅ　　Ｃ-Ｗ（Ａ）打増ァ25

外部仕上表＜免震棟＞ 外部仕上表＜耐震棟＞

コンクリート（PC）笠木　W=225　　T防（X-2）

コンクリート笠木　W=210　　T防（X-2）

平場 塩ビ系シート防水ァ1.5（接着工法）（Ｓ-Ｆ２）

５Ｆ～７Ｆバルコニー庇 複層塗材Ｅ　　Ｃ-Ｗ（Ａ）打増ァ25

腰壁部・パラペット 複層塗材Ｅ　　Ｃ-Ｗ（Ａ）打増ァ25

複層塗材Ｅ　　ＡＬＣァ100（タテ張り）

５Ｆ～７Ｆバルコニー庇 複層塗材Ｅ　　Ｃ-Ｗ（Ａ）打増ァ25

バルコニー庇 床 Ｔ防（Ｘ-２）　Ｃ－Ｆ（Ｂ）打増ァ15～60

ルーフドレイン 鋳鉄製Ｔ防水用　75A

笠木（鼻先） コンクリート笠木　　T防（X-2）　防鳥ワイヤー（１段）

軒天

犬走り 床 Ｔ防（Ｘ-２）　Ｃ－Ｆ（Ｂ）打増ァ15

アルミ製　可動量　　±1200

外壁-病棟渡り廊下屋根 アルミ製　可動量　　±1200

外壁-病棟渡り廊下外壁

外壁-外壁（耐震棟） アルミ製　可動量　　±650

外壁-屋根（耐震棟） アルミ製　可動量　　±650

FRP複合板（1500ｘ1500ｘ2枚）搬入口

立上り部 C-W（B）　塩ビ系シート防水ァ1.5（接着工法）（Ｓ-Ｆ２）

平場

立上り部

メンテナンスデッキ デッキ用パネル（溶融亜鉛メッキ処理）

250Wｘ60Hｘ2.3ｔ

メンテナンスデッキ手摺：St.FB-50ｘ6、手摺子：St.FB-50ｘ6＠1000

（HDZ55）2-M16

PHFL部

複層塗材Ｅ　　ＰＣ版ァ175PHFL部

腰壁部 複層塗材Ｅ　　Ｃ-Ｗ（Ａ）打増ァ25

複層塗材Ｅ　　ＡＬＣァ100（タテ張り）

PHFL部 複層塗材Ｅ　　Ｃ-Ｗ（Ａ）打増ァ25

複層塗材Ｅ　　Ｃ-Ｗ（Ａ）打増ァ25

複層塗材Ｅ　　ＡＬＣァ100（タテ張り）

複層塗材Ｅ　　Ｃ-Ｗ（Ａ）打増ァ25

複層塗材Ｅ　　Ｃ-Ｗ（Ａ）打増ァ25

複層塗材Ｅ　　ＡＬＣァ100（タテ張り）

複層塗材Ｅ　　Ｃ-Ｗ（Ａ）打増ァ25

鋳鉄製シート防水コンクリート打込用（横型）　　100A

腰壁部

PHFL部

腰壁部

PHFL部

庇 アルミ型材ァ60（既製品） 4,900Wｘ1,900D　支持アーム付き庇7

C-W（B）　砂付きアスファルトルーフィング

野地板木片セメント板ァ18

木製床組（FL+100~FL+350　水勾配1／50）

防鳥ワイヤー（１段）パラペット上部

コンクリート笠木　W=265　　T防（X-2）

防鳥ワイヤー（１段）

屋根保護防水絶縁断熱工法（ＢＩ－１）

Ｃ-Ｆ（Ａ）

Ｃ-ＲＣァ80（溶接金網 100×100×6φ）

伸縮目地ポリオフィレン系 Ｗ＝25（既成品）＠3000

ポリエチレンシートァ0.15

ＰＦ板ァ50

Ａ防水（冷工法断熱防水）

Ｃ-Ｆ（Ｂ）打増ァ15

丸環 ステンレス製（ＳＵＳ３０４）　１９Φ　ＳＵＳ．ＦＢ-９×５０×２５０図示による

打込型（既製品）

根太　25x30@300／大引　45x60@900／束柱　90x60@900

C-F（B）打増ァ10

室外機置場1，2外壁

（屋上目隠し壁） 有孔折板 W250@400 L3000

南側・東側

北側・西側

下地鉄骨（ＨＤＺ）

屋根Ⅲ-1

屋根Ⅲ-3

屋根Ⅲ-2

（屋根Ⅲ-3）

屋根Ⅲ-3

屋根Ⅲ-2

屋根Ⅲ-1

屋根Ⅲ-1

屋根Ⅲ-2

屋根Ⅲ-3

外部露出部

屋根Ⅲ-4

屋根Ⅲ-5

屋根Ⅲ-4

屋根Ⅲ-4

パラペット上部

外部露出部

（屋根Ⅲ-1）

屋根Ⅲ-5

屋根Ⅲ-5

複層塗材Ｅ　FKァ8（屋外）

mutsumik
四角形



1階

共通・予備

薬剤部当直室

麻薬室

※壁下地Bは平面詳細図記載の軽量鉄骨間仕切壁による

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

11D

'20 3

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

抗がん剤

調剤室

散剤調剤室

薬

剤

部

内部仕上表（２） ―

―

A2：

A3 :

―A1：

位置
下地

床高室名
仕上

下地：特記以外 廻縁天井高 備　考
仕上天井（梁型）下地

内部仕上表

仕上 壁（柱型）下地 仕上

巾木（特記なき限りＨ＝100）

壁下地同様
位置

下地
床高室名

仕上
下地：特記以外 廻縁天井高 備　考

仕上天井（梁型）下地仕上 壁（柱型）下地 仕上

巾木（特記なき限りＨ＝100）

壁下地同様

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

設計者氏名

設計者氏名

散剤調剤室

女子ロッカー室

男子ロッカー室

治験薬

向精神薬

保管庫

医薬品情報室

TDM・試験室

病棟活動記録室

・ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室

（

免

震

注射薬払出室

休憩室

大型冷蔵庫

大型冷蔵庫

（３℃）

薬品倉庫

検収室

薬務室

部長室

1階

薬

剤

部（

耐

震

（７℃）

ロッカー室

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

B 3600 P-LGC

B 2700 P-LGC+GB-Rァ12.5

C-F（Ａ）打増ァ10 B 2700 P-床仕上立上げ LGC+GB-Rァ12.5

C-F（Ａ）打増ァ10 B（PL=1.2張り） 2700 P-床仕上立上げ LGC
（アルミ見切縁）

C-F（Ａ）打増ァ10 B 2700 P-床仕上立上げ LGC
（アルミ見切縁）

2700 P-

2600 P-

2600 P-

2800 P-

2700 P-

2800 P-

3600 P-

2700 P-

3600 P-

2700 P-

2700 P-

2700 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

B LGC+GB-Rァ12.5

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

（２０℃）

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

VC-1 GB-Dァ9.5

SV

SV

床仕上立上げ

床仕上立上げ

SV

VS（FS）ァ2.0 VC-1

VS（FS）ァ2.0

FVS2ァ2.0

手洗LS用ライニング

（陰圧室）

（陰圧室）

流し用ライニング

S-1200（備品）

流し用ライニング

UST

UST1216

ユニットバス用樹脂製開口枠（既製品）

C-F（木）打増ァ10+200 （UST床面） （UST壁面） （UST天井面）

流し用ライニング

天吊モニター用アンカーボルト

LD（設備工事）

CR

CR

LD（設備工事）

手洗LS用ライニング

手洗LS用ライニング

流し用ライニング

手洗LS用ライニング

流し用ライニング

手洗LS用ライニング

流し用ライニング

LD（設備工事）

（陰圧室）

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5床仕上立上げ

S-750（備品）

（目透しシール5×5）

FK-Dァ6.0 GB-Dァ9.5

床 天井（梁型）壁（柱型） 床 天井（梁型）壁（柱型）

（目透しシール5×5）

FK-Dァ6.0

（目透しシール5×5）

FK-Dァ6.0

（アルミ見切縁） （目透しシール5×5）

FK-Dァ6.0

（目透しシール5×5）

FK-Dァ6.0

B

SV

SV

GB-Dァ9.5

（目透しシール5×5）

FK-Dァ6.0

（目透しシール5×5）

FK-Dァ6.0

B LGC

直天

直天

（アルミ見切縁）

（アルミ見切縁）

（アルミ見切縁）

GB-Dァ9.5VC-1

（目）

（目）

（目）

（目）

C-F（Ａ）打増ァ10 FVS2ァ2.0

C-F（Ａ）打増ァ10 FVS2ァ2.0

床仕上立上げ
（アルミ見切縁）

床仕上立上げ
（アルミ見切縁）

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0

床仕上立上げ
（アルミ見切縁）

SV

C-F（Ａ）打増ァ10 FVS2ァ2.0 床仕上立上げ
（アルミ見切縁）

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 床仕上立上げ
（アルミ見切縁）

天吊プロジェクター用アンカーボルト

（FL±0）

床スラブ

【別途工事】

【別途工事】

（FL-300）

床スラブ

（プレハブ冷蔵庫用ベース）

C-F（Ａ）打増ァ10
FVS2ァ2.0 （プレハブ冷蔵庫用壁パネル） （プレハブ冷蔵庫用天井パネル） （　　）内は別途工事

（プレハブ冷蔵庫用ベース）

C-F（Ａ）打増ァ10
FVS2ァ2.0

（FL-300）

床スラブ

（プレハブ冷蔵庫用壁パネル） （プレハブ冷蔵庫用天井パネル） （　　）内は別途工事

）

棟

）

棟

倉庫

±０ C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B LGC 2400 P-GB-Dァ9.5VC-1SV

（梁型部）

3340

（梁型部）

3340

（梁型部）

3340 （梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）
PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

PF板ァ50

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

LS-1200（備品）

LS-1200（備品）

LS-1200（備品）

LS-1200（備品）

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形



※壁下地Bは平面詳細図記載の軽量鉄骨間仕切壁による

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

12D

'20 3

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当 内部仕上表（３） ―

―

A2：

A3 :

―A1：

位置
下地

床高室名
仕上

下地：特記以外 廻縁天井高 備　考
仕上天井（梁型）下地

内部仕上表

仕上 壁（柱型）下地 仕上

巾木（特記なき限りＨ＝100）

壁下地同様
位置

下地
床高室名

仕上
下地：特記以外 廻縁天井高 備　考

仕上天井（梁型）下地仕上 壁（柱型）下地 仕上

巾木（特記なき限りＨ＝100）

壁下地同様

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

設計者氏名

設計者氏名

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

2階
返却・保管室

M

E

セ

（

免

震

ン

タ

―

陰圧室

ME当直室

更衣室（W）

MEセンター

手術部事務員室

手術部長室

手術部教官室1

手術部教官室2

保管室

US

ME事務室

更衣室（M）

技師長室

2階

手

術

部（

免

震

2階

薬

剤

部（

耐

震

注射薬払出室

前室1

前室3

注射薬調整室

高度無菌製剤

オートクレーブ

薬剤部廊下

＜クラス10000＞

調整室

＜クラス1000＞

ロッカー室（M）

ロッカー室（W）

設置エリア

蒸留水製造装置

2階
看護師休憩室

（

耐
震

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

ユニットバス用樹脂製開口枠（既製品）

US0808

-直天

床スラブ

（US床面） （US壁面） （US天井面）+200

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 FVS2ァ2.0 B LGC+GB-Rァ12.5 2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

床仕上立上げ
（アルミ見切縁）

床仕上立上げ
（アルミ見切縁）

床仕上立上げ
（アルミ見切縁）

SV

（ダーティー）

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5

VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 B 2600 P-床仕上立上げ LGC

（アルミ見切縁）
FVS2ァ2.0

C-F（Ａ）打増ァ10 B 2600 P-床仕上立上げ LGC

（アルミ見切縁）
FVS2ァ2.0

C-F（Ａ）打増ァ10 B 2600 P-床仕上立上げ LGC+GB-Rァ12.5

（アルミ見切縁）
FVS2ァ2.0

2600 P-

2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 FVS2ァ2.0 B床仕上立上げ LGC+GB-Rァ12.5

（アルミ見切縁）

C-F（Ａ）打増ァ10 FVS2ァ2.0 B床仕上立上げ LGC+GB-Rァ12.5

（目透しシール5×5）（アルミ見切縁）

C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 B LGCFVS2ァ2.0 床仕上立上げ
（アルミ見切縁）

C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5VS（FS）ァ2.0 SV

2600 P-

2600 P-

2600 P-

2600 P-

2600 P-

2600 P-

2600 P-

2600 P-

2600 P-

2400 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5VS（FS）ァ2.0 SV 2600 P-

（FL±0）

流し用ライニング

S-2100（備品）

手洗LS用ライニング

手洗LS用ライニング

天吊モニター用アンカーボルト

LD（設備工事）

流し用ライニング

手洗LS用ライニング

天吊モニター用アンカーボルト

CR

LD（設備工事）

LD（設備工事）

LD（設備工事）

LD（設備工事）

LD（設備工事）

流し用ライニング

S-1200（備品）

流し用ライニング

S-1800（備品）

流し用ライニング

S-1800（備品）

LD（設備工事）

流し用ライニング

S-1500（備品）

流し用ライニング

LD（設備工事）

ＴＶ用アンカー・天吊り下地

床 天井（梁型）壁（柱型） 床 天井（梁型）壁（柱型）

2階（

免

震

収納

ｽﾄﾚｯﾁｬｰﾋﾟｯﾄ

±０

±０

C-F（Ａ）打増ァ10 SV B ― ― （1350）

収納棚底面

―VS（FS）ァ2.0

C-F（Ａ）打増ァ10 SV B ― ― （1350）

収納棚底面

―VS（FS）ァ2.0

湿性製剤室

乾性製剤室

研究室

副部長室

准教授室

±０

±０

±０

±０

±０

2600 P-C-F（Ａ）打増ァ10 FVS2ァ2.0 B床仕上立上げ LGC

（アルミ見切縁）

2600 P-C-F（Ａ）打増ァ10 FVS2ァ2.0 B床仕上立上げ LGC

（アルミ見切縁）

C-F（Ａ）打増ァ10 B EP LGC GB-Dァ9.5VS（FS）ァ2.0 床仕上立上げ
（アルミ見切縁）

2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5VS（FS）ァ2.0 SV 2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5VS（FS）ァ2.0 SV 2600 P-

（陰圧室）

流し用ライニング

S-1500（備品）

LD（設備工事）

LD（設備工事）

FK-Dァ6.0 FK-Dァ6.0

C-F（木）打増ァ10 B

収納1,2

VC-1

EP GB-Dァ9.5

FK-Dァ6.0

EP GB-Dァ9.5

EP GB-Dァ9.5

（目）

（目）

（目）

（目）

（目）

（目）

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

VC-1

前室４

±０ C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5FVS2ァ2.0 床仕上立上げ
（アルミ見切縁）

2600 P- 流し用ライニング

S-1800（備品）

EP GB-Dァ9.5

（目透しシール5×5） （目透しシール5×5）

（目透しシール5×5）

FK-Dァ6.0

（目透しシール5×5）

FK-Dァ6.0

（目透しシール5×5）

FK-Dァ6.0 GB-Dァ9.5

FK-Dァ6.0

（目透しシール5×5）

FK-Dァ6.0

（目透しシール5×5）

FK-Dァ6.0

（目透しシール5×5）

）

棟

）

棟

）

棟

）

棟

）

棟

LS-1500（備品）

LS-1500（フード付）（備品）

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形



※壁下地Bは平面詳細図記載の軽量鉄骨間仕切壁による

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

13D

'20 3

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当 内部仕上表（４） ―

―

A2：

A3 :

―A1：

位置
下地

床高室名
仕上

下地：特記以外 廻縁天井高 備　考
仕上天井（梁型）下地

内部仕上表

仕上 壁（柱型）下地 仕上

巾木（特記なき限りＨ＝100）

壁下地同様
位置

下地
床高室名

仕上
下地：特記以外 廻縁天井高 備　考

仕上天井（梁型）下地仕上 壁（柱型）下地 仕上

巾木（特記なき限りＨ＝100）

壁下地同様

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

設計者氏名

設計者氏名

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

3階

医

療

情
報

室（

免

震

教員室

サーバー室１

サーバー室２

研修室

SE開発室

医療情報制御室

スキャンセンター

スキャンセンター

医療情報打合室

ロッカー室

3階

看

護

部（

耐

震

倉庫3

看護部管理室1

印刷・事務備品室

面談室兼研修室

応接室

倉庫2

看護部休憩室

看護部管理室2

看護部管理室3

倉庫1

看護部補助者

看護実習生休憩室

事務室

（

耐

震

3階
共用ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室

±０ C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1

±０ C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1

±０ C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2400 P-GB-Dァ9.5VC-1

±０

（FL-300）

床スラブ

±０

（FL-300）

床スラブ

±０

（FL-300）

床スラブ

±０

（FL-300）

床スラブ

±０

（FL-300）

床スラブ

±０

（FL-300）

床スラブ

±０

（FL-300）

床スラブ

±０

（FL-300）

床スラブ

±０

（FL-300）

床スラブ

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

SV B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

SV B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2400 P-

SV B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2400 P-

SV B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

SV B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2400 P-

SV B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2400 P-

（一部）

2400

（梁型部）

2400

（梁型部）

2400

（梁型部）

2315

SV B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

SV B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

SV B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5VS（FS）ァ2.0 SV 2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5VS（FS）ァ2.0 SV 2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5VS（FS）ァ2.0 SV 2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5VS（FS）ァ2.0 SV 2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5VS（FS）ァ2.0 SV 2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5VS（FS）ァ2.0 SV 2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 B VC-1 LGC GB-Dァ9.5VS（FS）ァ2.0 SV 2600 P-

SV

SV

BSV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

流し用ライニング

流し用ライニング

LD（設備工事）

流し用ライニング

S-1800（備品）

LD（設備工事）

流し用ライニング

流し用ライニング

S-1600（備品）

流し用ライニング

天吊プロジェクター用アンカーボルト

床 天井（梁型）壁（柱型） 床 天井（梁型）壁（柱型）

（

ＶＴ（ＫＴ）ァ2.0ＦＡＦ　H=300

C-F（木）打増ァ10 （工場張り）

ＶＴ（ＫＴ）ァ2.0ＦＡＦ　H=300

C-F（木）打増ァ10 （工場張り）

ＶＴ（ＫＴ）ァ2.0ＦＡＦ　H=300

C-F（木）打増ァ10 （工場張り）

ＶＴ（ＫＴ）ァ2.0

C-F（木）打増ァ10

ＶＴ（ＫＴ）ァ2.0

C-F（木）打増ァ10

ＶＴ（ＫＴ）ァ2.0ＦＡＦ　H=300

C-F（木）打増ァ10 （工場張り）

ＶＴ（ＫＴ）ァ2.0

C-F（木）打増ァ10

ＶＴ（ＫＴ）ァ2.0LGF　H=300

C-F（木）打増ァ10

ＶＴ（ＫＴ）ァ2.0LGF　H=300

C-F（木）打増ァ10

WB W1200xH900（別途）

※スラブ下現場発泡

　断熱材ァ50吹付

※スラブ下現場発泡

　断熱材ァ50吹付

※スラブ下現場発泡

　断熱材ァ50吹付

※スラブ下現場発泡

　断熱材ァ50吹付

※スラブ下現場発泡

　断熱材ァ50吹付

※スラブ下現場発泡

　断熱材ァ50吹付

）

棟

）

棟

）

棟

2315

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

ＦＡＦ　H=300

（工場張り）

ＦＡＦ　H=300

（工場張り）

ＦＡＦ　H=300

（工場張り）

LS-1050（備品）

LS-1050（備品）

LS-1200（備品）

LS-1200（備品）

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形



※壁下地Bは平面詳細図記載の軽量鉄骨間仕切壁による

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

14D

'20 3

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当 内部仕上表（５） ―

―

A2：

A3 :

―A1：

位置
下地

床高室名
仕上

下地：特記以外 廻縁天井高 備　考
仕上天井（梁型）下地

内部仕上表

仕上 壁（柱型）下地 仕上

巾木（特記なき限りＨ＝100）

壁下地同様
位置

下地
床高室名

仕上
下地：特記以外 廻縁天井高 備　考

仕上天井（梁型）下地仕上 壁（柱型）下地 仕上

巾木（特記なき限りＨ＝100）

壁下地同様

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

設計者氏名

設計者氏名

手術ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ1

準備室

手術ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ2

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ控室

管理室

看護師休憩室

）

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

4階

感

染

制
御

部（

耐

震

感染制御部事務室

感染制御部部長室

診療情報管理室

安全管理部部長室

安全管理部事務室

倉庫

4階

臨

床

セ

（

耐

震

ン

タ

―

教

育

専用通路

シミュレーション

器材庫

（医事課）

4階

安

全

管
理

部（

耐

震

GMR室

共用ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室

器材室

面談室

±０ C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B LGC 2400 P-GB-Dァ9.5VC-1

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

B VC-1 LGC 2600 P-

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2400 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

4階

臨

床

セ

（

免

震

）

ン

タ

―

教

育

ﾀﾞｳﾞｨﾝﾁ

心臓ｶﾃｰﾃﾙ

内視鏡

タスク

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ室

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ室

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ室

±０

±０

±０

±０

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P-

B VC-1 LGC GB-Dァ9.5 2600 P- 天吊プロジェクター用アンカーボルト

手洗用ライニング

流し用ライニング

4階（

耐

震

手洗用ライニング

流し用ライニング

流し用ライニング

S-1800（備品）

LD（設備工事）

流し用ライニング

LD（設備工事）

LD（設備工事）

LD（設備工事）

LD（設備工事）

流し用ライニング

LD（設備工事）

SV

床 天井（梁型）壁（柱型） 床 天井（梁型）壁（柱型）

4階（

免

震

トレーニング

ルーム1,2

SLW取付用下地金物

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

天吊プロジェクター用アンカーボルト

WB W1200xH900（別途）

（梁型部）

VC-1

）

棟

）

棟

）

棟

）

棟

）

棟

）

棟

LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

GB-Dァ9.5

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

（梁型部）

（梁型部）

2350

（梁型部）

2440

（梁型部）

2440

（梁型部）

2440

（梁型部）

2400

2315

（梁型部）

2400

2315

（梁型部）

2400

2315

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

LS-1200（備品）

LS-1200（備品）

LS-1200（備品）

LS-1200（備品）

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形



※壁下地Bは平面詳細図記載の軽量鉄骨間仕切壁による

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

15D

'20 3

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当 内部仕上表（６） ―

―

A2：

A3 :

―A1：

位置
下地

床高室名
仕上

下地：特記以外 廻縁天井高 備　考
仕上天井（梁型）下地

内部仕上表

仕上 壁（柱型）下地 仕上

巾木（特記なき限りＨ＝100）

壁下地同様
位置

下地
床高室名

仕上
下地：特記以外 廻縁天井高 備　考

仕上天井（梁型）下地仕上 壁（柱型）下地 仕上

巾木（特記なき限りＨ＝100）

壁下地同様

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

設計者氏名

設計者氏名

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

5階
看護師休憩室（

免

震

清掃器具庫

倉庫

控室

パントリー

共用会議室兼

1,2

5階
空調機械室３

（

耐

震

6階
看護師休憩室（

免

震

共用ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室

清掃休憩室（M）

空調機械室４

清掃休憩室（W）

7階
看護師休憩室（

免

震

共用ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室

倉庫

男性看護師

更衣・休憩室

設備室

PH階
空調機械室６

（

免

震

±０ C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV B LGC 2350 P-GB-Dァ9.5VC-1

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

±０

VS（FS）ァ2.0 SV

VS（FS）ァ2.0 SV

VS（FS）ァ2.0 SV

ＣＡＲ（Ａ） SV

VS（FS）ァ2.0

VS（FS）ァ2.0

VS（FS）ァ2.0

LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1B

LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1B

LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1B

LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1B

LGC 4500 P-GB-PDァ9.5VC-1B

LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1B

LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1B

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1BSV

LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1B

VS（FS）ァ2.0 B LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1

C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 B LGC 2400 P-GB-Dァ9.5VC-1SV

C-F（A）

ポリエチレンフィルム ァ0.15

RW（H）ァ25+25

C-RCァ200

E（D）

H=200

（溶接金網100x100x6φ）

E（D） B

B

C-F（A）

ポリエチレンフィルム ァ0.15

RW（H）ァ25+25

C-RCァ200

E（D） 設備基礎直天 -
H=200

（溶接金網100x100x6φ）

E（D） B

流し用ライニング

S-1800（備品）

LD（設備工事）

ＳＫ流し用ライニング

天吊プロジェクター用アンカーボルト

流し用ライニング

S-1800（備品）

LD（設備工事）

流し用ライニング

流し用ライニング

S-1800（備品）

LD（設備工事）

流し用ライニング

S-1800（備品）

LD（設備工事）

患者ラウンジ

±０ LGC GB-Dァ9.5BSVC-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 VC-1

＜エポキシ樹脂＞
2400 P- 手摺A（1段）

B LGC 2600 P-GB-Dァ9.5VC-1

床 天井（梁型）壁（柱型） 床 天井（梁型）壁（柱型）

C-F（Ａ）打増ァ10

C-F（Ａ）打増ァ10

C-F（Ａ）打増ァ10

C-F（Ａ）打増ァ10

C-F（A）

ポリエチレンフィルム ァ0.15

RW（H）ァ25+25

C-RCァ200

E（D） 設備基礎直天 -
H=200

（溶接金網100x100x6φ）

E（D） B

直天 -

設備基礎直天 -

C-F（Ａ）打増ァ10

C-F（Ａ）打増ァ10

C-F（Ａ）打増ァ10

C-F（Ａ）打増ァ10±０

共用ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室

SLW取付用下地金物

VS（FS）ァ2.0C-F（Ａ）打増ァ10 SV

SV

SV

SV

C-F（Ａ）打増ァ10 SV

天吊プロジェクター用アンカーボルト

天吊プロジェクター用アンカーボルト

VS（FS）ァ2.0 SV

）

棟

）

棟

）

棟

）

棟

）

棟

（一部）

VC-1

（一部） （一部）

2400

（梁型部）

2400

2315

（梁型部）

2400

2315

（梁型部）

2400

2315

（梁型部）

2400

2315

（梁型部）

2400

空調機械室５

±０ C-F（A）

ポリエチレンフィルム ァ0.15

RW（H）ァ25+25

C-RCァ200

E（D） 設備基礎直天 -
H=200

（溶接金網100x100x6φ）

E（D） B

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

（梁型部）

VC-1LGC+GB-Rｧ12.5

+GB-R（H）9.5

（梁型部）

±０ C-F（Ａ）打増ァ10 VS（FS）ァ2.0 SV

LS-1050（備品）

mutsumik
四角形



ピット平面図

：既存建物を示す

［　凡　例　］

-

1：400

A2：

A3 :

1：200A1：

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

設計者氏名

設計者氏名 一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

16D

'20 3

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

北

ELVピット
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mutsumik
四角形



一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

5階平面図

21

-

1：400

A2：

A3 :

1：200A1：

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

D

：既存建物を示す

［　凡　例　］
一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

設計者氏名

設計者氏名

設計者氏名

'20 3

※床面積に含まない部分は、屋内的用途として利用しない。

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

北

ﾊﾟﾝﾄﾘｰ
車椅子置場

面談室3

診察・処置室3

ストレッチャー
置場

EPS

ELV
NO.7

ELV
NO.8

（感染）（感染）
500
（1B）

501
（1B）

502
（1B）

503
（1B）

505
（1B）

消

スタッフステーション

US・WC US・WCUS・WC US・WCUS・WC

DS

屋上２

192.6平米

EPS

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室

DS

面談室1

廊下4

ﾄｲﾚ1 ﾄｲﾚ2

ﾄｲﾚ14

ﾄｲﾚ5

車椅子置場

看護事務室2

休憩室

看護事務室1
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診察・処置室1

EPS
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ﾄｲﾚ10ﾄｲﾚ9

器材庫2
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(無菌)

前室1
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設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

D

：既存建物を示す

［　凡　例　］

'20 3
一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

設計者氏名

設計者氏名

設計者氏名

※床面積に含まない部分は、屋内的用途として利用しない。

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事
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設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

D

：既存建物を示す

［　凡　例　］
一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

設計者氏名

設計者氏名
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3階平面詳細図（3）
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一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

5階平面詳細図（3）
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設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

D

：既存建物を示す

［　凡　例　］

'20 3
一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

設計者氏名

設計者氏名

設計者氏名

UTS
6000 6000 6000

RQP
6000 6000 6000

ONM
6000 6000 6000

LK
6000

GB（T1） 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）

GB（T1）G 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填

梁下orスラブ下

梁下orスラブ下

梁下orスラブ下GB（T1） 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）

梁下orスラブ下GB（T1）G 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填

梁下orスラブ下GB

GBS

W10
ボード：天井+50

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）W20

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面） LGW：梁下・スラブ下

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W30

天井止

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W40

ボード：天井+50
LGW：梁下・スラブ下

天井止

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W50

梁下orスラブ下

GB（T1）K 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+GB-F（V）ァ21+21（片面） 梁下orスラブ下

［　壁　凡　例　］

梁下orスラブ下

GB（T1）S 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+音響絶縁体+GB-F（V）ァ15+15（両面）　GWァ50充填

GB（T1）S2 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW100x2+GB-F（V）ァ21+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填

梁下orスラブ下

梁下orスラブ下

GB（T1）S3 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+亜鉛鉄板ァ0.8+GB-F（V）ァ21+GB-R（H）ァ9.5（両面） 梁下orスラブ下

W50（T1） 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+GB-F（V）ァ21+21（片面）　GWァ50充填 梁下orスラブ下

耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　LGW+音響絶縁体+GB-F（V）ァ15+15（両面）　GWァ50充填 梁下orスラブ下GB（T1）S

GBG 梁下orスラブ下

LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）

LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填

LGW+音響絶縁体+GB-F（V）ァ15+15（両面）　GWァ50充填

LGW100x2+GB-F（V）ァ21+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填 梁下orスラブ下

LGW+亜鉛鉄板ァ0.8+GB-F（V）ァ21+GB-R（H）ァ9.5（両面） 梁下orスラブ下

GBS2

GBS3

耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁 梁下orスラブ下GB（T1）X

GB-R（H）ァ9.5+GB-F（V）ァ21+21+LGW+鉛板ァt+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5　GWァ50充填
（X=Pbt）

耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　※仕様については共通詳細図による　（X=Pbt）W（T1）X 梁下orスラブ下

LGW+鉛板ァt+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填　（X=Pbt）GBX 梁下orスラブ下

※仕様については共通詳細図による（両面）　（X=Pbt）WX 梁下orスラブ下

LGW+鉛板ァt+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）　GWァ50充填　（X=Pbt）W50X 梁下orスラブ下

※仕様については共通詳細図による（片面）　（X=Pbt）W51X 梁下orスラブ下

断熱材+直付LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W33 ボード：天井+50

直付LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W35 ボード：天井+50

W52（T1）BW 梁下orスラブ下耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　GB-F（V）ァ21+21+LGW+耐水セメントボードァ12.5+12.5　GWァ50充填

W52BW 梁下orスラブ下GB-R（H）ァ9.5+GB-Rァ12.5+LGW+耐水セメントボードァ12.5+12.5　GWァ50充填

梁下orスラブ下W53BW LGW+耐水セメントボードァ12.5+12.5（片面）　GWァ50充填

※床面積に含まない部分は、屋内的用途として利用しない。
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　　　　　　　W400　安全ガード付
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一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

6階平面詳細図（3）
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設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

D

：既存建物を示す

［　凡　例　］
一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

設計者氏名

設計者氏名

設計者氏名

GB（T1） 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）

GB（T1）G 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填

梁下orスラブ下

梁下orスラブ下

梁下orスラブ下GB（T1） 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）

梁下orスラブ下GB（T1）G 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填

梁下orスラブ下GB

GBS

W10
ボード：天井+50

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）W20

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面） LGW：梁下・スラブ下

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W30

天井止

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W40

ボード：天井+50
LGW：梁下・スラブ下

天井止

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W50

梁下orスラブ下

GB（T1）K 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+GB-F（V）ァ21+21（片面） 梁下orスラブ下

［　壁　凡　例　］

梁下orスラブ下

GB（T1）S 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+音響絶縁体+GB-F（V）ァ15+15（両面）　GWァ50充填

GB（T1）S2 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW100x2+GB-F（V）ァ21+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填

梁下orスラブ下

梁下orスラブ下

GB（T1）S3 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+亜鉛鉄板ァ0.8+GB-F（V）ァ21+GB-R（H）ァ9.5（両面） 梁下orスラブ下

W50（T1） 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+GB-F（V）ァ21+21（片面）　GWァ50充填 梁下orスラブ下

耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　LGW+音響絶縁体+GB-F（V）ァ15+15（両面）　GWァ50充填 梁下orスラブ下GB（T1）S

GBG 梁下orスラブ下

LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）

LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填

LGW+音響絶縁体+GB-F（V）ァ15+15（両面）　GWァ50充填

LGW100x2+GB-F（V）ァ21+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填 梁下orスラブ下

LGW+亜鉛鉄板ァ0.8+GB-F（V）ァ21+GB-R（H）ァ9.5（両面） 梁下orスラブ下

GBS2

GBS3

耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁 梁下orスラブ下GB（T1）X

GB-R（H）ァ9.5+GB-F（V）ァ21+21+LGW+鉛板ァt+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5　GWァ50充填
（X=Pbt）

耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　※仕様については共通詳細図による　（X=Pbt）W（T1）X 梁下orスラブ下

LGW+鉛板ァt+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填　（X=Pbt）GBX 梁下orスラブ下

※仕様については共通詳細図による（両面）　（X=Pbt）WX 梁下orスラブ下

LGW+鉛板ァt+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）　GWァ50充填　（X=Pbt）W50X 梁下orスラブ下

※仕様については共通詳細図による（片面）　（X=Pbt）W51X 梁下orスラブ下

断熱材+直付LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W33 ボード：天井+50

直付LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W35 ボード：天井+50

W52（T1）BW 梁下orスラブ下耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　GB-F（V）ァ21+21+LGW+耐水セメントボードァ12.5+12.5　GWァ50充填

W52BW 梁下orスラブ下GB-R（H）ァ9.5+GB-Rァ12.5+LGW+耐水セメントボードァ12.5+12.5　GWァ50充填

梁下orスラブ下W53BW LGW+耐水セメントボードァ12.5+12.5（片面）　GWァ50充填

※床面積に含まない部分は、屋内的用途として利用しない。
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　　　　　　　W400　安全ガード付
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一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

PH階平面詳細図（2）
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設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当
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：既存建物を示す

［　凡　例　］
一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

設計者氏名

設計者氏名

設計者氏名

GB（T1） 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）

GB（T1）G 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填

梁下orスラブ下

梁下orスラブ下

梁下orスラブ下GB（T1） 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）

梁下orスラブ下GB（T1）G 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填

梁下orスラブ下GB

GBS

W10
ボード：天井+50

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）W20

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面） LGW：梁下・スラブ下

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W30

天井止

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W40

ボード：天井+50
LGW：梁下・スラブ下

天井止

LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W50

梁下orスラブ下

GB（T1）K 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+GB-F（V）ァ21+21（片面） 梁下orスラブ下

［　壁　凡　例　］

梁下orスラブ下

GB（T1）S 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+音響絶縁体+GB-F（V）ァ15+15（両面）　GWァ50充填

GB（T1）S2 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW100x2+GB-F（V）ァ21+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填

梁下orスラブ下

梁下orスラブ下

GB（T1）S3 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+亜鉛鉄板ァ0.8+GB-F（V）ァ21+GB-R（H）ァ9.5（両面） 梁下orスラブ下

W50（T1） 耐火構造間仕切壁（1時間耐火）　LGW+GB-F（V）ァ21+21（片面）　GWァ50充填 梁下orスラブ下

耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　LGW+音響絶縁体+GB-F（V）ァ15+15（両面）　GWァ50充填 梁下orスラブ下GB（T1）S

GBG 梁下orスラブ下

LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）

LGW+GB-F（V）ァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填

LGW+音響絶縁体+GB-F（V）ァ15+15（両面）　GWァ50充填

LGW100x2+GB-F（V）ァ21+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填 梁下orスラブ下

LGW+亜鉛鉄板ァ0.8+GB-F（V）ァ21+GB-R（H）ァ9.5（両面） 梁下orスラブ下

GBS2

GBS3

耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁 梁下orスラブ下GB（T1）X

GB-R（H）ァ9.5+GB-F（V）ァ21+21+LGW+鉛板ァt+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5　GWァ50充填
（X=Pbt）

耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　※仕様については共通詳細図による　（X=Pbt）W（T1）X 梁下orスラブ下

LGW+鉛板ァt+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（両面）　GWァ50充填　（X=Pbt）GBX 梁下orスラブ下

※仕様については共通詳細図による（両面）　（X=Pbt）WX 梁下orスラブ下

LGW+鉛板ァt+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）　GWァ50充填　（X=Pbt）W50X 梁下orスラブ下

※仕様については共通詳細図による（片面）　（X=Pbt）W51X 梁下orスラブ下

断熱材+直付LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W33 ボード：天井+50

直付LGW+GB-Rァ12.5+GB-R（H）ァ9.5（片面）W35 ボード：天井+50

W52（T1）BW 梁下orスラブ下耐火構造間仕切壁（1時間耐火）防火上主要な間仕切壁　GB-F（V）ァ21+21+LGW+耐水セメントボードァ12.5+12.5　GWァ50充填

W52BW 梁下orスラブ下GB-R（H）ァ9.5+GB-Rァ12.5+LGW+耐水セメントボードァ12.5+12.5　GWァ50充填

梁下orスラブ下W53BW LGW+耐水セメントボードァ12.5+12.5（片面）　GWァ50充填

6200 6400

2700 3500 1525 4875

X12
X11A

14
50

1450

3650

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事
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　a　：H-175x175x7.5x11（HDZ55）　G.PL6.0　2M-16（F8T）

　c　：H-150x150x7x10（HDZ55）　　G.PL6.0　2M-16（F8T）

設備機器鉄骨架台寸法は下記による

■PH階　設備基礎リスト

サイズ（LxWxH） 数量

1600x1000x150 3

1000x600x150 3
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W5
0

W33

GB（T1）K

GB
（

T1
）

GB
（

T1
）

GB
（

T1
）

将来用スペース将来用スペース

配線ピット（実線部：蓋設置）

配線ピット（実線部：蓋設置）

配線ピット（実線部：蓋設置）

消

設備基礎：
1500x650x150H

設備基礎：
1530x850x150H

設備基礎：2850x1100x150H

設備基礎：
1200x300x150Hx2基

設備基礎：
1530x850x150H

設備基礎：
1700x950x150H設備基礎：1700x950x150Hx2基

PAT
W50（T1） W50（T1） W50（T1）

吹抜 吹抜

EPS1

DPS3

DPS2

A階段
前室

33
20

PAT

PAT

1000

40
0

電気飛出し口（W1000xH250）

チャンバー（OA用）

125A
125A

上部横樋

GB（T1）K

GB
（
T1

）
K

GB
（

T1
）
K

W50

W5
0

W5
0

GB（T1）K

GB
（

T1
）

GB（T1） GB（T1）

W50

将来用スペース

消

消

設備基礎：3200x1300x250H 設備基礎：3200x1300x250H

設備基礎：1000x2800x250H

設備基礎：1700x950x150Hx2基
手摺A

手
摺

A

手摺A

手
摺

A

設備基礎：2030x860x150H

設備基礎：
850x1530x150H

設備基礎：
800x650x150H

ハトコット
（V-Ⅱ）

ハトコット
（P-Ⅰ）

ハトコット
（P-Ⅱ）

ハトコット
（P-Ⅱ）

a
a

a
a

a
a

a
a

a

B階段

GB
（

T1
）

K

GB（T1）K

W50

W5
0

W5
0

W50

W50

W50

W5
0

W50

W50

7085 5825

RD100A

W50 W50

375

9250 2780 6100 470

15
00

16
65

28
00

83
5

2320 500

+200

ハト小屋

+460

RD100A

RD100A

水勾配 水勾配

100A

免震EXP.J屋根

RD100A

RD100A
RD100A RD100A RD100A

RD100A

100A100A
RD100A

W5
0

消

H=450

H=1300

H=800

H=1300H=1300

H=1000

H=450H=800

13001525

ハト小屋

水勾配 RD100A（新設）

　　　　　　　W400　安全ガード付
タラップ梯子：ステンレス製（既製品）

丸環丸環丸環丸環丸環丸環丸環丸環丸環丸環丸環丸環丸環丸環丸環丸環丸環丸環

丸環

丸環

丸環

丸環

丸環

丸環

丸環

丸環

丸環

丸環

丸環

丸環

PAT

（新設）

取合い改修

EAG

RD65A

小梁：溶融亜鉛メッキ仕上

±0

鉄骨架台　H=1500

小梁：耐火塗料（1h）（スラブ下小梁のみ）

（有効1.42㎡）

手摺：FB-50x6　ボルト止め　H1250

RD65A

搬入デッキ：T防（X-2）

間柱：125x125x6.5x9

W50

W50

32
00

オーバーフロー管位置を示す（5ヶ所）

※部材寸法は下記凡例による

a a a

aaaa

a

a

a

b

b

b

b

b b b

b b b

b b b

b b b

a
a

a
ac

c c

c c

c c

c c

c
c

c

c
c

c

c
c

c
cc

c

c
c

c

c c
c

c c
c

c
c

c
c c

c
c

c
c

c
c

c
c

c

c
c

c
c

c

800 1000 800 1000 800 1000 800 1000 800 1000

c

3000

c

c

c

c

c

c

c

c

c

3000

メンテナンスデッキ　W250xH40

OAG
（有効1.42㎡）

OAG
（有効1.42㎡）

　b　：H-200x200x8x12（HDZ55）　　G.PL9.0　2M-16（F8T）

：メンテナンスデッキ手摺Ｈ＝1200

1/50

1/501/50

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形



一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

PHR階平面詳細図（1）

69

'20

-

1：200

A2：

A3 :

1：100A1：

3

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

D

13
00

0

62006200 6200 6200 62006200 6200 6200

70
00

16
00

0
70

00

：既存建物を示す

［　凡　例　］
一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

設計者氏名

設計者氏名

設計者氏名

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

北

470

RD

125A

RD100ARD100A

水
勾

配
1／

50

RD100A

RD100A
125A

125A

水勾配1／50 水勾配1／50

RD100A RD100A
125A

125A

RD100A

125A

RD100A
125A125A

RD100ARD100ARD100A

水
勾

配

水
勾

配

丸環 丸環 丸環 丸環 丸環 丸環 丸環丸環 丸環 丸環 丸環 丸環 丸環

丸環 丸環 丸環 丸環 丸環 丸環 丸環丸環 丸環 丸環 丸環 丸環 丸環

丸環

丸環

丸環

丸環

丸環

丸環

屋根Ⅲ－1

屋根Ⅱ－1

屋根Ⅱ－2

庇1：アルミ庇

庇1：アルミ庇
　　　　　　　W400　15段　安全ガード付
タラップ梯子：ステンレス製（既製品）

　　　　　　　W400　15段　安全ガード付
タラップ梯子：ステンレス製（既製品）

庇6：アルミ庇
　　　W4800xD400（H60）

±0

+250

±0

　　　　　　　W400　安全ガード付
タラップ梯子：ステンレス製（既製品）

オーバーフロー管位置を示す（3ヶ所）

1/
50

1/
50

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形



強化ガラス

倍強度熱線吸収板ガラス

倍強度フロート板ガラス

複層ガラス（  ）＋Ａ（  ）＋（  ）

熱線吸収フロート板ガラス

学校用強化ガラス

ガラスブロック

熱線反射ガラス

型板強化ガラス

網入り磨き板ガラス

線入り磨き板ガラス

線入り型板ガラス

網入り型板ガラス

フロート板ガラス

合せガラス

型板ガラス

放射線遮蔽用鉛ガラス

耐熱ガラス

耐熱ガラス（カスミ）

フロストガラス

強化ガラス（フロスト処理）

Ｐ４+ブラインド+Ｐ４

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

建具仕様書

84D

'20 3

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

開口率：外部３５％（チャンバー付は６０％）・内部４５％

６．ガラリ形状

Ａ Ｂ Ｃ
枠見込 枠見込

FL

ステンレスＳＵＳ３０４

見込

15
3

6

3

15

ｔ＝２．０　ＨＬ

10

5

17
3

ｔ＝２．０　ＨＬ
ステンレスＳＵＳ３０４

14

12.5

15

3

3
6

見込

15
22

3

FL

Ｄ

ＢＡ

FL

Ｅ

扉

沓摺なし

見込

枠見込

3

9

4

扉

15

Ｆ

ＳＵＳ３０４　ＨＬ
ステンレスＦＢ－９Ｘ４０

扉

扉
枠見込

4見込3

6
3

糸面取 FL

４．沓摺形状

法規制

建具の種類と符号

建具仕様書
凡例表

グレイジング

建具性能

材　　質 仕　　上

ＬＧＷ壁

14，1 t

枠見込

40

枠見込枠見込

15

14

1225

15

15

25

10

見込3 4
25

15

25
10

25
FL3 12

見込3

14

4

15
3 FL

25
15

4
25

５．枠形状

ＤＣ

3

15 15

４０Ｘ２０Ｘ２．０　ＨＬ
ステンレスＳＵＳ３０４

Ｇ

扉

枠見込

4見込3

6
3

扉

FL 6
3

15

ステンレスＳＵＳ３０４

Ｈ

扉

ｔ＝２．０　ＨＬ

3
15

4見込

枠見込
扉

FL

ＲＣ壁

15

25
15

H40
5

ＡＴ枠

3

3

5

枠見込

40 48

15

25

48 3
15

W

w

5
40

4
25

PAＴ枠

3

3

15
25

25
15

48 3

W

三方枠（ＲＣ壁）

W

485 H

1，14

25
15

tw

25

H
25

35
25

50
10

25

水切

15

25
35

見込 W

ガラスの種類と記号

シーリング：変成シリコーン系　10x5

サ
ッ

シ
Ｈ

10

70

25

　　　　　　補強Ｐ－２．３
竪枠：Ｓｔ－１．６（加工）　ＳＯＰ

Ｌ

ＳＤ・ＬＳＤ・ＦＳＤ・ＳＳＤ等共通事項

ＳＤ

１Ａ

建具種類

（タイプ別記号）

建具姿・ガラリ形状
性能・寸法・枠見込

１．符号の説明

建具表共通事項

w

枠見込

25 W

t14，1

三方枠（ＬＧＷ壁）

H

t

25

1，14

w

枠見込

1515

40

DW DW6

30

15 15

18

5
13

DW DW6

15 15

30

18

5
13

40

DW DW6

4512
.5

17

29
.5

5x5
４周シーリング：

15

10

70

1525

サッシ
サッシW アＧＢ－Ｒ　   ９．５裏打

ＲＷ充填　   ５０ア

２．壁・サッシ取り合い金物

W W

額縁

1,
14

14
,1

　　　　　　補強Ｐ－２．３
竪枠：Ｓｔ－１．６（加工）　ＳＯＰ

Ｌ

シーリング：変成シリコーン系　10x5

ＲＷ充填　   ５０ア

サッシ 額縁
ＧＢ－Ｒ　   ９．５裏打ア

見込

15
25

水切

結露受額縁

W 10 25 サ
ッ

シ
Ｈ

ｈ

1520
シーリング：

変成シリコーン系

変成シリコーン系
15x10 W

20

水切 見込

ｈ

15

2510

サ
ッ

シ
Ｈ

結露受額縁

サ
ッ

シ
Ｈ

ｈ

結露受アングル

20 15

1535 25見込水切

ボード系下地 ＲＣ下地

サッシW

シーリング：変成シリコーン系
　　　　　　15x10

水
切

見
込

W

　　　15x10

シーリング：
変成シリコーン系

　　　15x10 　　　15x10

シーリング：
変成シリコーン系

15

見
込

水
切　　　　　　15x10

35

サッシW

シーリング：変成シリコーン系

シーリング： シーリング：
変成シリコーン系

15x10 15x10
変成シリコーン系

シーリング：

ＣＢＡ

３．額縁　（かぶせ工法（カバー工法）を除く）

ダクト接続用金物：
Ｐ－２．３（加工）Ｌ
ＦＥ　４周

2015
35

ＡＷ・ＡＧ・ＡＤＷ等共通事項

１．ガラリに取付くダクト接続金物

１．扉の召し合せ

ＳＤ

ＬＳＤ

ＰＡＴ

一般
ＳＡＴ
ＡＴ

ＡＴ

一般
ＳＡＴ

SUS304
t=1.5

SUS304
t=1.5

SUS304
t=1.5

10

15

ＡＴ・ＰＡＴ：四周ゴムＡＴ・ＰＡＴ：四周ゴムＰＡＴ：四周ゴムＡＴ：四周ゴム

Pb
鉛防護

　複層ガラス（Ｐ５）＋（Ａ１２）＋（Ｐ６）SL1

■複層ガラス種別凡例

SL2 　複層ガラス（Ｐ５）＋（Ａ１２）＋（Ｔ５）

SL3 　複層ガラス（Ｐ５）＋（Ａ１２）＋（Ｐ５）

SL4 　複層ガラス（Ｐ５）＋（Ａ１２）＋（ＰＷ６．８） ―

―

A2：

A3 :

―A1：

Ｂ鏡面（＃６００，＃７００）

耐風圧（Ｓ－６）気密（Ａ－４）水密（Ｗ－５）遮音（　　　）断熱（　　　）

耐風圧（Ｓ－５）気密（Ａ－３）水密（Ｗ－４）遮音（　　　）断熱（　　　）

耐風圧（Ｓ－４）気密（Ａ－３）水密（Ｗ－４）遮音（　　　）断熱（　　　）

木製カーテンウォール

スチール製カーテンウォール

アルミニウム製カーテンウォール

アルミニウム製戸付窓

鋼製防火防煙シャッター

木製パーティション

アルミパーティション

スチールパーティション＋工場製品扉

鋼製防火戸（感知器連動）

ＡＤＷ

鋼製窓ＳＷ

ＳＳＧ

ＯＨＤ

ＳＳＳ

ＳＳＷ

クロゼットドアＣＤ

Ｐ

ＦＨ

ＤＨ

紙障子

防煙垂壁

戸襖

熱

煙

ヒュ 温度ヒューズ連動

煙感知器連動

熱感知器連動

オーバーヘッドドア

鋼製ガラリ

ステンレス製ガラリ

アルミニウム製ガラリ

Ｈ

ＡＧ

襖

ＳＧ

ステンレス製シャッター

ステンレス製窓

アルミニウム製窓

鋼製重量シャッター

鋼製軽量シャッター

ＳＳ

ＬＳＳ

ＡＷ

常閉

不

防

特

常時閉鎖式

不燃扉（防煙区画）

防火設備

特定防火設備

ＷＣＷ

ＧＢＷ

ＳＣＷ

ＡＣＷ

ガラスブロック窓

ＳＳＤ

強化ガラス製戸

アルミニウム製戸

ステンレス製戸

軽量鋼製戸

ＡＤ

ＰＷ

ＴＤ

樹脂製窓

ＬＤ

ＷＤ

ＳＤ

木製戸

鋼製戸

ＦＳＳ

ＳＳＦ

ＳＦ

ＦＳＤ

ＡＰ

ステンレス製枠

鋼製枠

ＷＰ

ＳＰ

プラスチックＰ

ガスケット

２成分形シリコーン系シーラント

Ｆ

Ｅ

Ｃ種

Ｂ種

テラゾーブロック

１成分形シリコーン系シーラント

２成分形ポリサルファイド系シーラント

ネオプレンビード（不燃）

軟質塩化ビニル製ビード

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

ＴＢ

Ａ種

アク

メラ

粉体

ウレタン変性アクリル樹脂焼付塗装

エポキシ変性メラミン樹脂焼付塗装

エポキシ樹脂粉体塗料静電塗装

フッ素 フッ素樹脂焼付塗装

ポリウレタン樹脂焼付塗装

アクリルウレタン樹脂焼付塗装

電解三次着色

電解二次着色

アルマイト処理

三着

ポリ

焼付

二着

アルマ

カラーステンレス

ブロンズ

アルミニウム

ステンレス

スチール

Ｃ－ＳＵＳ

ＡＬ

ＢＲ

Ｂ

真鍮

ＳＵＳ

Ｗ

ＳＴ

木

ＳＯＰ

ＦＥ

ＵＣ

ＣＬ

ＯＳＣＬ

ウレタン樹脂ワニス

フタル酸樹脂エナメル

合成樹脂調合ペイント

オイルステイン・クリヤラッカー

クリヤラッカー

バイブレーションバイブ

ＢＦ－Ｂ

Ａ鏡面（＃８００）

ヘアラインＨＬ

ＢＦ－Ａ

ポリカーボネート板ＰＫ

ＡＬＰ アルミパネル ポ塗 非黄変型ポリウレタン樹脂塗装（吹付）

AC アコーディオンカーテン

スライディングウォールＳＬＷ

2-FUE 常温乾燥形フッ素樹脂エナメル塗り

放射線乱防止塗料XP

放射線汚染防止塗料ＲＰ

耐風圧（Ｓ－５）気密（Ａ－４）水密（Ｗ－５）遮音（Ｔ-２）断熱（Ｈ－５）樹脂サッシ

完全エアタイト型　ｑ（通気量）＝ 0　 ～  1.5ｍ／h・ｍ

エアタイト型　　　ｑ（通気量）＝ 1.5 ～  6.0ｍ／h・ｍ

準エアタイト型　　ｑ（通気量）＝ 6.0 ～ 20.0ｍ／h・ｍ

3

3

3

2 （ΔＰ（Ｐａ）10～100）

2

2

（ΔＰ（Ｐａ）10～100）

（ΔＰ（Ｐａ）10～100）

ＰＡＴ

ＳＡＴ

ＡＴ

樹脂製樹脂

Ｔ

Ｐ（ＨＳ）

ＨＰ（ＨＳ）

ＧＢ

ＨＦＬ

ＳＬ

Ｒ

ＦＴ

ＳＴ

ＰＷ

Ｌ

ＷＰ

Ｗ

ＦＷ

P

Ｆ

Ｘ

ＦＰ

ＦＦＰ

ＦＧ

ＴＦＧ

ＢＬ

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

ロッド施錠タイプとし、トリガーボルト付とする

強化ガラス扉・自動ドア等各用途にあわせて取り付けること

トリガー付とする。フランス落しがある場合は防音扉用を取り付ける

障子間施錠とし、一般キー形状タイプとする引違戸錠

非常開付とする

錠前の種類は所轄消防署予防課により確認する

消音ワンタッチ空錠に本締錠を別に取り付ける

非常錠

ロッド引戸錠

本締錠

グレモンハンドル錠

消音ワンタッチ錠

表示錠

レバーハンドル形状ケースロック

ノブ形状式ケースロック

ケースハンドル形状ケースロックケースハンドル錠

ケースロック

レバーハンドル錠

形式 附属金物

鍵共通事項

電気錠は、火災信号連動解除装置付とする。

また、どちらの建具も将来工事において入退室管理ドアとするために、本工事において

電気錠

建具内のシステム用配管及び配線を行うこと。工事区分は下記による。

電気錠　工事区分 ジョイントボックス（電気設備工事）

遠隔操作用の配管配線（電気設備工事）

電気ストライク（デッドボルト）～
本工事（建具工事に含む）

上框に取付。
片開き・親子開きの場合は片側のみ縦枠に取付

建具内及び天井内ジョイントボックスまでの保護管及び配線を電気設備工事。

SL5 　複層ガラス（Ｐ５）＋（Ａ１２）＋（ＦＧ５）

アルミニウム製二重窓ＡＡＷ

耐風圧（Ｓ－５）気密（Ａ－４）水密（Ｗ－５）遮音（Ｔ-２）断熱（Ｈ－３）断熱サッシ

建具の結露水は原則的に外部放出とし、等圧型タイプとする。

アルミニウム製ガラリ部分にダクトを接続する場合、４方ダクト接続用金物（Ｐ  －２．３加工　FE）を取り付ける。

ダクト接続のあるガラリには防鳥網を取り付け、その他のガラリには防虫網を取り付ける。

Ｗ＝７０００以上の建具の取付アンカーはファスナータイプとし、フラッシングを取り付ける。

建具性能は特記なき限りA種｛耐風圧（Ｓ－５）気密（Ａ－４）水密（Ｗ－５）｝を標準とし、その他は特記による。

2.

外部アルミニウム製ガラリの開口率は３５％程度とする。チャンバー付のガラリの開口率は６０％程度とする。

防火設備は防火通則認定証紙を張り付ける事。

5.

7.

6.

4.

3.

アルミニウム製建具特記事項

1.

Ｌ

1. 扉の鋼板はスチールパーティション類を含め全てＪＩＳ  Ｇ３３０２（溶融亜鉛めっき鋼板）とする。尚、下地補強材も同材とする。

外部取付の鋼製・軽量鋼製扉の枠は全てＳＵＳ３０４　ＰＬ-１．５加工、焼付塗装又はポ塗吹付仕上とする。

順位調整器取付扉には、調整器当り用のステンレスＳＵＳ３０４　ｔ＝１．５　ＨＬ　Ｗ＝３０，Ｌ＝３００を取付の事。

ＳＴ（Ｓ）はＳＵＳ３０４　ｔ＝１．５（加工）ＨＬを特記無き限り、扉両面取り付ける。

ストレッチャー摺や手摺等の取り付く扉は、取り付け用補強プレートｔ＝２．３を特記無き限り両面取り付ける。

親子扉・両開き扉は、全てドアクローザー２ケ所付とし、順位調整器を取付ける。

21.

19.

20.

18.

外部出入口扉枠はＡＴ仕様とし、３周ゴム取付け、水密性を保つ。

17.

16.

14.

13.

フッ素、ポ塗等樹脂系仕上の場合、亜鉛めっき鋼板のサビ止メ塗装はエポキシ系サビ止メとする。

扉は片開扉、引戸を含め全て４方ステンレスＳＵＳ３０４　ｔ＝１．５　ＨＬ　Ｗ＝１５取付扉とする。

親子・両開き扉の召し合わせは一般扉に於いてもＡＴ仕様とし、ゴム当たりを取り付ける。

ドアクローザーは特記なき場合、又は特定防火設備・防火設備以外はストッパー付とする。

レバーハンドル錠及びグレモンハンドル錠、消音ワンタッチ錠は全て本締錠付とする。

ドアクローザーは特記無き限り、正規取付けとする。ＤＣは使用室内側に設置とし共用廊下には設けない。（パラレル取付けは原則として避ける）

7. 全ての扉について、マスターキーシステム（ＧＧＭＫ、ＧＭＫ、ＭＫシステム）を組み込む事。

オートヒンジは明記なき限り中心吊りとする。

10.

11.

12.

9.

8.

軽量鋼製戸の表面鋼板は、0.8ｍｍとする。

引戸・吊り戸は全て戸先に指はさみ防止用クッションゴム取付とする。

4.

6.

5.

3.

2.

鋼製・鋼製軽量・ステンレス建具特記事項

ピボットヒンジは全て竪枠取付型とする。又、外部に取り付く丁番及びピボットヒンジ類の枠の切欠き部はシーリング材等で必ず塞ぐ事。

ＬＤ、SP、スチールパーテーションのハンガー引き扉は、フリーストップ付とする。引き戸点検パネルは、廊下･主要室側には設けないこと。

鋼製・軽量鋼製・ステンレス製・スチールパーテーションに付く窓枠・ガラリの仕上は、各々の建具と同仕様とする。

22. ＩＣカードリーダー、セキュリティー管理システムは、電気設備工事とする。

８．外部アルミ製建具の表面処理：皮膜厚さＡ種（陽極酸化被膜厚さ9.0以上、被膜厚さ12.0以上）とする。

9. 引違窓、片引き窓には開口制限ストッパー、指詰め防止ストッパー（回転ストッパー）を取り付ける。（回転制御15度、引違い・片引きは開口制限150とする。但しメンテナンス時は全開可能なこと）

引き戸レール・吊り戸の機構は、ボールベアリング式精密スライド型とする。23.

ローカル電気錠システムは制御盤を設けたバッテリー内臓型とする。（建具工事）

但し廊下～廊下中間に設けるDCは、パラレル型とする。

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

設計者氏名

設計者氏名

シリンダー本締錠は平面フラット型とする。

SL6 　複層ガラス（ＦＧ６）＋（Ａ１２）＋（Ｔ６）

特） ・強化ガラス面は、全て飛散防止フィルム張りとする。
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シーリング シーリング

水切
SUSt2.0

電気設備工事
（配管・配線共）

ICｶｰﾄﾞ読み込み交換機
電気設備工事（配管・配線共）

また、ＩＣカードリーダー、ＩＣカード読み込み変換機等及び配管、配線共

電気設備工事とする。

※ローカル管理の制御盤設置（電気錠･建具工事）は２線式とし最寄りの管理室に設置する。（建具工事）

mutsumik
四角形
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一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

設計者氏名

設計者氏名

SSD・SSF・TB・SPG

'20 3

掘
り
込
み
押
引
き
空
錠

2 43 51 76 計PH

SSD
1

ステンレス製　両開き戸

SSD
2

ステンレス製　2枚引き自動ドア
21

00

2300

FL

15
0

24
00

2800

920

21
00

FL

30
0

40
1840

Fix

15
0

1
SSD

2
SSD

40
SUS

HL
2,100x2,300

402,400x2,800
SUS

HL

C T8 E

C T8 E
自動ドア・非接触センサー
ICカードリーダー

1

1

1

1

フィルム張

フィルム張

H

25

ステンレス製　一方枠

1
SSF

CH

50

FL

H

W

ステンレス製　三方枠

2
SSF

2,400x1
SSF

SUS

HL
140

284 4 4 44 4
25 附属金物一式

4

2,375x2
SSF

SUS

HL
165

213 3 3 33 3
900 附属金物一式

3

1,650x
SUS

HL
165

2
4,690

2

4
SSF 附属金物一式

TB
1

トイレブース

1735

600

FL

13
50

100
600 600

100

1035 1035

⇒

⇒

B

100100

600 600 1350

A B

60

A

2110

トイレブース

TB
2

FL

40

CH

1
TB

図　　示 40 附属金物一式
7メラ

アルミエッジ

2
TB

図　　示 40 附属金物一式
6メラ

アルミエッジ

3
TB

図　　示 40 附属金物一式
1メラ

アルミエッジ

1 1 1 1 11

1 1 1 1 11

1

1

トイレブース

TB
3

上段：耐震棟　数量

下段：免震棟　数量

1150 1150

H

W

ステンレス製　四方枠

4
SSF

5
SSF

35
0

1,650x
SUS

HL
1652,970

5
SSF 附属金物一式

22

13
50

100
600

475

600 600

100

1035 1033 1035

⇒

⇒

B

100

600

475100

600 600 1350

A

60
18

40

A

3183

FL

40 40

CH

B

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

20
00

60
19

40

6
SSF

9
SSF

～
10
SSF

11
SSF

18
4024
00

6
SSF 附属金物一式2,000x

SUS

HL
1651,230

44

7
SSF 附属金物一式2,000x

SUS

HL
1652,320

22

8
SSF 附属金物一式2,000x

SUS

HL
165870

22

9
SSF 附属金物一式2,000x

SUS

HL
165540

22

2,600x10
SSF

SUS

HL
16525 附属金物一式

2,400x11
SSF

SUS

HL
16525 附属金物一式

11

11

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

19
00 24
00

19
00

50
0

メラミン不燃化粧板
斜線部（H500）

50
0

メラミン不燃化粧板
斜線部（H500）

仕上材（H1900以上）
：メラミン不燃化粧板

仕上材（H1900以上）
：メラミン不燃化粧板

ICカードリーダー

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形



11

6
SP

1652,000x1,800 A
ST

メラ
F4 E40

自動ドア・非接触センサー
ICカードリーダー

2 2

8
SP

1652,000x1,200 A
ST

メラ
40

自動ドア
ICカードリーダー

1 1

9
SP

1652,000x1,000 A
ST

メラ
40

ICカードリーダー

1 1

10
SP

11
SP

1652,000x1,800 A
ST

メラ
F4 E40

12
SP

1652,000x2,700 A
ST

メラ
F4 E40

1

1

1

1

13
SP

1 1

14
SP

不 1652,000x900 A
ST

メラ
F4 E40

1652,000x1,300 A
ST

メラ
F4 E40

自動ドア
ICカードリーダー

1 1

1652,000x1,300 A
ST

メラ
40

自動ドア
ICカードリーダー

1 1

3 3

1652,000x1,300 A
ST

メラ
40

自動ドア
ICカードリーダー

1652,000x1,300 A
ST

メラ
40

1 1

1 1

1 1

8A
SP

1652,000x1,200 A
ST

メラ
F4 E40不

1 1

不 1652,000x1,740 A
ST

メラ
F4 E40

1 1

13A
SP

13B
SP

13C
SP

6A
SP

1652,000x1,800 A
ST

メラ
F4 E40

自動ドア・非接触センサー
ICカードリーダー

1 1

特

常閉

特

常閉

特

常閉

不

常閉

不

常閉

不

常閉

不

常閉

防

常閉

防

常閉

不

常閉

11

12A
SP

1652,000x900 A
ST

メラ
F4 E40

E

不

常閉

AT

軽量鋼製　片引きハンガー戸（壁収納タイプ）
20

00
25

0

有効900

FL

150

80
0

15
0

SP
1

ガラス

150
1
SP

不 1652,000x900 A
ST

メラ
F4 E40

軽量鋼製　片引きハンガー戸（壁収納タイプ）

20
00

25
0

FL

SP
2

2：特定防火設備

2
SP

1652,000x900 A
ST

メラ
40

1 21

軽量鋼製　片引きハンガー戸（壁収納タイプ）

SP
3

有効900

3
SP

1652,000x1,300 A
ST

メラ
40

自動ドア
ICカードリーダー

1

3・3A・3C：特定防火設備

SP
4

20
00

25
0

有効900

150150

FL

ガラス（4のみ設置）

軽量鋼製　二連式片引きハンガー戸（壁収納タイプ）

15
0

15
0

4
SP

不 1652,000x900 A
ST

メラ
F4 E40

1 71 1 11

SP
5

20
00

20
0

有効1800

FL

80
0

15
0ガラス

軽量鋼製　引分けハンガー戸（壁収納タイプ）

150 150 150
150

5
SP

1652,000x1,800 A
ST

メラ
F4 E40

自動ドア・非接触センサー
ICカードリーダー

1

1

1

軽量鋼製　2本引きハンガー戸（外付タイプ）

20
00

25
0

FL

SP
6

ガラス

有効1800

軽量鋼製　片引きハンガー戸（壁収納タイプ）

20
00

25
0

有効1200

FL

SP
8

ガラス（8Aのみ）

8：特定防火設備

軽量鋼製　片引きハンガー戸（壁収納タイプ）

20
00

25
0

有効1000

FL

SP
9

20
00

25
0

有効1300

FL

SP
10

ガラス（3B・3C・3D）

軽量鋼製　2本引きハンガー戸（外付タイプ）

20
00

25
0

FL

SP
11

ガラス

有効1800

軽量鋼製　3本引きハンガー戸（外付タイプ）

20
00

25
0

FL

SP
12

ガラス

有効2700

SP
13

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

建具表（5）

98D

-

1：200

A2：

A3 :

1：100A1：

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当
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込
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W
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法
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ロ
　
ザ
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ヒ
ン
ジ

レ
バ
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ン
ド
ル
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グ
レ
モ
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ハ
ン
ド
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オ
　
ト
ピ
ポ
ッ
ト

オ
　
ト
ヒ
ン
ジ

フ
ロ
ア
ヒ
ン
ジ

ケ
　
ス
ハ
ン
ド
ル
錠

本
締
錠

表
示
錠

引
戸
錠

非
常
錠

電
気
錠

フ
ラ
ン
ス
落
し

戸
当
り

自
動
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錠
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一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

設計者氏名

設計者氏名

SP

'20 3

掘
り
込
み
押
引
き
空
錠

10
50

10
50

150

80
0

15
0

150

10
50

150

80
0

15
0

150

10
50

150

80
0

15
0

150

10
50

150

80
0

15
0

150

10
50

150

80
0

15
0

150

10
50

1652,000x1,300 A
ST

メラ
F4 E40

ICカードリーダー

1 1

3C
SP

1652,000x1,300 A
ST

メラ
40

テンキー

1 1

3D
SP

1652,000x1,300 A
ST

メラ
F4 E40

テンキー

4 4

2 43 51 76 計PH

軽量鋼製　片引きハンガー戸（壁収納タイプ）

SP
14

81 41 2

20
00

25
0

有効900

FL

150

80
0

15
0ガラス

150

10
50

2A
SP

1652,000x900 A
ST

メラ
40

11

2A：防火設備

SP
2A

軽量鋼製　片引きハンガー戸（壁収納タイプ）

20
00

25
0

有効1300

FL

ガラス（13のみ）

13A：特定防火設備

150

80
0

15
0

150

10
50

63 11 1

3A
SP

1652,000x1,300 A
ST

メラ
40

11

SP
3A

1 1

SP
8A

軽量鋼製　片引き折れ戸（Fix付）

20
00

25
0

1740

FL

150

ガラス

400

700
40

1000

80
0

15
0

10
50

上段：耐震棟　数量

下段：免震棟　数量

SP
3B

SP
3C

SP
3D

3B
SP

SP
13A

SP
13B

SP
13C

13B・13C：防火設備

一級建築士　大臣登録　第232192号　渡辺　武義　

スチールパーテーション

26
00

（
枠

上
）

10
00

16
00

FL

SP
51

4720

80
51
SP

ST

メラ
2,600x4,720 附属金物一式P5

11
不

24
00

（
枠

上
）

FL

14235

235 5500/5 1000 5500/5

スチールパーテーション

SP
52

40
0

20
00

80
52
SP

ST

メラ
2,400x14,235

11
不

片面パネル
ケンドン取外し式

パネル

軽量鋼製　2本引きハンガー戸（外付タイプ）

20
00

25
0

FL

SP
6A

ガラス

有効1800

150

80
0

15
0

720

10
50

扉部：固定式

固定式

扉部：固定式 扉部：固定式

1000

ケンドン取外し式 固定式

1000

ケンドン取外し式 固定式

天井補強：2C-100x50x20x2.3取付
吊り材：100x50x20x2.3　@1800

1 1

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

特

常閉

特

常閉

特

常閉

防

常閉

不

常閉

1A
SP

1652,000x900 A
ST

メラ
F4 E40

不

常閉

SP
1A

2 1 3

特

常閉

不

常閉

不

常閉

SP
12A

Eガラス

150

80
0

15
0

150

10
50

特定防火設備

※SP-12はエアタイト仕様

耐熱強化

ガラス5

耐熱強化

ガラス5

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

扉・枠共

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形



abe
長方形

abe
長方形



部材は耐風圧型とする。耐風圧強度±2000Pa以上とし、ブレース、圧縮材にて補強すること。・ 

野縁受

補強野縁受

吊ボルト位置

補強野縁

野縁

野縁受

補強野縁受

天井下地
野縁を切断する場合

天井開口部LGC下地補強
1:20

吊ボルト位置

吊ボルト位置

吹出口

野縁

野縁受

補強野縁受

天井点検口

補強野縁

補強野縁受

野縁受

補強野縁

野縁受

野縁

取付用補強材

補強野縁受

野縁受

2

吊ボルト位置 吊ボルト位置

天井開口部LGC下地補強

空調吹出口・照明器具
4 天井下地 1:20

天井点検口

天井開口部LGC下地補強
天井下地5 1:20

注記：特記なき軽量鉄骨下地間仕切は下地、ボード共スラブ下、梁下まで達すること

（６５Ｘ４５Ｘ０．８）

１５０以内

スペーサー600@程度

ダブル野縁

（１００Ｘ４５Ｘ０．８）
450@程度

打ち込みピン900@程度

脚　部

ランナ―

頭部　天井高の異なる場合

スタッド

シングル野縁

吹出口など別途

１５０以内

吹出口補強枠

軽量鉄骨天井下地（下地張りのある場合）

打ち込みピン900@程度

1:51

〃
〃

S

ボード寸法９００Ｘ１８００程度

Sはシングル野縁を示す
Wはダブル野縁を示す

３
６

０
程

度

S
W

３
６

０
程

度

〃

S
S

S

〃

W

目地当たり部に取付ける）

Sはシングル野縁を示す

ボード寸法（９００Ｘ９００）程度
ボード寸法（９００Ｘ１８００）程度

Wはダブル野縁を示す

３
０

０
程

度

S
S

W

（目透し貼の場合、

目地板

３
０

０
程

度
〃

W
S

S
S

W

吊ボルト位置

野縁

野縁受

野縁

補強野縁受け

野縁受

1:203 天井下地
天井開口部ＬＧＣ下地補強

野縁を切断しない場合

下地張りのある場合

軽量鉄骨天井下地
天井下地6 1:50

下地張りのない場合

軽量鉄骨天井下地
天井下地7 1:50

壁取合部には　型又はＬ型鋼板取付

〃
〃

〃
〃

8 1:10
軽量鉄骨天井下地（振止め補強のある場合）

屋
外

　
H≧

10
00

屋
内

　
H≧

15
00

野縁受け
屋外の場合のクリップは

内側に折り曲げる

振止め補強9φ　又は
-19x10x1.2以上

150以内

　振止め補強、及び2段のブレースを配置とする。

※天井ふところ1.5m以上(屋内)の場合は、

ブレース

シングルバー（S）

外部用ロックウール化粧吸音板

繊維強化セメント板など

金属成型板（小幅板）など

ジョイントボード張りなど
金属成型板、

（＊ひる石吹付の場合を示す）

野縁

吊ボルト

インサート金物

特殊ハンガー

六角ボルト

野縁受け

クリップ(ボルト固定式)

ボルトナットによる固定部は

4

6

戻り止め処理を講ずる。
スプリングワッシャーなどの

ダクト等で吊ボルト＠900以上とする場合は、ダクト下に吊りボルト受けの補強材を入れること。

金属製天井材の締結には、ステンレス製タップビス（＠200以内）を使用すること。
異種金属と接する部分には、ジンクロメートさび止めペイントを塗布すること。

５
５
以
上2

＊は別図による。

300

900 900

1

7

6

8

300

7

6

＊

＊

6.

8.

※

7.

1

900

3

900

1.6以上

 ＠ 900

※

野縁（バー）受

ピッチ寸法は全て以内とする。

天井面は水平加速度1Ｇに耐える様に壁際及び天井面の補強を施すこと。

吹付下地用

・ 

・ 

・ 

・ 
注

90
0

・ 

捨 張 り 用

ボード類直張り用
目地割 900x900
ボード類直張り用

直張り用
金属成型板類

直張り用
金属成型板類

目地割 900x1,800

12  

吊りボルト

 ＠ 900
以下

.

2.

3.

1

4.

ダブルバー（W）

※

＠900

＠1,800

X方向＠1,800

＠300

目地当り

Y方向  ＠900

1方向のみ

X,Y方向共

0.7以上

1方向のみ

X,Y方向共

以下

＠ 300

＠ 300

0.7以上

＠ 300

＠ 300
＠ 225＊

＠ 300

またはダブルバー
※

＊

7

900900

1

目地工法の場合はシール

仕　上　材

（
端

部
15

0以
内

）
90

0
90

0

300 300 300 300 300

900

15
0

9
1：5
1：30軽量鉄骨天井下地仕様

ＢＡ

特記：内部ＬＧＣについて
内部天井Ｈ≧1500以上の場合は、屋外天井下地ＬＧＣを適用し、
野縁受け～野縁（ボルト止め）・野縁受け～特殊ハンガー（ボルト止め）とする事

10
0

10
0

天井面

天井面
野縁受

タッピンねじ900@程度
野縁

スペーサー600@程度

ランナー

天井直付

※外部軒天の場合は溶融亜鉛めっき鋼板とする。

内部天井1500以上の場合の天井下地LGC・外部天井下地LGC

■外部軒天用とする場合
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東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
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共通詳細図（6） -

図示/2

A2：

A3 :

図示A1：

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

設計者氏名

設計者氏名

設計者氏名

37～45° 吊ボルト＠900

ブレース

型またはＬ形　亜鉛メッキ鋼板ァ0.5以上

104D
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壁見切縁
メラミン化粧板ァ3.0上部見切縁

1:2

EP塗装、壁紙等

樹脂ジョイナー

メラミン化粧板ァ3.0

5
EP塗装、壁紙等

メラミン化粧板

8

18 壁（吸音仕様）

（JIS A 6306 2号32Kg／m　）

＠300（よこ）

FL

（JIS R 3414 EP-16B）

樹脂製　型

コンクリート型枠外し

ガラスクロス付

グラスウールボード

樹脂製平頭

3

H
20

50

ピンボタンワッシャー＠300（たて）

接着剤

1:519

注記）H寸法は仕上表による注記）各種別、厚さ、仕上、シーリングの適用は仕上表による

壁－天井
16

ＧＷガラスクロス張りピン押え
1:10

ＧＷァ50

ピン押え
ガラスクロス張り

15

パネルＷ（Ｌ） パネルＷ（Ｌ）

天井パネル
不燃複合板ァ4　フッ素樹脂焼付塗装

12
5

特殊リベット
（アルミ形材）

Ｃ-100ｘ50ｘ20ｘ2.3
＠900

Ｌ-40ｘ40ｘ3　＠455

Ｌ-50ｘ50ｘ4　＠455

天井
17

天井パネル張り
1:10

28
.5

4
24

.5

Ｌ-40ｘ40ｘ3　＠455

Ｌ-50ｘ50ｘ4　＠455

注記）各種別、厚さ、仕上の適用は仕上表による

15
壁－天井

ＧＷ
1:10

Gt

Ｃ－Ｃ（種別）下地

壁：ＧＷ　アＧｔ

ＧＷ　アＧｔ

ＥＣＰ
ＡＬＣ板

ＡＬＣ

ＤＳＧ吹付

ｔ

スラブ下

Ｇ
ｔ

ガラスクロス押え  ピン止め

ガラスクロス押え  ピン止め

（シーリング10x5）（シーリング10x5）

指定仕上張り指定仕上

1:10

壁：ボード、タイル、石等の張り仕上

ボード１枚張り＋仕上

（材質）－　　   型

仕上ボード１枚張り

天井ボード張り（直張り）

壁：塗装、クロス等の直仕上

ボード１枚張り＋仕上
仕上ボード１枚張り

10
0

壁－天井10

（材質）－　　   型

（シーリング10x5）（シーリング10x5）

指定仕上 指定仕上張り

天井ボード張り（下地張りあり）

壁：塗装、クロス等の直仕上

下地ボード＋仕上ボード張り

壁－天井 1:10

下地ボード＋仕上ボード張り

10
0

壁：ボード、タイル、石等の張り仕上

11

（材質）－　　   型 （材質）－　　   型

壁－天井

ＧＷ
14 1:1013

Ｃ－ＣＦ

壁－天井
1:10

天井金属板張り

壁：塗装、クロス等の直仕上

目透かし目地

注記）各種別、厚さ、仕上、シーリングの適用は仕上表による

指定仕上

金属板張り

壁－天井

10
0

指定仕上張り

6

目透かし目地

金属板張り

壁：ボード、タイル、石等の張り仕上

1:1012

壁仕上ボード、タイル張り、石張り等は天井仕上面＋１００までとする

注記）各種別、厚さ、仕上、シーリングの適用は仕上表による
壁仕上ボード、タイル張り、石張り等は天井仕上面＋１００までとする

注記）各種別、厚さ、仕上、シーリングの適用は仕上表による
壁仕上ボード、タイル張り、石張り等は天井仕上面＋100までとする

ガラスクロス押え ピン止め

注記）各種別、厚さ、仕上の適用は仕上表による

天井仕上面＋１００までとする
壁仕上ボード、タイル張り、石張り等は

ガラスクロス押え ピン止め
壁：ＧＷ　アＧｔ

ＬＧＷ

Ｓ造柱型・梁型：DSG吹付

Gt

Ｃ－Ｃ（種別）下地

ＧＷ　アＧｔ
スラブ下

Ｇ
ｔ

Ｃ－Ｃ（種別）

指定仕上

指定仕上
Ｃ－Ｗ（種別）
打増 　アｔ

ｔ

打増　アｔ
Ｃ－Ｗ（種別）
指定仕上

  
  

  
40

 

ｔ

型枠兼用木繊維
セメント板ァ40打込み

注記）各種別、厚さ、仕上の適用は仕上表による
壁仕上ボード、タイル張り、石張り等は
天井仕上面＋１００までとする

※軽量鉄骨壁下地　スタッドの高さ５mを超える場合

吊金具取付用補強材 野縁受

補強野縁

天井材
天井点検口

回転軸

Ａ-Ａ’断面　Ｓ＝1：40

※天井点検口の吊金具は、取付用補強材へ取り付けること

Ａ

Ａ’

mutsumik
多角形
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A3 :

-

1：100

株式会社　教　育　施　設　研　究　所
1：50

ＢＹＲＣＨＴＥＣＴ＆Ｏ

務 ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．Ｉ ＨＥＩ ＮＦＦ

名

Ｒ Ｃ

設 業

ＣＡ Ｂ Ａ

担当

計

補佐

工

課長部長

名事特記事項 設計者氏名

設計者氏名

設計者氏名
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（８） 有増築計画 無

（７）

RF

設備機器等追加荷重

階 機　器　名

設計水位

地表面の上載荷重

GL 2.0 m付近-

5

土の単位体積重量土圧及び水圧（６） 18

2ｍkN ／

3ｍkN ／

Ⅰ地表面粗度区分

積雪荷重（５） 単位重量

基準風速風荷重（４） V =o

Ⅲ ⅣⅡ

ｍ20 ｃｍ2N ／ ／

／30 m s

地震地域係数

標準せん断力係数地震荷重（３） C =o

=Z

0.15

1.0

ボーリング調査

調査予定

※　（　）内は、構造計算上の高さを示す。（計算GL.よりの高さ）

構造種別

構　造　設　計　条　件2.

プレストレストコンクリート造

設計標準水平震度（Ｋｓ）

構造体　・　類（Ｉ＝1.5）　・　類（Ｉ＝1.25）　・　類（Ｉ＝1.0）

構造計算の種類（設計ル－ト）（2）　

棟　　名 構造計算書に係る構造計算の種類

0.6１階及び地下階

上層階・屋上及び塔屋

中　間　階

場　　　所

1.0

1.0

・　A類 

（SRC）

施設の耐震安全性（1）　 :

（S）

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄骨造

0.4

1.0

0.6

・　B類

（PC）

（WRC）鉄筋コンクリート造（RC） 壁式鉄筋コンクリート造

ｍ2ｍ 2

棟　　名

建　物　概　要

1

1.
山梨県中央市下河東1110

2,916.06

建築面積
地上塔屋

S

種  別

病棟 7- 階 1階 階

地下

構  造

規模及び構造種別（２）

工事場所（１） :

規　　摸

33.20ｍ ｍ33.75

軒　高 最高高さ

構　造　設　計　仕　様

標準貫入試験

ｍ18,738.092ｍ 2

延べ面積

（３）ボーリング調査位置図、土質柱状図　

力学試験

静的貫入試験

地　盤　状　況

（２）

3.

（1）　

地盤調査内容

（無

地盤調査書 有 （ 敷地内

ＰＳ検層平板載荷試験

常時微動測定孔内横方向載荷試験

鋼杭の腐食性試験

現場透水試験

有 無）

近隣）

階 階 階 ｍ ｍ ｍ2ｍ 2

階 階階 ｍ ｍ ｍ2 ｍ2

ｍｍ2 2

cm積雪量 50

令第81条第2項第1号イに規定する構造計算　　（ルート3）

物理試験

別図参照

棟　　名

1 設備機器

機　器　名階

構造設計仕様

・ 

相当（免震構造）

1 法20条第1項第三号ロの規定に基づく大臣認定（免震構造）

PH階に機械室を増築

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

［免震棟］
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1：400
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A3 :

1：200A1：

3

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

SM

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

構造設計一級建築士登録　第8280号　茂木　博之

設計者氏名

設計者氏名

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

一級建築士　大臣登録　第315246号

1

PHFLの吹抜け部に屋根を増築

による。

本文の他、特記仕様書、本文の他、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（平成31年版）

建築非構造部材

杭長

杭打ち試験は原則として行い、図示又は工事監理者（監督職員）の指示に従う。

杭長及び杭先端位置は、地盤状況、試験杭等により変更することがある。

50耐　圧　版

ピット下

土間コンクリート

土間コンクリート

土間スラブ 50

（4）

基　　　礎

基　礎　梁

部 位

50

50

捨コンクリート

地業の敷厚

［注］

杭継手

杭先端位置

試験杭々長

:

:

:

杭先端形状

2.

1.

:

杭径（mm）

防湿シート敷き

防湿シート敷き

60

60

100

60

60

外部

構造スラブ

内部

60

60

砕　石 備考

）ｍｍ（

0.0

図示 mGL -

本　杭 +

無溶接工法（認定工法）

（ｍ 図示 ）ヶ所

溶接工法

閉鎖形開放形

備考長期設計耐力（m） ）／本kN（

（認定工法）

プレボーリング拡大根固め工法

下記に使用杭を示す（全て評定取得品を使用する）

最大載荷荷重度

（3）

杭種別

CPRC杭

節付きPHC杭

鋼管杭

SC杭

PHC-ST杭

PHC杭

工法

中堀拡大根固め工法

国土交通大臣認定

認定工法とする（工事監理者（監督職員）の承諾を得る事）

既製杭

長期設計地耐力

現場載荷試験

（2）

（1）　

地盤改良：浅層混合処理工法

深　さ

:

:

直接基礎 ｑａ=

有

地　業　工　事4.

1. コンクリートは、JIS表示認定工場の製品とする。

普通ポルトランドセメントの使用を早強ポルトランドセメントとする場合は

防水押えコンクリ－ト及び、機械室等の配管埋設用コンクリ－トを示す。

特記の他、種別の普通は普通コンクリ－トを示し。普通ポルトランドセメントとする。

種種種 Ⅲ Ⅳ種（ Ⅰ Ⅱ

種種（ A

（

B

（

種C

鋼管厚

）

t=

鋼管厚 t=

種

種

種（ A B

種A（ B

種C ）

種C ）

）Ⅴ 種

）

）ｍｍ

）ｍｍ

マスコンクリート

混和材料

雑用コンクリ－ト

GL-

2ｍkN

ｍ

／

）

ｍ／ 2kN

（無 ヶ所

7.

8.

6.

2.

コンクリート躯体防水混和材

流動化剤（JASS5 T-402）

高炉セメントB種

コンクリート膨張材（JIS A 6202）

50

種  別

高炉ｾ

棟（場所）

共通

共通

共通

5.

1
[　　]

16用雑 コンクリート

コンクリート

コンクリート

捨

土間

16

16

普通15 ｃｍ18

18

18

15 ｃｍ

ｃｍ15

普通

普通

[耐久設計基準強度,Fd]

設計基準強度,Fc

24

コンクリ－ト　工　事

基礎（マットスラブ）

使　用　区　分

30

（

（

2／N ）ｍｍ

／N ｍｍ ）2

15 ｍｃ

スランプ 備　　考

24CFT充填コン 50 ﾌ 圧入工法

[　　]

[　　] ｃｍ

ｍｃ

[　　]

[　　]

躯体（軸　部）

躯体（基礎部）

ｍｃ

ｃｍ

軽量の表示は、軽量コンクリ－ト使用を示す。5.

3.

4. 基礎部は、高炉セメントB種の使用を普通ポルトランドセメントとする場合は

呼び強度　30(N/mm )を超える場合に使用する。高性能AE減水剤（JIS A 6204） 2

工事監理者（監督職員）の承諾を得る事。

工事監理者（監督職員）の承諾を得る事。

(品質基準強度,Fq) （ ／N ｍｍ ）2

(30)

(50)

国土交通大臣認定

普通

中庸熱、低熱コンクリートとする場合は、工事監理者（監督職員）の承諾を得ること。

[ベストンA同等品]

CFT充填コンクリート工事は、JASS5の鋼管充填コンクリート工事に準拠する。9.

[　　][　　]241FL以上床壁等 24 18 ｃｍ 普通(24)

24擁壁 30 15 ｍｃ(30)[　　]

400

マスコンクリート

高炉ｾ

241FL以下 30 18 ｍｃ(30)[　　] 普通

10.

値等は各認定に従う。

ABR400 ABR490

（3）

FP030RF-0327,0413,0328,0326屋根用デッキプレ－ト

FP060FL-9095（連続支持合成スラブ）

相当以上

FP060FL-9101（単純支持合成スラブ）合成床版用デッキプレ－ト

その他

スタッド用異径鉄筋

頭付きスタッドボルト

SD345

JISB1198 16φ

鉄筋トラス付きデッキフェロープロト・エコ（  型･  型）(BCJ-RC0218-06)

SN490BSN400B SN400CSN400A）（中・厚 SS400鋼板

（2）

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

アンカーボルト

トルシア型　特殊高力ボルト

SS400

F8T

S10T

中ボルト

JIS形　高力ボルト

名　称

4T

F10T

材　質

M16 , M20

M16

M16 , M20 , M22

使用サイズ

STK490

STKR490角形鋼管

接合材

鋼管

STKR400

STK400

）鋼板

軽量形鋼

（ 薄 SS400

SSC400

SM490A

BCP235

STKN400

BCR295BCP325

STKN490

（1）

7.

SN400A

SN400A

SN400A

）

）形鋼 その他（

形鋼

平鋼

（ H形

SS400

SS400

SS400

種　別

棒鋼

構造用鋼材

材　質

SS400

SN400B

SN400B

SN400B

SN490B

SN490B

SN490B

ニューフェローデッキ(BCJ-RC0108-11)

鉄　骨　工　事

右記１メーカを使用

鉄筋組込デッキ

SN490C

溶融亜鉛メッキ

備　考

スーパーハリーZ（BCJ評定-RC0224-05）

一般鉄筋補強

（既製品は、施工性のよい下記、高強度鉄筋使用タイプとする）

防水押え

既製品

SD295A

梁貫通孔補強

異径鉄筋格子（ :

:

） スラブ

JIS G3551溶接金網（ :）

（日本建築センタ－評定取得品）

壁

コンクリート等 壁

SD390

SD345

D10

D10

D13

D13

D22

D22

D19

D19

D16

D16

D25

D25

D29

D29

6. 鉄　筋　工　事
材　質

SD295A

鉄　筋　径

D10 D13 D16

D32

D32

（耐火塗料部分を除く）

Hグレード以上

評価基準」に定めるグレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上

受けた(株)日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能

建築基準法第77条の５６第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を

（5）

使用箇所 塗装箇所

鉄骨部

鉄骨製作所のグレード

錆止塗装

（4）

の能力のある工場とし、工事監理者（監督職員）の承諾を得ること。

鉄骨の製作工場

塗　　料

FP030RF-0138

建物内部

M24

ダイヤレンNS(ＢＣＪ評定-RC0124-05)

 JIS　K　5674　鉛・クロムフリーさび止めペイント

F☆☆☆☆品

A 種

B 種
JASS　18　M-111　水系さび止めペイント　

又は JIS　K　5674　鉛・クロムフリーさび止めペイント

リバーレン（BCJ評定-RC0254-03)

ターンバックル JIS  A  5540,5541 M16

※　  　は、同等品以上として使用可能とする。

S6（　　KSS785

（　　SD295A

（　　UD785

（　　SD345※　仕口部分を除く

高強度せん断補強筋（スパイラル筋又は溶接閉鎖形筋）

スパイラル筋又は溶接閉鎖形筋

D13D10 D16　）

D13D10 D16　）

（　　リバーボーン785

（　　UHYフープ

（　　MK785

BCJ-C1289(変5),BCJ-C2190(変5),BCJ-C1291(追5)

BCJ-基評RC0161-03

BCJ評定-ＲC0444-02

BCJ-C1372(変3)

S8 S10 S13 S16 ）

UD10 UD13 UD16 ）

K6 K10 K13 K16 ）

UH6 UH10 UH13 UH16 ）

MD10 MD13 MD16 ） BCJ評定-RC0419-02

（　　パワーリング785 T10 T13 T16 ） BCJ-RC0395-03

（　　パワーリング785 T10 T13 T16 ） BCJ-RC0395-03

（　　リバーボーン785 BCJ-C2027(変1)K6 K10 K13 K16 ）

（　　ハイデック685 T10 T13 T16 ） BCJ-RC2126（追1）

（　　リバーボーン1275 BCJ-C1343（追3）RB6.2 RB7.1 RB9 RB11 RB13 ）

（　　ウルボン BCJ-RC0220-04U6.4 U7.1 U9 U10.7 U13 ）

トルシア型　超高力ボルト F14T M22

D13 , D16

構造性能が同等以上のものとし、
工事監理者（監督職員）の承諾を得ること。

（下記と構造性能が同等以上のものとし、工事監理者（監督職員）の承諾を得ること。）

1） 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合、管径はスラブ厚さの1/4 以下とし、

止むを得ず埋設する場合は躯体打増しまたは乾式工法の仕上げとする。

配管本数が多い場合は工事監理者（監督職員）の承諾を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者（監督職員）の承諾を得ること。

管の間隔は原則として配管相互の中心間隔は70mm 以上とする。

柱・梁・耐震壁・外壁・地下壁には、原則として配管等の埋設は行わない。

柱、耐震壁内のコンセットボックス，スイッチボックス等の埋設は原則として行わない。

3）

2）

4）

D16D16

構造躯体寸法に下記の打増し厚さ(mm)を加算するものとする。

打放しコンクリ－ト仕上げ等による打増し厚さ打放しコンクリ－ト仕上げ等による打増し厚さ

スラブスラブ

設備関係 （配筋標準図 NO.6,14参照）

外部に面する柱・梁・壁

（2）

内部に面する柱・壁

スラブスラブ

金ごて仕上げの梁・ 金ごて仕上げの梁・ 

土に接する柱土に接する柱

コンクリートコンクリート

外部に面する外部に面する 下端

（１）（１）

9.9. そ　の　他そ　の　他

異径鉄筋異径鉄筋

記　　号記　　号

D10D10 D13D13

意匠図による10以上かつ意匠図による

5以上かつ意匠図による

意匠図による意匠図による

の上端 1515

10以上10以上

D25D25D19D19 D22D22 D29D29 D32D32 D38D38D35D35

伏図の表示は、原則として見下げ図とする。

コンクリートコンクリート

（2）

開　口　部開　口　部

鉄筋表示記号

コンクリートブロックコンクリートブロック

コンクリートコンクリート 土間 土間

（1）

8. 図　面　表　示

伏図表示記号b.

伏図 a.

腰　　　壁腰　　　壁

コンクリートコンクリート梁の梁の 打ち増し打ち増し

スリットスリット

下　り　壁下　り　壁

耐震耐震

2.5％4.0％ii) 平均出検品質限界（AOQL）

iii) 検査水準第　　水準6

適用箇所

最低板厚3.2mm以上6mm未満の形鋼，鋼板

最低板厚1.6mm以上3.2mm未満の形鋼，鋼板

最低板厚6mm以上の形鋼，鋼板類

普通ボルト・ナット・アンカーボルト類

溶融亜鉛めっき     JIS   H   8641   2 種

（8）

組建て検査（仕口部分）

完全溶込み部の超音波探傷試験

溶接部の検査

（工　　場）

::

::

::

溶接工の技量検定付加試験

溶接検査

::

（6）

目隠し壁部分鉄骨他
設備架台鉄骨

外部階段

使　用　箇　所

350以上350以上

無無有有

i) 2回抜き取り

有有 無無

有有 無無

450以上450以上

350以上350以上

550以上550以上

付着量（g/　）2ｍｍ2

内部に面する梁の側面 10以上かつ意匠図による

※常温亜鉛メッキZRC工法に変更を可能とする。変更の場合は工事監理者（監督職員）の承諾を得る事。

（7） 接合部の溶接は下記によること

平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

日本建築学会「溶接工作規準、同解説　～　」

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

工場自主検査

マクロ試験・その他

第三者検査機関名

外観検査完全溶込み
溶接部

検査箇所 検査方法

100 ％％％

第三者受入検査

検　査　率　又　は　検　査　数

※:平成12年建設省告示

備　　考

（9） 高力ボルトの検査

軸力導入試験

高力ボルトのすべり係数試験（摩擦面処理に薬剤処理を用いた場合）

1次締め後にマーキングを行い、2次締め後そのずれを見て共回り等の異常がないことを確認。

トルシア形高力ボルトは、2次締め後、ピンテールが破断していることを確認。

工事監理者

第1464号第二号による
（目視及び計測）

超音波探傷検査

個 上記％％％個 ％％％個

100 ％％％個 上記％％％個 ％％％個

％％％個 ％％％個 ％％％個

個個個

外観検査

（突合せ溶接）

その他溶接部 100

内質検査 （注2）

（※）

（両側の合計）

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した
検査会社をいう。工事監理者（監督職員）の承諾を得ること。

注1）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100%行うこと

注2）高さ45ｍを超える建築物で溶接する鋼材の板厚が25mm以上の部分又は高さが45m以下の建築物で溶接する

「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル（独立行政法人 建築研究所 監修）」を適用する

注3）溶接による突合せ継ぎ手の食い違い及び仕口部のずれの検査方法及び補強方法等は、

建築鉄骨溶接継手の内質検査ガイドライン（一般社団法人　日本鋼構造協会）による。

鋼材の板厚が40mmを超える部分について行う。

CFT充填コンクリート（認定コンクリート）は、表記の設計基準強度以上とし、強度・ﾌﾛｰ

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形



主筋方向端部納まり詳細図＜Ｓ造＞

異方向部分納まり図＜Ｓ造＞

異方向部分納まり図＜RC造＞

同径・同量
切断する鉄筋と
配力筋側補強筋

上端補助筋
１－Ｄ１０

切断する鉄筋と同径・同量

１５０以下

同径・同量
切断する鉄筋と
配力筋側補強筋

上端補助筋
１－Ｄ１０

主筋方向納まり図＜Ｓ造＞波板 波板

増打ち厚

スラブ厚

上端主筋
＠１７０

下端主筋

※端部材とラチス材の偏芯距離は必ず３０mm以内とする。

鉄板の長さ６００～９,０００mm迄製造可能

鉄筋組込みデッキ使用部分スラブリスト

符号

DS1
150

EB80-110

タイプ

デッキ

６０

３０

梁内寸法

３０

スタッド

溶接固定

Ｓ造のとき

４．標準納まり図

端部材（Ｌ型）

波板

７５ １５０

６００ Ｌ１Ｌ１Ｌ１Ｌ１
開口幅（補強筋） （補強筋） （補強筋） 以下 （補強筋）

150

　ては１枚（６００ｍｍ幅）に対し片側１ヶ所以上とする。
　固定位置は、Ｓ造、ＲＣ造、ＳＲＣ造、ＰＣａ造の幅方向につい
　ーフェローデッキの端部材に溶接にて固定する。
　ＰＣａ造の場合は、ＰＣａ梁のあばら筋に掛けたつなぎ筋をニュ
　ＲＣ造・ＳＲＣ造の型枠には、桟木へ所定の釘を使用し固定する。
・固定は、Ｓ造の梁には端部材をアークスポット溶接にて固定し、

※仮設時有効スパンを超える場合は、必ず適切な位置に仮設サ
※開口部は、大きさにより定められた補強筋を配筋すること。

・継手長さはＬ１、定着長さはＬ２とする。

（４）梁上の上端連結（定着）筋の施工（鉄筋工事）

（３）梁鉄筋の施工（鉄筋工事）

（５）上端配力筋の施工（鉄筋工事）

・継手長さはＬ１、定着長さはＬ２とする。

※トラス筋は施工時の支保工の役目を持つ構造材である為、部
　材の切断はしないこと。
　設備・配管工事の為、コン打以前に切断の必要がある場合は
　事前に対応策を設けること。

１５ｄ＋Ｌｘ／２＋１５ｄ

追加補強主筋

現　場　配　筋

-----

D13@200D13@200上端筋

D13@200下端筋

デッキ主筋
位置

-----

-----

短　辺　方　向

連結筋
Ｌｘ／４＋１５ｄ
端 部

長　辺　方　向

D10@200

-----

-----

-----

中央部
Ｌｘ／４＋１５ｄ

端　部

D10@200 40

----- 30

80

中央部
１５ｄ＋（Ｌｙ－Ｌｘ／２）

＋１５ｄ

（２）敷込み・加工・固定

　材を切断した場合には、所定の位置に新たに端部材をアーク溶接
・加工は、柱廻りやＳ造の梁継手部分の切り欠き加工を行い、端部
　のみ込みは、５ｍｍ程度とする。
　度とする。また、ＲＣ造・ＳＲＣ造・ＰＣａ梁の躯体への波板の
　梁へのかかり代は、Ｓ造の梁の場合は端部材先端から３０ｍｍ程
　位置に不陸を生じないように注意して敷込む。
・敷込みは、割付け計画に従ってあらかじめ墨出しを行い、所定の

　養生を十分に行い、鉄筋組込みデッキ梱包および副資材の落
・仮置きする場合は、端部材のかかり代を確認するとともに、風散

　波板、吊材等鉄筋組込みデッキの部材を変形、破損させない
　ろしするものと、躯体（上部）に荷揚げするものがある。その際
　にて行うものとする。専用の治具には、トラックから地面に荷下

　合番図と、積荷を照合し、施工計画に従って行う。

（１）搬入・荷揚げ・仮置
・搬入は、当該現場の工区、工程に応じて作成された荷姿図および

・荷揚げは、現場クレーンに応じ、専用の治具等を用いて４点吊り

５．施工手順及び留意事項

　下を防止する。

横桟木

梁内寸法
５０

２０３０

２０１０
１０

１０

　にて取付け直す。

端部材（クランク）

ＲＣ造のとき

ラチス材

釘止め

３０mm以内

Ｈ
ｂ

吊材＠１７０

１５０

６００

１５０

　よう注意する。

７５

　ポートを設けること。

（６）留意事項

１００

６００

２００ ２００

下端主筋

仮設計画を確実に行い、開口の形状に応じた補強を行うこと。
吊り材・鉄筋を切断する場合は支保工を設置するなど、
但し、吊り材は溶接部を含め、切断しないこと。
かぶりを確保出来る場合は補強しない。
開口幅・スリーブが小さく、主筋・配力筋共に鉄筋の切断が無く

一般的な開口補強（開口幅≦６００）

鉄筋組込みデッキ開口補強要領

Ｌ
１

（
補

強
筋

）

（
補

助
筋

）

開
口
長

さ
Ｌ

１

強辺方向

弱辺方向

Ｌ
１

（
補

助
筋

）
Ｌ

１
（

補
強

筋
）

（補助筋）
Ｌ１

弱辺方向

１－Ｄ１０
上端補助筋

開口

Ｌｘは、仮設時許容スパン

備　考

強辺方向

補強を行わない開口

配力筋

６００以下の開口に準じて補強を行う。
開口を包絡した大きさによって、

弱辺方向

弱辺方向

（補強筋のかぶりを確保出来ない場合）

１－Ｄ１０

同径・同量
切断する鉄筋と
配力筋側補強筋

Ｌ１
（補助筋）

強辺方向

切断する鉄筋と同径・同量

上端補助筋

主筋側補強筋

トラス筋

上端補助筋

（補助筋）
Ｌ１

（
補

助
筋

）
Ｌ

１Ｌ
１

（
補

強
筋

）

Ｌ
１

Ｌ
１

（
補

強
筋

）

（
補

助
筋

）

１－Ｄ１０

Ｌ１
（補助筋）

（補助筋）

（補強筋）

Ｌ１

Ｌ１

主筋側補強筋

Ｌ１

（補強筋）
Ｌ１

（補助筋）

同径・同量
切断する鉄筋と
主筋側補強筋

（補強筋のかぶりを確保出来る場合）

連続する開口の補強

開口

強辺方向

開口幅

上端補助筋
１－Ｄ１０

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１

（
補

強
筋

）

（
補

助
筋

）
Ｌ

１
（

補
強

筋
）

（
補

助
筋

）

１５０以下

配力筋方向納まり図＜Ｓ造＞

Ｌ１

上端主筋

流れ止め
コンクリート

１００

流れ止め
コンクリート

上端定着筋

＠１５０又は

上端配力筋ラチス材

プロトタイプ：４０以下
エコタイプ：６５以下

波板
調整版

＠２００
＠１５０又は

吊材
上端主筋

＠２００

＠１５０又は
＠２００

下端主筋

波板

吊材
ラチス材

上端配力筋

Ｌ１

上端連結筋

＠２００
＠１５０又は

上端連結筋

Ｌ１

プロトタイプ 鉄筋＠１５０

ＪＩＳ Ｇ ３５３２ ＳＷＭ-Ｂ
ラチス材 鉄線

波板 溶融亜鉛メッキ鋼板（捨型枠）
ＪＩＳ Ｇ ３３０２ Ｚ０８（標準品）

（日本建築センター評定取得　ＢＣＪ評定－ＲＣ０１０８）

コンクリートを打設することにより、コンクリート硬化後、鉄筋組込みデッキの上端主筋および下端主筋とコンクリートが一体となるスラブである。

本構造は、上端主筋と下端主筋の両者をつなぐラチス材および吊材、波板で構成する鉄筋組込みデッキに、必要な現場施工部材を設置し

３．断面図

６
０
０

上・下端主筋 Ｄ１０､Ｄ１３又はＤ１６
ＪＩＳ Ｇ ３１１２ ＳＤ２９５Ａ

２．形状と材質

１．工法の概要

（BCJ評定-RC0108-07）

吊材＠１７０ 

吊材 鉄線
ＪＩＳ Ｇ ３５３２ ＳＷＭ-Ｂ

鉄板の長さ６００～９,０００mm迄製造可能

上・下端主筋 Ｄ１０､Ｄ１３又はＤ１６
ＪＩＳ Ｇ ３１１２ ＳＤ２９５Ａ

鉄板の長さ６００～９,０００mm迄製造可能

吊材＠１７０
ラチス材

ＪＩＳ Ｇ ３５３２ ＳＷＭ-Ｂ

上端主筋

下端主筋

吊材 鉄線

ｈ

ｂ
Ｈ

上端主筋

６
０
０

下端主筋

ラチス材 

波板 溶融亜鉛メッキ鋼板（捨型枠）
ＪＩＳ Ｇ ３３０２ Ｚ０８（標準品）

エコタイプ 鉄筋＠２００
ラチス 鉄線
ＪＩＳ Ｇ ３５３２ ＳＷＭ-Ｂ

吊材

上端主筋

ｈ Ｈ
ｂ

上端定着筋

Ｌ２

配力筋方向納まり図＜RC造＞

上端定着筋

波板
エコタイプ：９５以下
プロトタイプ：７０以下

下端主筋

ラチス材

上端主筋
吊材

調整版

上端配力筋

下端主筋

波板

ラチス材

上端配力筋 上端連結筋

標準納まり図
主筋方向納まり図＜RC造＞

Ｌ２ Ｌ１ Ｌ１ Ｌ１

配力筋方向段差納まり図＜参考＞　　段差（Ｈ）≦ｔ

※（注）本表は、「建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事（２００３年版）」に準拠したものであり
本物件の設計図書（構造標準図、仕様書等）が上表と異なる場合は本物件の仕様を優先する。

鉄筋組込みデッキの連結筋・定着筋の定着及び重ね継手長さ

３０ｄ直線又は２０ｄフック付き

３５ｄ直線又は２５ｄフック付き

４０ｄ直線又は３０ｄフック付き

４５ｄ直線又は３５ｄフック付き

重ね継手長さ
あき重ね継ぎ手

止むを得ずコンクリートの硬化前に切断する場合は、

※ただし、軽量コンクリートの場合は表の長さ＋５ｄとする。

設計基準強度

コンクリートの

開口周辺を支保工等により補強し、切断及びコンクリートの

鉄筋種類

ＳＤ２９５Ａ

打設を行うこととする。

４８～６０

３０～４５

２１～２７

１８

Ｌ１

など、実状に応じた設計を行う。
大きさにより各辺からの片持ちスラブ・３辺固定スラブとする
開口幅・開口長さとも６００を超える場合は、開口の位置・ 

但し、弱辺方向下端に配筋する場合は、施工時の作業性や
開口部周辺のトラスの損傷防止を考慮して、Ｄ１３以下の径の

鉄筋組込みデッキは仮設時にも構造材として機能している。
従って、トラスの切断は開口の大きさに関わらず、
開口部を箱抜きし、コンクリートの硬化後に行う。

鉄筋を使用すること。

開口部の施工

大開口の補強

２５ｄ直線又は１５ｄフック付き

３０ｄ直線又は２０ｄフック付き

３５ｄ直線又は２５ｄフック付き

４０ｄ直線又は３０ｄフック付き

※あき重ね継ぎ手長さは、最低４５０ｍｍ以上とする．

Ｌ２

定着長さ

Ｌ１かつＬＡ
（あき重ね長さ）

／０．２

仮設サポート

ＬＡ

配力筋方向段差納まり図＜参考＞　　ｔ＜段差（Ｈ）≦２ｔ

上端配力筋
上端定着筋

６０

Ｌ２（定着）

Ｌ１ Ｌ２（定着）

Ｌ１

３０３０

（スベリ止め）
溶接固定

上端連結筋
（Ｌ型）
端部材

Ｌ１

ｔ＜H≦２ｔ

Ｈ以上
Ｌ１

ｔ

仮設サポート

３０ H≦ｔ

ｔ以上

ｔ

（クランク） ２ｔ以上

Ｌ１

主筋方向段差納まり図＜参考＞　　ｔ＜段差（Ｈ）≦２ｔ

Ｌ２（定着）Ｌ１

上端配力筋

Ｌ２（定着）

上端定着筋

Ｌ１

Ｌ
２

Ｌ１

５

５０

１０
１０
２０

釘止め

２０ １０

３０

上端連結筋

Ｌ１

２ｔ以上

仮設サポート

Ｌ
２

Ｌ１

ｔ＜H≦２ｔ

ｔ

仮設サポート

H≦ｔ

Ｌ１

ｔ

主筋方向段差納まり図＜参考＞　　段差（Ｈ）≦ｔ主筋方向端部納まり詳細図＜RC造＞

端部材

鉄筋組込デッキスラブ 設計標準仕様書（鉄筋トラス付捨て型枠床版工法）

Lx ≦3.15m
※15

※増打ちは、一般に15mm（仕上により10mm等有り）

150
B80-110

D13@150D13@150

D13@150

D10@150 D10@150

※15 -----

上端筋

下端筋 -----

-----

----- -----
150

40

30

80

56-

-

DS2
Lx ≦3.60m

200
EB130-160

D13@200D13@200

D13@200

D10@150 D10@150

※15 -----

上端筋

下端筋 -----

-----

-----

-----

----- -----
200

40

30

130DS20 Lx ≦3.05m

-----

-----

DS3

※　スラブ符号 S1, については、本図の鉄筋組込デッキを採用しても良い。その際、スラブ符号の S を DS に読み替えて適用する。

　　ただし、ピット直上スラブおよび水槽部分には使用しない。また、開口の多い設備シャフトなどでは使用を控える。

※　上記と同等以上の鉄筋組込デッキ（BCJ評定－RC0218-04、RC0195-02）への変更は可能とする。

　　但し鉄筋量は同等以上とし設計者の承諾を得る事。
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中央部Lｘ/2
（現 場 配 筋）

24

鉄筋組込デッキスラブ 設計標準仕様書

フェロープロト（　型）デッキ・フェローエコ（　型）デッキ　使用部分スラブリスト

※端部材とラチス材の偏芯距離が20mmを超える場合は端部の補強を行う。

コンクリート

DS1 eB80

符　号 デッキタイプ

Ｓ造のとき

D13-200@

連 結 筋

（現 場 配 筋）

設計基準強度( N/mm )

D13-200@

D13-200@

製  品

150

スラブ厚

上端筋

下端筋

増打ち厚

位　置

コンクリート種類
2

デッキ方向〈短辺方向〉

端部Lｘ/4
（現 場 配 筋）

追加主筋

普通

18 21

軽量1種

梁内寸法

3030
60

フレア溶接

亜鉛メッキ鋼板

下端主筋

躯体のみ込み

ＲＣ造のとき

0～10

Ｈ
ｂ

釘止め

桟木

梁内寸法

端部材（Ｌ型クランク）

スタッド

を打設して床版を構築する工法である。 

梁間に敷きならべる。その後、主筋連結筋及び配力筋を配置し、現場打ちコンクリート

工場で捨型枠と床用鉄筋（主筋方向のみ）を一体化して生産された床構成材を現場にて

3．標準納まり図

95

2．断　面　図

70

１．工法の概要

フェローエコ（　 型）デッキ　形状

上端主筋

@170

フェロープロト（ I 型）デッキ　形状

200

590

吊材 5φ@170

ラチス材　6φ

亜鉛メッキ鋼板　ｔ＝0.4mm

200 95

上端主筋

下端主筋

端部材（クランク）

ラチス材　６φ

吊材 ５φ＠１７０

20mm以下

b
H

70150

亜鉛メッキ鋼板　ｔ＝0.4mm

＠１７０

ラチス材　６φ

吊材 ５φ

590

150

上端主筋

下端主筋

150

Ｈｈ

ｂ

備　　　考

            部材の切断はしないこと。設備・配管工事のためコンクリート打設前に切断の必要がある時は、

          ・仮設時許容スパンを超えるとき、及びデッキ部材の切断を行った場合は、仮設サポートを設ける。

          ・鉄筋・ラチス・吊り材を一体化したデッキは、施工時支保工の役目を持つ構造材であるため、

D10-200@

デッキ直交方向〈長辺方向〉

（現 場 配 筋）

D10-200@

端  部

27 30

中 央 部

3633

　　　　　・継手長さは４０d以上、定着長さは、３５d以上（普通コンクリートの時）

　　　　　・継手長さは４０d以上、定着長さは３５d以上（普通コンクリートの時）

          ・開口部は、大きさにより定められた補強方法で開口補強を行う。

　　　  　・置スラブの場合は、ズレ防止のため引張筋またはフック筋にて固定する。

　　　　　・結束は＠６００を標準とする。

　　　      支保工等の補強を行う。

（５）施工時の注意

（４）上端配力筋の施工

（３）梁上の上端主筋連結（定着）筋

（財）日本建築センター評定取得

（BCJ評定-RC0218-04）

　　　　　・荷揚げは２点又は４点吊りとし、ハゼの保護に留意し、スリング（布帯）等にて荷揚げする。

　　　  　　片側2ヶ所以上または400mm以下で釘止めする。

　　　　　　端部の偏芯距離が20mmを越える場合は端部の補強を行う。

　　　  　・デッキの固定方法は、型枠の桟木へ幅方向については１枚（600mm幅）に対し

   　 　　・柱廻り・梁斜め部は、鉄板・鉄筋をカットし、端部材（L型筋）を取付る。

　　    　・間仕切壁等ある場合は、鉄板のみ切断する。

　　　　　・巾方向の調整は、カット製品又は、調整板にて行う。

　　　　　・ハゼが潰れている時は、シノ等で修復し、確実にハゼかけを行う。

　　　　　・割付図の施工順序により、１枚目より順次取付する。

　　　　  　・敷き込み方法に合わせて、ハゼ方向を確認し仮置きする。

（１）搬入・荷揚げ・仮置

（２）取　　　付

D16

D16

D13

＠200

＠150

下 端 筋

D13

D10

D10

D13Bタイプ

５．施工手順及び留意事項

RDタイプ

Eタイプ

Dタイプ

型

型

Cタイプ

D13

D16

D16

＠200

＠150

D13

Aタイプ

4．種　　　類

上 端 筋

D10

5φ6φ

6φ

6φ

6φ

6φ

5φ

5φ

5φ

5φ

ラチス筋

6φ

吊り材

5φ

上端筋

下端筋

配力筋方向納まり図

コンクリート流れ止め

2t40d以上

主筋方向段差納まり図（参考例）

コンクリート流れ止め

2t

配力筋方向段差納まり図（参考例）

・溶接耐力を超えない場合・・トラスと直角方向に必要数を配置する。

※サポートを設置する場合の注意事項

開　口　補　強　（現　場　配　筋）

段差増し打ちのあるとき、施工荷重と吊材と鉄板の溶接耐力を比較し、溶接耐力を超えない場合と超える場合でサポートによる補強方法が異なります。

・溶接耐力を超える場合・・・溶接耐力が不足する範囲をベニヤ型枠などを介し、鉄板面全体を支えるように補強する。

標準納まり図

段差H < 100

（デッキ方向）
主筋方向

配力筋方向

補強を行う開口

開口部

補強を行わない開口

■ 開口幅≦200mm

段差金物（Z型）

ス
ラ

ブ
厚

10
0以

下

上端配力筋

ス
ラ

ブ
厚

段差金物（Z型）

10
0以

下

受筋

段差H < 100

主筋方向納まり図

デッキ受FB-50×6（別途工事） デッキ端部を加工し、端部材を復旧して取り付ける段差Ｈ=100～150以下

■ 複数の小さな開口と仮想開口

（補助筋）

（補強筋）

上端補助筋

配力筋方向

開口幅

配力筋方向

（デッキ方向）
主筋方向

梁内へ定着

40d

（補助筋）

梁内へ定着

補強筋

（補助筋）

40d

n 1
2

主筋方向
（デッキ方向）

上端補助筋 1-D10

2

（切断する鉄筋と

補強筋　 （上下共）

同径・同量）

主筋方向
（デッキ方向）

補強筋
（切断する

同径・同量）
鉄筋と

配力筋

補強筋（上下共）

主筋

開口部

開口部

開口部

n 1

配力筋方向

40d

40d

40d

配力筋

2

上端補助筋 1-D10

補強筋

開口部 n 2

主筋
n 1

n

ス
ラ

ブ
厚

■ 200mm < 開口幅≦450mm

支保工

ス
ラ

ブ
厚
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1以

下

受筋

支保工

※35d

2t

段差金物（Z型）

上端配力筋

受筋1-D10

主筋

開口部

開口幅

開口部

（補助筋）

（補強筋）

下端
梁内へ定着

梁内へ定着

40d

40d

1n

2-D10

上端補助筋

2

上端 梁内へ定着

1n

補強筋 2

補助筋 2-D10

梁内へ定着

梁内へ定着

40d

主筋

40d

（補強筋）

（補助筋）

（切断する鉄筋と同径・同量）

上端補助筋 2-D10

上端補助筋 2-D10

配力筋

n 1

n 2

梁内へ定着

補強筋
n2
2

■ 450mm < 開口幅≦700mm

2-D13　

2-D13　

10
0～

15
0以

下

下端肩筋　

上端肩筋　

スターラップ　

梁型配筋部

ス
ラ

ブ
厚

-D10+

ジョイント部分

50 50

デッキ受FB-50×6（別途工事）

梁上間柱部分

50 50

配力筋

40d

40d 開口幅

（補助筋）

（補強筋）40d

40d

n1

2

補強筋  （上下共）

n

n1
2

（切断する鉄筋と

上端補助筋

同径・同量）

主筋

2
補強筋

n
2

b≧2×(       )の場合：独立開口

b＜2×(       )の場合：包絡した仮想開口

あき　b = B -(d +d )

d +d 

d +d 

1

2

1

2

2

2

b

1 1 2

2
B d
1

2
d

B

1

溶接する場所はできるだけデッキ受けとしたい）

（フェローデッキ鉄筋を鉄骨に溶接することは

柱廻りデッキ納まり

できるだけ避けたい。

配力筋の定着長さ

連結筋の重ね継ぎ手長さ

コーナー補強筋

40d

段差納まり図

梁上流し筋

※直線で35dを確保できない場合は、

  梁内で定着を確保する。

ス
ラ

ブ
厚

支保工

40d以上

受筋

連結筋
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1以

下

ス
ラ

ブ
厚

上端配力筋

支保工

※35d以上

2t

段差金物（Z型）

40d以上

上端連結筋

35d以上

40d以上

上端配力筋

上端主筋

下端主筋
波板

段差Ｈ=100～150以下

調整板

上端配力筋
吊材 ５φ@170

ラチス材 6φ
主筋ピッチ以下

柱・梁ジョイント廻り納まり図

2-D13　
2-D13　

（ピッチはトラス筋間隔に倣う）

　

10
0～

15
0以

下

上端肩筋　
下端肩筋　
スターラップ　ス

ラ
ブ

厚

梁型配筋部

-D10　

Lx/4

t

連結筋及び追加主筋

231mm以上

231mm以上

40d

30

段差補強筋

40d

30

連結筋

＜　Ｓ 造　＞

上端主筋

波板

ラチス材 6φ

下端主筋

40d以上

上端配力筋吊材 ５φ@170

@170

上端連結筋

@170

（１方向）

40d以上 40d以上

異方向納まり図

35d以上

40d以上

Lx/4

端部追加主筋

40d

上端主筋

連結筋

40d 40d

連結筋

35d以上

連結筋の定着長さ

4
0
d

40
d

配
力
筋

間
隔

か
ぶ

り

開口幅

40d
（補強筋）（

補
強

筋
）

開
口
幅

（
補
強
筋
）

4
0
d

4
0d

4
0
d

（補強筋）（
補
強
筋
）

40d 40d
（補強筋） （補強筋）

40d

開口幅

トラス間隔〃トラス間隔 〃

（
補

強
筋
）

開
口

幅

4
0d

か
ぶ
り

〃
〃

配
力
筋

間
隔

かぶり

か
ぶ
り

かぶり

かぶり

か
ぶ
り かぶり

開
口
幅

（
補
強

筋
）

（
補
助
筋
）

開口幅

40d

開
口
幅

（補強筋）

（補助筋）

（
補
強
筋
）

（
補

助
筋
）

4
0
d

（補強筋）

（補助筋）

開
口
幅

40
d

（
補
助
筋
）

4
0
d

4
0
d

（
補

助
筋
）

4
0
d

（
補
強

筋
）

4
0
d

（
補
助

筋
）

4
0
d

4
0
d

（
補
強
筋

）
開
口
幅

（
補
助
筋
）

あき

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

※15

※増打ちは、一般に15mm（仕上により10mm等有り）
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※　スラブ符号 S1 については、本図の鉄筋組込デッキを採用しても良い。その際、スラブ符号の S を DS に読み替えて適用する。

　　ただし、ピット直上スラブおよび水槽部分には使用しない。また、開口の多い設備シャフトなどでは使用を控える。

鉄筋組込デッキスラブリスト No.2

-

-

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

［免震棟］

'20

A2：

A3 :

A1：

3

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

SM

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

構造設計一級建築士登録　第8280号　茂木　博之

設計者氏名

設計者氏名

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

一級建築士　大臣登録　第315246号

mutsumik
四角形

mutsumik
線

mutsumik
線



2期3期接続部詳細図 No. 1 1:30

1:60
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一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

［免震棟］

'20

A2：

A3 :

A1：

3

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

SM

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

構造設計一級建築士登録　第8280号　茂木　博之

設計者氏名

設計者氏名
一級建築士　大臣登録　第315246号

山留

柱心▽

600以上800 800

1,600

1FL

GL

35
0

FGX2 FGX1

（
FG

Y1
）

（
B4

）

X6 X10～

Y3

15
0

柱芯

（
B4

）

FG
Y1

A

A SEC.

Y3

150

B C

　期基礎梁主筋接続用（　期工事）
機械式継手

期　期境界部詳細図 1:30

※注記

1. 機械式継手は、「リレージョイント」同等品とし、ボトルキャップ込とする。（　期工事）

　期マットスラブ主筋接続用
機械式継手（　期工事）

L1

L1

　
期

主
筋

は
定

着

　期主筋用重ね継手

　期用仮設側溝

スタイロフォーム

（　期接続時に撤去）

基礎梁主筋

マットスラブ主筋

3,
35

0
2,

00
0

25
0

柱心▽

B SEC.

Y3

150

（スラブ）

　期 　期

　期 　期

　期

　期

　期 　期

D13-200@

D10-200@ 2-D13

D16-200@,L=480（　期工事）

2. 　期部材接続面は、目荒らしを行っておくこと。（　期工事）

15
0

柱心▽

C SEC.

Y3

150

（小梁）

　期 　期

　期小梁梁主筋接続用（　期工事）
機械式継手

D16-200@

山留

柱心▽

600以上

Y3

150

　期用仮設釜場

スタイロフォーム

（　期接続時に撤去）

マットスラブ主筋

　期 　期

1,500x600x1,000H

D16-200@

一般部釜場部

切断撤去

切断撤去

　期基礎梁主筋接続用（　期工事）
機械式継手

D10-200@

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

mutsumik
四角形
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592期3期接続部詳細図 No. 2

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

［免震棟］

'20

A2：

A3 :

A1：

3

ＤＡＴＥ

ＳＤＣ Ｄ ＤＡ ＲＡＷＩＮＧＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹＨＫＤ．ＢＹＰＰＲ．ＢＹＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨＡ

設計業務名工 事 名

山梨大学施設・環境部

部長 課長 補佐 担当

SM

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

構造設計一級建築士登録　第8280号　茂木　博之

設計者氏名

設計者氏名

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

一級建築士　大臣登録　第315246号

FL

［　 期接続部材］

SG2

（
SG

3）

SG2

SG
3

X6 X10～

Y3 15
0

柱心

70
0

A B

　期

　期

Y3

150

柱心

期接続部材と同材質同断面

Y3

150

梁心

A SEC. （柱梁接合部）

D13-200@

D10-200@ 2-D13 15
0

700

　期 　期

　期 　期

期　期境界部詳細図 1:30

※注記

1. 　期ＲＣ部材接続面は、目荒らしを行っておくこと。（　期工事）

B SEC. （スラブ）

Y3

150

梁心

D13-200@

D10-200@

2-D13 15
0

700

　期 　期

D13-200@

［EVシャフト］

100

EVシャフト部一般部

　期工事

ボルト孔あけまで

1,000

　期工事

ボルト孔あけまで D16-200@,L=480

　期基礎梁主筋接続用（　期工事）
機械式継手

（　期工事）

D16-200@,L=480

　期基礎梁主筋接続用（　期工事）
機械式継手

（　期工事）

D10-200@

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形



ozawa
長方形



ozawa
長方形



motegiPC
長方形

motegiPC
長方形

motegiPC
長方形



motegiPC
長方形



ozawa
長方形



構造設計一級建築士登録　第８２８０号　茂木　博之

事工 名

部長 課長 補佐 担当 一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町３丁目４番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

ＲＣＨＴＥＣＴ＆ＯＩ ＥＩＦＦ ＲＣ Ｂ ＡＮＡ ＣＨ ＢＹＡＰＰＲ． ＣＨＫＤ．ＢＹ Ｄ

-

' 20 3

ＤＡＴＥ設計業務名

ＳＤ ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．ＣＡＬＥＲＡＷＩＮＧ ＴＩＴＬＥＲＡＷＮ ＢＹ

一級建築士　大臣登録　第１５６４１５号　飯田　順一

一級建築士　大臣登録　第１８６５２７号　遠藤　雅敏

設計者氏名
一級建築士　大臣登録　第３１５２４６号

設計者氏名

設計者氏名

符　号

Ｂ　　　ＰＬ

Ａ．ＢＯＬＴ

部　材

材　質

材　質

部　材

材　質

部　材

柱脚

備　考

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

部　材

材　質

４Ｆ

部　材

材　質

５Ｆ

符

断面
Y

X

フープ

主筋

× 950 x 950

5

5

600 x 600

4

4

820 x 820

5

5

820 x 820

7

7

備考 Ｙ６Ａ通りＡ１、Ａ２のみ

500

9
5
0

1
,
1
5
0

250
鉄骨梁心

5FL
S1

160

RFL

5FL

S1 150

2.

3.

1.

S2 150

FS 250

位　　

下　端

上　端

下　端

上　端

下　端

上　端

下　端
1

上　端

1
32 41

75

2
4

t
1

t
2

3 La

2
5
d

2.

3.

1.

4.

9
5
0

950

600

6
0
0

8
2
0

820

8
2
0

820

6
0
0

16025

750

25

1
,
9
0
0

180

750

S=1/30

-500x500x19 -400x400x16 H-200x200x8x12 H-150x150x7x10 H-244x175x7x11

H-125x125x6.5x9H-150x150x7x10-400x400x16-500x500x19

-500x500x19 -400x400x16 H-125x125x6.5x9H-150x150x7x10

-500x500x19 -400x400x22 H-150x150x7x10 H-125x125x6.5x9

H-125x125x6.5x9H-150x150x7x10

SS400 SS400

2-M16 L=640

BPL-16x350x175

SS400SS400

BPL-19x360x250

2-M20 L=800

EB500-8-36

ハイベースＮＥＯ ハイベースＮＥＯ

EB400-8-36

BCR295

-400x400x22-500x500x19

BCR295

BCR295 BCR295

BCR295 BCR295 SS400

SS400BCR295BCR295

SS400

SS400

SS400SS400SS400BCR295BCR295

SS400SS400

12-D1924-D25

  -D13-@100   -D10-@150

16-D25

  -D13-@100   -D13-@150

16-D25

D13-200@ D10-200@ D10-200@ D10-200@

D10,D13-200@

D10,D13-200@

D13-150@

D13-150@ D13-200@

D13-200@

D10-200@

D10-200@

D13-200@

D13-200@ D13-200@

D13-200@

150150CS1

M16

SS400

HTB 1-M16

GP L-9x70

0CC2C1

C1 C2 P1 P2 P3 sp01

D10-@150(W)

D10-@200(W)

D10-@200(W)
2-D13

D10-@200(W)

4-D13

2-D13

2-D13

ブレ－ス断面リスト

ＲＣスラブ断面リスト

Ｄ１３（　Ｌ　≦１，０００　）

Ｄ１６（　Ｌ　＞１，０００　）

Ｌ１（※１）

１０ｄ以上L

３－Ｄ１３（Ｌ≦１，０００）

４－Ｄ１３（Ｌ＞１，０００）
１５ｄ以上

Ｌ≦１．０ｍ　の場合は
先端部補強筋

先端部補強筋

断
　
　
　
面

片持スラブ配筋リスト

符　号 スラブ厚 置 短　辺　方　向
（主　筋） （配力筋）

長　辺　方　向 備 考

耐圧版

フラットデッキ捨て型枠を使用しても良いが、使用範囲について工事監理者（監督職員）に承諾を得ること。

土に接するスラブ下地業は、捨てコン厚５０、砕石敷厚６０とする。

コンクリート金こて仕上の場合、打増し厚は意匠図による。

特記の無い限り下記による。

符　号

断　面

ブレース材

材　質

取付ボルト

端部プレート

備　考

コンクリート金こて仕上の場合、打増し厚は意匠図による。

先端の折曲げ長さは、スラブ厚さより被り厚さを除いた長さとする。

（※１）スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してよい。

雑配筋詳細図も参照のこと。

※　注　記

受け筋

受け筋

（ｔ１）

先端のスラブ厚
符　号

（ｔ２）

元端のスラブ厚 主　筋　方　向 配　力　筋　方　向

の鉄筋の鉄筋の鉄筋 の鉄筋

注記）アンカーボルトＳＳ４００はＡＢＲ４００に変更可とする。柱断面リスト

柱脚断面リスト S=1/30

号

型枠設置が困難な場合の仮設材参考図

PL-3.2

@600
L-40x40x3D10-150@

D10-200@

D10-200@

D10-150@

D13-200@

D10-200@

※設備配管用鋼管

φ２６７．４ｘ６．６（ＳＴＫ４００）

※設備配管用鋼管は仮設材であり、梁貫通補強材ではない。

梁貫通補強は別途行うこと。

また、鋼管には耐火被覆ＲＷ厚２５吹付とする

4～5ＦＬ外周部詳細図 １：３０

パラペット詳細図 腰壁詳細図

（コン止め）

V1

ＰＨ屋根面ブレース

G.PL-9

60

50 50

170

S=1/20

1/301/30

柱リスト・スラブリスト［耐震棟］

ST 30Ａ１： １：３０
Ａ２：
Ａ３： １：６０

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

山梨大学施設・環境部

Dx Dy

mutsumik
四角形

mutsumik
四角形



事

補佐 担当課長

工 名

山梨大学施設・環境部

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町３丁目４番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所

ＲＣＨＴＥＣＴ＆ＯＩ ＥＩＦＦ ＲＣ Ｂ ＡＮＡ ＣＨ ＢＹＡＰＰＲ． ＣＨＫＤ．ＢＹ ＤＲＡＷＮ ＢＹ

務名設 業計 ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩＮＧＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＤＲＡＷＩＮＧＮＯ．

構造設計一級建築士登録　第８２８０号　茂木　博之

部長

　　その際、「ＳＣＳＳ－Ｈ９７」に準拠すること。

２．剛接合部は、メッキ部を除き高力ボルトを超高力ボルトとしても良い。

３．突合せ溶接が生じる部材の材質はＢ材とする。

１．ＨＴＢはＦ１０ＴもしくはＳ１０Ｔとする。
一級建築士　大臣登録　第１５６４１５号　飯田　順一

設 計 者 氏 名

設 計 者 氏 名

一級建築士　大臣登録　第１８６５２７号　遠藤　雅敏

設 計 者 氏 名

一級建築士　大臣登録　第３１５２４６号

材　質

部　材

1/30

断　面

　ＰＬ

溶融亜鉛メッキ

１６φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｓ）

スタッドボルト

備　考

ピ
ン
接
合

剛

接

合

フランジ

ｎｆ

　ＰＬＡ　　

ｎｗ

Ｂ　　

ウェブ

接合タイプ

ウェブ

ｎｗ

　ＰＬＷ　　

　ＰＬ

　ＰＬＷ　　

１９φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｗ） １９φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｗ）

SG1 SG1 SG1 SG2 SG2
（４Ｆ～ＲＦ）（２Ｆ～３Ｆ）（ＲＦ）（４Ｆ～５Ｆ）（２Ｆ～３Ｆ）

全断面 全断面 全断面 全断面 全断面

大梁断面リスト 1/30

SG3 SG3
CG2
CG1 CG1 CG1 CG2

（４Ｆ～ＲＦ）（５Ｆ）（４Ｆ）（２Ｆ～３Ｆ）（４Ｆ～ＲＦ）（２Ｆ～３Ｆ）

全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面

Ａ１　タイプ １列

HTB 5-M20

L- 9x320GP

１６φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｓ）１６φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｓ） １６φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｓ）１６φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｓ） １９φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｗ） １６φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｓ）

符　号

小梁断面リスト

SB45 SB40 SB40A SB35 SB30 SB30A CB29
CB25
SB25 SB20 sb01 sg01 H01

位　置 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面

横使い

Ａ１　タイプＡ１　タイプ １列 １列 ２列Ａ１　タイプ Ａ１　タイプ １列

１６φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｓ）１６φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｓ）１６φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｓ） １６φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｓ） １６φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｓ）

２列Ａ１　タイプ Ａ１　タイプ ２列

１６φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｓ）

Ａ１　タイプ １列 Ａ１　タイプ １列 Ａ１　タイプ １列 Ａ１　タイプ １列

溶融亜鉛メッキ 溶融亜鉛メッキ

Ａ１　タイプ ２列

ST 31Ａ１：

Ａ２：

Ａ３： １：６０

－

１：３０
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鉄骨梁リスト ［耐震棟］

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事
山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務
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接
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接

合

フランジ
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　ＰＬＢ　　
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Ｗ　　
ウェブ
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材　質

部　材

接合タイプ

ウェブ

ｎｗ

ピッチ

Ｗ　　　ＰＬ

スタッドボルト

備　考

符　号

位　置

断面

１９φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｗ） １９φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｗ） １９φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｗ）
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HTB 2-M20
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@60（Y方向　@120） @60（Y方向　@70）

１６φ　Ｈ＝１００　＠３００（Ｓ）

@60（Y方向　@60）
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［耐震棟］

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

構造設計一級建築士登録　第8280号　茂木　博之

設計者氏名

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第315246号 （参考図）
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※外壁貫通部については、ST-30に示す設備配管用鋼管（φ267.4x6.6）を取り付けること。

なお鋼管には、耐火被覆RW厚25吹付とする。

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町３丁目４番７号

株式会社　教　育　施　設　研　究　所

'20 03

工 名事

部長 課長 補佐 担当

ＲＣＨＴＥＣＴ＆ＯＩ ＥＩＦＦ ＲＣ Ｂ ＡＮＡ ＣＨ ＢＹＡＰＰＲ． ＣＨＫＤ．ＢＹ ＧＴＩＴＬＥＤＲＡＷＮ ＢＹ ＤＲＡＷＩＮ

設計業務名

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務

ＳＣＡＬＥ

Ａ１：

Ａ２：

Ａ３：

１：２００

１：４００

-

ＤＲＡＷＩＮＧＮＯ．

ＤＡＴＥ

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

山梨大学施設・環境部

4階スリーブ図
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［耐震棟］

一級建築士　大臣登録　第156415号　飯田　順一

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第186527号　遠藤　雅敏

構造設計一級建築士登録　第8280号　茂木　博之

設計者氏名

設計者氏名

一級建築士　大臣登録　第315246号 （参考図）
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※外壁貫通部については、ST-30に示す設備配管用鋼管（φ267.4x6.6）を取り付けること。

なお鋼管には、耐火被覆RW厚25吹付とする。

一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

東京都中央区日本橋本町３丁目４番７号

株式会社　教　育　施　設　研　究　所

'20 03

工 名事

部長 課長 補佐 担当

ＲＣＨＴＥＣＴ＆ＯＩ ＥＩＦＦ ＲＣ Ｂ ＡＮＡ ＣＨ ＢＹＡＰＰＲ． ＣＨＫＤ．ＢＹ ＧＴＩＴＬＥＤＲＡＷＮ ＢＹ ＤＲＡＷＩＮ

設計業務名

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他実施設計業務

ＳＣＡＬＥ

Ａ１：

Ａ２：

Ａ３：

１：２００

１：４００

-

ＤＲＡＷＩＮＧＮＯ．

ＤＡＴＥ

山梨大学（医病）病棟Ⅲ新営その他工事

山梨大学施設・環境部

5階スリーブ図
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